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製品を安全に使用していただくために 


•本書の取り扱いについて 

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正し<使用ずるための重要なことが6が記載され 
ていまず。製品を使用ずる前に本書をよくお読みください。特に、本書に記載されている「安全 
上のごを意」はあずお読みいただき、内容をよく理解したうえで製品を使用してください。 
本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管してください。 
富±通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼずことな<安全に使っていただ<ために細ム 
のを意を化っていまず。当製品を使用ずる際は、本書の説明に従ってください。 

Microsoft 、 Windows、Windows NT、Windows Serve し Windows Vista は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標でず。 

Adobe , Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国な6びに化 
の国における商標または登録商標でず。 

その化の製品を、会社をはを社の登録商標または商標でず。 

All Rights Reserved , Copyright © FUJITSU LIMtED 2006 -2008 

• VCCI 適合基準について 

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づ<クラス B 情報巧術 
装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずが、この装置がラジオやテ 
レビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こずことがありまず。マニュアル 
じ従って正しい取り扱いをしてください。 

•電源の瞬時低下について 

本製品は、落雷等じよる電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがありまず。本製品は、 
突入電流がありまずので、お停電電源装置 （ UPS ) などに接続しないでください。故障ずるおそ 
れがありまず。 

(社団法人電子情報巧術産業協会のパーソナルコンピュークの瞬時電圧低下巧策ガイドラインに 
基づ < 表示） 

•漏えい電流自主規制について 

本製品は、日本工業規格 （JISC 6950) の漏えい電流基準に適合しておりまず。 

•電源高調波について 

本製品は、高調波電流規格」に C 61 000-3-2 適合品でず。 

•本製品およびオプション品のハイセイフティ用途での使用について 

本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、ち常の産業用などの一般的 
用途を想をしたものであり、八イセイフティ用途での使用を想をして設計-製造されたものでは 
ありません。お客様は、当該八イセイフティ用途に要ずる安全性をお保ずる措置を施ずことなく、 
本製品を使用しないでください。八イセイフティ用途とは、 W 下の例のような、極めて高度な安 
全性が要ホされ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命-身体に巧ずる重大な危険性を 
伴う用途をいいまず。 

-原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸をシステムにお 
ける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけるミサイル発新制御など 

•リサイクル部品の使用について 

地球環境への函慮から本製品には一部リサイクル部品を使用していまず。 

• レーザ規格について 

本製品は、危険なレーザ光を化さない「クラス I 」のレーザシステムでず。本書に従って操作し 
て<ださい。本書に書かれた W 外の操作は行わないで<ださい。おわめ故障や事故を起こず原因 
になります。 


クラス1レーザ製品 


•本製品の粉塵、オソン、スチレンの拡散について 

本製品の粉塵、オソン、スチレンの化散については、エコマーク N 0.122「プリンク Versions 」 
の物質エミッションの放散を度に関ずる認を基準を満たしていまず。 

トナーは本製品にて推奨しておりまずトナーカートリッジを使用し、 EP 刷を行った場合について、 
試験ちま： 」 BMS -66 に基づき試験を実施しておりまず。 

推奨トナーカートリッジじついては、「サプライ品一覧」 （224 ページ）をご覧ください。 








はじめに 


このたびは、弊社のページプリンタ XL -9500 をお買いホめいただきまして、誠にありがとうご 
ざいまず。 

XL - 9500は最大50ぺージ/分の高を印刷が可能なぺージプリンタでず。 

本書では、プリンタの設置や取り扱いに関ずることがらについて説明していまず。 

本書に従って正しく取り扱い、本プリンクを有》力じご利用ください。 

なお、本書で使用ずる画面表示例では、プリンタ名を XL - XXXX と表示している箇所がありまず。 
このときは、お使いのプリンク名で読み替えてください。機種やソフトウェアのバージョン 、 OS 
によっては表示内容が一部異なることがありまず。 


2008年4月 


マニュアルの種類 


本プリンタでは、次のマニュアルを用意していまず。目的に応じて参照してください。 



設置ガイド 

同捆品のご案内と箱を開けてから EP 刷できるまでの手 
順および取扱説明書での参照先を紹介していまず。ま 
ず、この設置ガイドを見て同捆品をお認して<ださい。 



取扱説明書 

プリンクの設置と運用じついて、基本的なことを説明 
した印刷物でず。 

同じ内容の PDF ファイルが、添付の CD - ROM に収め 
られていまず。 



オンラインマニュアル （PD 口 

添付の CD - ROM 内にソフトウェア編、取扱説明書等、 
機能ごとにいくつかの PDF ファイルが収められていま 
ず。 

本製品の設置-運用に'必要な手順および本プリンクの 
持つずべての機能について説明していまず。 


オンラインヘルプ 

「オンラインヘルプ」では、プリンタドライバのプ□パ 
ティ、および添付ソフトウェアの各機能について調べ 
ることができまず。ヘルプを参照ずるには、次の2つ 
の方法がありまず。 


- r ? li をクリックずる 

'各画面にある[ヘルプ]ボクンをクリックずる 




























マニュアルの構成 


本プリンクのマニュアルの構成を W 下に説 S 月しまず。 

取扱説明書 

•セツトアップ編 


目次 

内容 

第1章 お使いになる前に 

本プリンタを使用ずる前に巧っておいていただきたい 
ことじついて説 S 月していまず。 

第2章 プリンク本体の設置 

プリンク本体の設置ち法からプリンクぜ単体で正しく 
動作ずることをお認ずるまでの手順を説明していま 
ず。 

第3章 オプションの装着 

オプションの取り付けちについて説 S 月していまず。 


•運用編 


目次 

内容 

第4章 

日常の操作 

本プリンタを使巧するうえで日常的に'必要となる操作に 
ついて説明しています。 

第5章 

オペレークパネルの操作 

プリンタのあ晶ディスプレイじ表示される内容と、 才 
ペレータパネルの操作のしかたじついて説 S 月していま 
ず。 

第日章 

用紙について 

本プリンクで使用できる用紙とその保管のしかたじつ 
いて説 S 月していまず。 

第7章 

こんなときじは 

故障が発生したとおわれるとき、おづまりのとき、各 
種メ 、ソ セージが表示されたときの処置のしかたじつい 
て説 S 月していまず。 

付録 

本プリンクを使用ずる隐じ補助的じを要となることが 
らじついて説 S 月していまず。 


オンラインマニュアル 


目次 

内容 

ソフトウェア編 

プリンタ設置後、パソコンか6印刷を巧えるようにするま 
での手順や.プリン々ドライバや添付ソフトウェアの使い 
方などの、ソフトウェアに関することが6について説明し 
ています。 


ちな記載内容： 

-プリンクドライバのインストール手順 
-プリンタを共有するときの設を方法 
-プリンクドライバの機能と利用方法 
. プリンタ管理ソフトウェアの使い方 
- Web ブラウザか6のプリンタの状態参照や設を方法 
. プリンタドライバ、添付ソフトウェアに関ずるトラブル 
シューティングや留意事項 

エミユレーション編 

本プリンクをエミユレーシヨンモード （ EC / P モード） 
で印刷する場合の設を方法について説明していまず。 


章構成じついての詳細は、オンラインマニュアルを参照してください。 
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オンラインマニュアルの見かた 


オンラインマニュアルは、本プリンクに添付されている CD-ROM に、 PDF ファイルとして収録 
されていまず。 

PDF ファイルの内容を参照ずるには、 [Adobe Reader ] というソフトウェアがを要でず。お使 
いのパソコンに [Adobe Reader ] がインストールされていない場合は、本製品添付の CD-ROM 
からインストールして<ださい。 

# Adobe Reader のインストール 

添付の CD-ROM から次の手順で Adobe Reader をインストールずることができまず。 

が 添付の CD - ROM「Print i a LASER プリンタユーテイリテイ」を、パソコンの CD - 
R 0 M ドライブにセットし、 Printianavi インストーラが自動的に起動したら 
[Adobe Reader ] をクリックする 

Adobe Reader のインストーラが起動しまず。 

画面の指示に従ってインストールを行ってください。 


广乃 I ィ■ド! ->1 

.Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプ□-ラ 
で CD-ROM の [AdreaderJ フォルダじある [ Adrdr.exeJ をダブルク 
リックし、インストールを行ってください。 

- Adobe Reader は PDF (Portable Document Format ) 形式のファイル 
を閲覧■印刷ずるソフトウェアです。 Adobe Reader は、アドビ 
システムズ社よリライセンスされ、無償配布ずるものでず。 

-最新版の Adobe Reader の入手ち法およびその他情報につきましては、 

アドビシステムズ社にお問い含わせください。 

アドビシステムズ社 URL : h 邮: // WWW . aclobe . com / jp / 

※上記 URL は、本書発行時点でのものでず。 

\ _ / 
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•オンラインマニュアルの使いかた 

オンラインマニュアルは 、 Adobe Reader がインストールされたパソコンか6次の手順で表示し 
まず。 

^ 添付の CD - ROM をバソコ ンの CD - ROM ドライブにセットする 

Printianavi インストーラが自動的に起動しまず。 


厂 乃' I 带 1ド! - 

Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプ□一 
ラで CD - ROM ドライブ直下の xlsetup.exe ( CD - ROM ドライブが D : 
のときは 「 D :¥ xlsetup . exe 」） を実行ずるか、 CD - ROM の 「 Manual 」 
フォルダじある 「 Index . pdf 」 をエクスプ □- ラから開き、 0 じ進んで 
^__ ください。 _ 

[オンラインマニュアル]をクリックする 

Adobe Reader が起動し、オンラインマニュアルの表紙が表示されまず。 

© 参照するマニュアル名をクリックする 

マニュアルの本文は、々のような画面となりまず。 


メニユ——ノく—— 

プルダウンメニューから印刷や 
Adobe Reader のヘルプの表示な 
どを行うことができまず。 


ツールノく 一 

みを クリ、ソク ずると表示を拡大 

/しまず。 

/ また、お索などの操作を行うこ 
/ とができまず。 


^ TKJKE ) 拓おり * 示山文®のツ -JKD ウィンドな曲ヘルプ(の # 



-1,1 X| 

^ BK H 北-がが f こ'* H ! It 巧ス HS 朽ツ-ル • 'i •、 • 

1 ； 巧助％ 

■ M 1 「 


i ■ ' ^ も!^巧的 k . 





• オブシヨン 
まじめに - 

,.，か二王アルの巧巧 
占オンライン A ルブのるかた 
本7こュアルの巧お 
本スやの巧をにつして 
人目；巧 

-Iみむブトアッブ巧 

-■ >餐1まお巧いになる脚こ 

若 が付ソフトウェア (CD*ROM) の; 

Prhtlarw め巧お巧要 
七 インスト-ル手版が历呈 
> •なおの利用ぶ ■ 

- 去2章ネリトワ-巧利用しなり 
占"ソでとの接搬づリンがう‘ 
* ぶ"ラレルインのI-スによる接! 
.♦ ’占156による接^^時のインストー 
- 奋3ちネットり-巧そ1|再した：?I 

LAN による接 J 充時のインストー. 
史如ァドレスのぉミ 
’♦ ’ぺネジトワ—のコトウIアとブリン！ 
田; 占 ボ-卜のおか！ 

• ；；-,RAW 田巧 I の巧ち(巧巧ヴリン 
*iLPR 巧則の巧定 
> 苗4章ヴリン5巧ちの段是 

* バI Windows 明/ Me® とき 
» Wndows 2030 /XP/Whdows £ 
► r. Wndows NT4 .□のとき 


Printia LASER 


xxxx-xxOuua 


PtiMi * LASER XL シリース 


オンラインマニュアル 


FuflTSU 


しおり 

見出しをクリックずると、そのページを表示 
しまず。 

田が表示されている場合、これをクリック 
ずると々のレベルの見化しが表示されまず。 


ぺ^ I 〇 由 


ステータスバー 

レ^をク リ、ソク ずると々のページ 
を表示しまず。 


夕 





















オンラインヘルプの見かた 


オンラインヘルプを参照ずるち法を、 W 降に示しまず。 


国 [互]をクリックする 

ダイア□グのち上にある互をクリックずるとカーソルのおがが？じ変わりまず。その状態のま 
ま、説明が必要な項目をクリ、ソクずるとダイア□グ上にポップアップウィンドウが表示されまず。 
また、項目の上でマウスをちクリ、ソクしても表示ずることができまず。 

では 、 Windows Vista/Windows Server 2008環境では表示されません。 


(例）給おち法についてのヘルプを見る場合 



■ [ヘルプ]ボタンをクリックする 

[ ヘルプ]ボタンがあるダイア□グで [ ヘルプ]ボタンをクリ、ソクずると、そのダイア□グに関ず 
る詳細なヘルプが表示されまず。 

詳しい利用ち法じついては、ヘルプの[目次]の「ヘルプの使いかた」を参照してください。 
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製品に関するを意事項 


ここでは、お客様に特に見ていただきたいことや、を意していただきたい項目じついて概要を説 
S 月しまず。詳細は、本文をよくお読みになったうえで本プリンクを正しくお使いください。 


製品寿命（耐用期間）について 

本プリンタの耐用巧間（寿命）は、 liTF のいずれか早いほうです 
.200 万ぺージ印刷 （ A 4 サイズ横送り） 

•5 年 （8 時間/日） 

を)耐用期間は、プリンタの設置環境-使用頻度じより大幅 
じを動します。 

な些「プリンタの基本仕様」 （21 6ページ）参照 



サフライ品（消耗品）について 

ドラムカートリツジやトナーカートリツジ、用紙などは、本 
プリンタま用の鈍正サプライ品をお使いください。 

非を屯正サプライ品をお使いになったことによる、製品のトラ 
ブル、誤動作については当巧は一切責任を負いかねますので 
ご了 7 をください。 

Cm. 「サプライ品一覧」（224ページ）参照 



定期交換部品について 

を期交換部品の交換時期の目をは旗下になります。 


を着器 


約30万ページ印刷 


.走:期交換キット A 約6万枚印刷 
.定期交換キット B 約30万ページ印刷 
•走:期交換キット C 約30万ページ印刷 
上記は、 A 4 サイズ横送り/片面印刷での目安であり、これ lii が 
の印刷の場合、交換時期がずれることがあります。 


Cm 「定期交換部品一覧」に2目ページ）参照 


オンラインマニュアルについて 

オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されている CD-ROM 
に、 PDF ファイルとして収録されています。 

C 参照 「オンラインマニュアルの見かた」 （3 ページ）参照 


プリンタドライバのバージョンを確認する方法… 

本プリンタに関するお問合せをするときじ、お問い合わ 
せの内容じよってプリンタドライバのパージョンを聞か 
れる場合があります。 

プリンタドライバのパージョンをご確認のうえ、お問い 
合わせください。 

公参照『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 
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本マニュアルの表記 


本マニュアルでは、説明ずる内容じより、 W 下の用語を使用していまず。 



本製品を正し < 使っていただくための依頼事項を説日月 
していまず。操作ずる前にをずお読みください。 

圓國 1 圆 1 

漏誦圆 

本製品を使う際に参考にしていただきたい内容を説明 
していまず。必要に応じてお読みください。 

Cpm 

本書内で参照していただきたい参照先を示しまず。 

ジ参照 

本プリンクに添付の CD-ROM rPrintia LASER プリ 
ンタユーティリティ」に収められている 『 XL - 9500才 
ンラインマニュアル』内の参照先を示しまず。 


本文中の略語につい 


各製品を!:: TF のように略記していまず。 


製品名称 

本文中の表記 

Microsoft® Windows Server® 2008 Enterprise 

Windows Server 2008 

Microsoft® Windows Server® 2008 Standard 

Microsoft® Windows Server® 200 3. Enterprise Edition 

Windows Server 2003 

Microsoft® Windows Server® 2003, Standard Edition 

Windows Vista® Ultimate 

Windows Vista 

Windows Vista® Home Premium 

Windows Vista® Home Basic 

Windows Vista® Business 

Windows Vista® Enterprise 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft® Windows® 2000 Server 

Microsoft® Windows NT® Workstation Version 4.0 

Windows NT 4.0 

Microsoft® Windows NT® Server Version 4.0 

Microsoft® Windows® Millennium Edition 

Windows Me 

Microsoft® Windows® 98 

Windows 98 

Microsoft® Windows® 95 

Windows 白己 

Microsoft® Windows® Version 3.1 

Windows 3.1 

Adobe® Reader® 

Adobe Reader 


ミま ： Windows 98/ Me/NT 4.0/2000/ XP / Vis ね / Windows Server 2003/2008 のように併記ず 
る場合がありまず。 
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•警告表示マークについて 

本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加え6れる恐れのある 
危害や損害を未然に防止ずるためじ、々のような表示をしていまず。 




A 警告 

A 注意 



この表示を巧視して誤った取り扱いを 
ずると、人が死 t または重傷を負う巧 
能性が想走される内容を示していま 
ず。 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
ずると、人が損害を負う可能性が想走 
される内容、および物的損害のみが想 
定される内容を示していまず。 


絵記号の例とその意巧 

A 

A で示した記号は、警告、を意をなず事項であることを告げるも 
のでず。記号の中やその胞には、具体的な警告内容を表ず絵（左 
図の場合は感電を意）がおかれていまず。 


〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であるこ 
とを告げるものでず。記号の中やその脑には、具体的な指示内容 
(左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

を 

•で示した記号は、をず従っていただく内容であることを告げる 
ものでず。記号の中やその協には、具体的な指示内容（左図の場 
合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれてい 
まず。 


夕 



















安全上のごを意 


設置および移動に関するごを意 


A 警告 


0 


次の場所には設置しないでください。火災や感電の原因になります。 

-义気のある場所 

-ストーブやヒーター等の発熱器具に近い場所、高ミ品になる場所 
-アルコール、シンナー、ガソリン等の揮発性可燃物や力ーテン等の燃 
えやすい物に近い場所 

-風呂場、シャワー室等の水場、水気のある場巧 
プリンタの上に次のような物を置かないでください。火炎や感電の原因になり 
ます。 

-花瓶、植木鉢、コップ等の水や液体の入った容器 
-クリップ、アクセサリー等の金属物 


を意 


0 


次の場巧には設置しないでください。乂おや感電、怪我の原因になります。 
-湿気■埃-油煙のをい場所 
-通気性の悪い場所 
■ 直射日光のあたる場巧 

-振動の激しい場所や傾いた場所等の不安をな場所 


夕 








A を意 



プリンタの通風口を塞ぐと内部に熱がこもり、火炎の原因になることがありま 
す。プリンタの操作および消耗品の交換、日常の点検など、プリンタを正しく 
使用し性能を維ちするために、下図の設置スぺースを確保してください。 



本プリンタは、オプションや消耗品、用紙がない状態で約 48. 3 kg あります。プ 
リンタを動かす場合は必ず3人な上で持ち運んでください。プリンタを持ち上 
げるときは、給を氏トレイ両端の下部とプリンタち側面にあるくぼみをしっかり 
と持ってくださし、指定場所な外をちって持ち上げることは絶対にしないでく 
ださい。 

落下により怪我の原因になることがありまず。 



プリンタの重さに耐えられるで夫で水平な場所に設置してください。 

本プリンクは本体のみでお 48.3 kg 、 最大で約 160 k 呂（フルオプション、消耗品 
含む）の重さがありまず。 
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A を意 


0 


プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくだ 
さし、。バランスが崩れて倒れたり、落下して怪我の原因になることがあります。 
プリンタを移動する場合は、10度な上傾けないでください。 

転倒などじより怪我の原因じなることがありまず。 


を 


プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントからないてくださ 
い。また、接続ケーブル等も外してください。作業は足元には充分ま意して 
行ってください。 

電源コードが傷つき、义災や感電の原因になったり、本プリンクが倒れたりして 
怪我の原因になることがありまず。 


電源に関するごを意 

A 警告 


(S) 


添付されている電源コードな外は使用しないでください。また、添付の電源 
コードは、他の製品に使用しないでください。 

义災や感電の原因じなりまず。 

電源プラグは、交流 100 V 、12 A な上のコンセントな夕りこは差し込まないでく 
ださい。本プリンタの定格電源は100 V 、12 A です。また、タコ足配線はしな 
いでください。 

义災や感電の原因じなりまず。 

電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。また重い物を置いた 
り、引っぱったり、無理に曲げたりしないでください。 

义おや感電の原因じなりまず。 

延長コードは、定格 （125 V 、15 A ) 未満の物は使用しないでください。特に 
容量不足の延長コードは絶対に使巧しないでください。 

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは 
使用しないでください。 

义災や感電の原因じなりまず。 



電源プラグおよびその周辺に埃が付着しているときは、乾いた布でよく巧いて 
ください。 

そのまま使用ずると义災の原因になりまず。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。 

おががいたりして、义炎や故障の原因になりまず。 
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A 警告 


A 


濡れた手で電源プラグをおき差ししないでくださし、 

感電の原因じなりまず。 



電源プラグから出ているアース線は、必ず次のいずれかに接続してください。 

-電源コンセントのアース線端子 
-銅片等を 650 mm レ: A 上地中に埋めたもの 
-接地工事（第3種）を行っている接地端子 
アース接続は必ず電源プラグを電源に差し込む前に行ってください。またアー 
ス接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源からないてから行ってくださし、。 
アース接続できない場合は「ハードウてア修理相談センター」口36ぺージ）に 
ご連絡ください。 

アース接続しないで使用ずると、万一漏電した場合に义災や感電の原因じなりま 
ず。 



0 


次のような窗巧には絶対に アース 線を接続しないでください。 

-ガス管（引义や爆発のを険があります。） 

-電話ま用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合が 
あり危険です。） 

-水道管や蛇口（配管の途中がプラスチック等になっている場合は、ァー 
スの役目を果たしません。） 


を 


オプション品の取り付け、取り外しを行うときは、必ずプリンタ本体および接 
続されている機器の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからおいた 
後に行ってください。 

感電の原因じなりまず。 

近くで落雷が起きたときは、電源コードをコンセントからないて雷が治まるの 
を待ってください。 

入れたままじしておきまずと、雷じよっては機器を破壊し义災の原因じなりまず。 
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A を意 


0 


プリンタの電源スイツチを入れたままでコンセントから電源プラグをおき差 
ししないでください。 

プラグが変おし、义災の原因になることがありまず。 



電源プラグをコンセントからおくときは、必ず電源プラグをちってないてくだ 
さい。電源コードを引っぱると電源コードのな線が露出したり断線したりし 
て、火災や感電の原因になることがあります。 

1ヶ月に一度はプリンタの電源を切り、次のようなことを点検してくださし、。 

-電源プラグがコンセントにしっかりと差し込まれていますか？ 

-電源プラグに異常な発熱および錯、をおなどはありませんか？ 

-電源プラグやコンセントに埃が付いていませんか？ 

-電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか？ 

-アース線はアース接続端子に取り付けられていますか？ 

なお異常があるときは、「八ードウエア修理ち談センクー」（236ページ）じご連 
絡ください。 


を 


長期間プリンタをほ巧しないときは、を全のため必ず電源プラグをコンセント 
からおいてください。 

そのままじしておくと、劣化により义災や感電の原因じなることがありまず。 

プリンタの清掃、保守および故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、 
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

電源プラグを抜かずに清掃や保守を行うと、义傷や感電の原因になることがあり 
まず。 
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取り极いに関するごを意 


A 警告 


0 


プリンタに水を掛けたり、濡らしたりしないでください。 

义がや感電の原因じなりまず。 

通風口等の開口部から内部に金属類や燃えやすい物などの異物を差し込んだ 
り、落とし込んだりしないでください。 

义災や感電の原因じなりまず。 

カバーをかした状態で電源プラグを差したり、電源スイツチを入れたりしない 
でくださし、。 

义がや感電の原因じなりまず。 

プリンタの近くで可燃性のスプレーなどを使用しないでください。 

义炎や故障の原因じなりまず。 


を 


次のようなときは、直ちに電源を切って電源プラグをコンセントからおいてく 
ださい。 

-発煙や発火、異臭、異常音がするなどの異常が発生したとき 
-異物（金属片、水などの液体）が内部に入ったとき 
■ プリンタを落としたり、カバーなどを破損したとき 

その後「ハードウ卫ア修理相談センター」口 36ぺージ）じご連絡ください。お 
客様自身による修理は危険ですから絶対におやめください。 

そのまま使用ずると、义災や感電の原因になりまず。 



プリンタ、オプション品、サプライ品（ドラムカートリッジ、トナーカート 
リッジなど）を分解したり改造したりしないでください。この マニュアルで 指 
示している窗巧なかのネジやカバーは絶対にかさないでください。 

内部には電圧の高い部分があるため感電の原因になったり、レーザ光漏れにより 
失日月ずる恐れがありまず。 


底 


トナーカートリッジやドラムカートリッジを义中に巧じないでください。 

トナー粉が劇ねて义傷の原因になりまず。使用済みのトナーカートリッジやドラ 
ムカートリッジを処分ずるときは、当社の回収サービスをご利用ください。 
r ： 参照 「使用済みカートリッジの回収サービス」（236ページ）参照 
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A を意 


A 


「高温;’主意」を促すラベルが貼ってある箇所（を着器やその周辺）には絶対に 
触れないでください。 

义傷の原因になることがありまず。 



つまった用紙を取り除くときは次のことをお守りください。 

■ 本書をよくお読みください。 

-ネクタイやネックレス等がプリンタ内部に巻き込まれないように;'主意して 
くださし、。 

-銳利部に触れないようを意してください。 

-プリンタ内部に紙片が残らないようすべて取り除いてくださし、。紙片が残っ 
たままになっていると火なの原因になることがあります。 

-定着器や口ーラー部に用紙が巻き付いているときは、無理に取らないで直ち 
に電源を切り、「ハードウ I ア修理相談センタ ー J 口36ぺージ）にご連絡く 
ださい。 


0 


使巧中のプリンタは布などで覆ったり、包んだりしないでください。 

熱がこもり、义がの原因じなることがありまず。 

プリンタ内部には磁気を帯びたマグネツト類を近づけないでください。 

プリンクが動作状態になる場合があり、怪我の原因じなることがありまず。 
トナーカートリツジやドラムカートリツジを交換する際は、トナーが飛散しな 
いように;'主意してください。 

また、飛散した場合は、トナーが皮膚や衣服に付いたり、トナーを吸引したり 
しないようを意してください。 

換気の悪い部屋で長時間ご使用になる場合や、大量印刷する場合は、巧分な換 
気を行ってください。 



用紙排出部の口ーラーが作動しているときは作動部には触れないでください。 

指をがみ、怪我をずる原因じなることがありまず。 



トナーが目や口に入らないようにを意してくださし、。手に付いた場合は速やか 
じ洗い落としてください。 

万一、目や□に入った場合は、直ちに屋巧と相談してください。 

トナーカートリツジやドラムカートリツジを保管する場合は、小さなお子様が 
トナーを誤って飲むことがないように、ルさなお子様の手の届かないところに 
置いてください。 

万一、お子様がトナーを飲み込んだ場合は、直ちに医師と柜談して < ださい。 
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警告およびを意ラベルの貞ちり付け位置 

本プリンクを安全にお使いいただくためじ、 W 下のような警告ラベルおよびを意ラベルがプリン 
ク内部におってありまず。指示内容をよく読み安全にご利用ください。 



ま意 J 局温部 


が 














































































目次 



はじめに . 1 

マニュアルの種類 . 1 

マニュアルの構成 . 2 

オンラインマニュアルの見かた . 3 

オンラインヘルプの見かた . 5 

製品に関ずるを意事項 . 6 

本マニュアルの表記 . 7 

本文中の略語じついて . 7 

を全上のごを意 . 9 


セツトアップ編 


第1章お使いになる前に . 25 

本機の特長 . 26 

製品の確認（捆包されてし''る製品） . 28 

各部の名称と機能 . 29 

添付ソフトウェア (CD-ROM) じついて . 33 

第2章プリンタ本体の設置 . 35 

設置上のお願い . 36 

プリンタの寸法 . 37 

プリンタの設置か6インス!-ールまで . 38 

捆 d □□の確言お . 38 

本体の取り出し . 39 

固定テープ、保護シートの取リかし . 39 

両面ユニット反転部の取り付け . 40 

オプシヨン品の取 U 付け . 43 

トナーカートリッジとドラムカートリッジの取り付け. .44 

トナーカートリッジを取り付ける . 44 

ドラムカートリツジを取リ付ける . 46 


17 





























目次 


電源のお乂 . 48 

電源コードを接続する . 48 

電源スイ、ソチをオンにする . 50 

プリンタの動作とオペレータパネルの表示のお認 . 50 

漏電ブレーカーについて . 己1 

用紙のセット . 52 

給紙カセットに用紙をセットする . 52 

給紙トレイに用紙をセットする . 54 

設定一覧の巧刷 . 55 

電源の切断 . 56 

ケーブルの接続 . 57 

パラレルケーブルの接続 . 58 

USB ケーブルの接続 . 60 

LAN ケーブルの接続 . 61 

LAN に接続するときのを意事項 . 62 

複数のポートに同時接続するときのミ主意事項 . 63 

第3章オプションの装着 . 65 

オプション品のご紹介 . 66 

お張給紙ユニット . 66 

フイニ、ソシャー . 67 

プリンタ RAM モジュール . 67 

プリンタケーブル . 69 

オプション取り付け上のごを意 . 70 

プリンタ RAM モジュールの取り付けかた . 71 

プリンタ RAM モジュールを取リ付ける . 72 

プリンタ RAM モジュールをチェックする . 74 

プリンタ RAM モジュールを取リかす . 75 

拡張給おユニットの取り付けかた . 76 

拡張給紙ユニ、ソトを取り付ける . 77 

拡張給紙ユニットを取り外す . 80 

フイニ、ソシャーの取り付けかた . 82 

フイニ、ソシャーを取り付ける . 83 

フイニ、ソシャーを取リかす . 92 


18 




































運用編 


目次 


第4章日常の操作 . 97 

印刷手順 . 98 

プリンタの状態確認（ポップアップ） . 100 

巧刷の中止 . 101 

パソコンの画面か6中止する 

(双ち 向 通信機能が有効のとき） . 101 

オペレークパネルか6中止する . 102 

消耗品の交換と使用上のごを意 . 104 

トナーカートリ、ソジの交換 . 104 

トナーカートリ、ソジの取リあいと保管 . 107 

ドラムカートリ、ソジの交換 . 108 

ドラムカートリ、ソジの取リあいと保管 . 114 

トナーエンプティおよびドラム寿命について . 115 

ステープル針を補給ずる . 116 

プリンタの清掃 . 119 

プリンクか部の清掃 . 119 

プリンク内部の清掃 . 119 

パンチ穴のクズを捨てる . 121 

プリンタを長時闇使用しないとき . 124 

プリンタを移動ずるとき . 125 

おくに移動する . 126 

捆包して運搬する . 127 

第5章オペレータパネルの操作 . 129 

オペレータパネル . 130 

液晶ディスプレイの表示内容 . 132 

電源投入時の表示内容 . 132 

オンライン（印刷できる状態）時の表示内容 . 133 

節電時の表示内容 . 135 

トナーカートリッジ交換時の表示内容 . 135 

オペレータパネルからの設定！（メニユ' ー モ' ー ド） . 136 

基本的な操作 . 136 

メニューモードの項目一覧 . 139 


19 


































目次 


オペレータノ ネルで巧える主な設定と操作 

TCP / IP の動作お認 . 

セ丰ユリテイに関する設定 . 

消耗品の管理 . 

第6章用紙について . 

使用できる用紙 . 

給紙ちまと用紙のサイズ . 

普通紙 . 

プレプリント紙、カラー紙 . 

郵便はがき . 

OHP フィルム . 

ラベル紙 . 

使用できない用紙 . 

本プリンタで使用できない用紙 . 

両面印刷で使用できない用紙 . 

給紙カセツトで使用できない用紙 . 

フイニ、ソシャーで使用できない用紙 . 

用紙の保管上のごを意 . 


第7章こんなときには . 

弟氏づまりじなったとき . 

紙づま U のおちな原因 . 

カバー A の奥でつまった用紙を取り除く . 

カバー B の奥でつまった用紙を取り除く . 

カバー C の奥でつまった用紙を取り除く . 

両面 ユニッ トの カバー D の奥で用紙が詰まった場合 
両面 ユニッ ト反転部の カバー E の奥で 

詰まった用紙を取 U 除く場合 . 

給紙トレイで詰まった用紙を取り除く場合 . 

給紙カセット付おでつまった用紙を取り除く . 

フィニ、ソシャー接続部でつまった用紙を取り除く.... 

トップトレイ付おでつまった用紙を取り除く . 

フィニ、ソシャー内部でつまった用紙を取り除く ........ 

故障かなと思ったとき . 

印刷品質が低下したとき . 


8 13 4 7 8890001223334 
4 5 已 5 Lfi 5 已已 6666666666 

1111 CV 1111111111111 


5 6 7 7 0 1 
5 6 6 6 7 7 

^— ^— T — ^— 


〇 4 
9 9 


20 




































目次 


メッセージー覧 . 198 

オペレークパネルのエラーメッセージ . 198 

オペレークパネルの警告メッセージ . 213 

付録 . 215 

プリンタの基本仕様 . 216 

フィニ、ソシャーの基本仕様 . 219 

ィンターフェース仕様 . 220 

オプション品一覧 . 222 

有寿命部品/消耗品/を期を換部品について . 223 

サプライ品一覧 . 224 

定期交換部品一覧 . 225 

用紙関係 . 226 

印刷ち向 . 226 

印刷可能領域 . 234 

アフターサービスについて . 236 

本製品の廃棄について . 238 

索弓 I . 239 


21 




















目次 


ぷ 



セットアップ編 

I- 


第1章お使いじなる前に . 25 

第2章プリンタ本体の設置 . 35 

第3章オプションの装着 . 65 















第 1 章 

お使いになる前に 



この章では、プリンタを使用する前にがってお 
いていただきたいことについて説明します。 


本機の特長 . 26 

製品の確認（捆包されてし''る製品） . 28 

各部の名称と機能 . 29 

添付ソフトウェア (CD-ROM) じついて . 33 






第 1 章お使いになる前に 


の特長 


本機の特長を示しまず。 


1 高速で高品位な印刷 

XL - 9500は最大50ぺージ/分の高违印刷が可能でず。また、1200 dpi の高解像度で EP 刷できまず。 

1 — 3つのポートに対応 

USB 2.0、 パラレル、 LAN の3つのポートを標準装備しており、各ポートの同時接続じよる運用 
が可能でず。 

3 高性能なプリンタドライバとネットワークソフトウェア 

-プリンタドライバの設走じより、 N - UP 印刷や化大縮小印刷など、さまざまな印刷が可能でず。 
- Printianavi 機能を利用ずることにより、プリンタの状態表示、印刷中止、 Ep 刷完了通巧などが 
パソコンで行えるようになりまず。 

. ネットワークソフトウェアじより、 LAN やインターネット環境への対応や複数のプリンクの管 
理を実現しまず。 

《参照 詳細は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

4 さまざまな用紙サイズに対応 

をおでは、最大 A 3 サイズの用紙への印刷が可能でず。また、はがき、ユーザ走義サイズといっ 
たさまざまな種類の用紙への印刷も可能でず。 

5 便利な機能 

-給紙カセットごとに、自動給紙の指を（有タカ/おタカ）が可能でず。（走おサイブ印刷時のみ） 

-給紙カセットからのユーザを義サイズの用紙への EP 刷が可能でず。 

6 優れた拡張性 

次のオプションを用意しており、使用環境に合わせて機能を化張ずることができまず。 

- 2種類の化張給おユニットを選べまず。プリンタ本体と合わせて最大3.500枚の用紙をセット 
ずることができまず。（化張給紙ユニット - B 使用時） 

-フィニ、ソシャーを取り付けることにより、最大 3.800 枚の扫趾容量パンチ処理およびステー 
プル処理ができまず。 

7 各種ューティリティを添付 

プリンクの状態監視、複数文書のまとめ印刷、帳票作成、バーコード EP 刷などを簡単に行えるを 
種ユーティリティソフトウェアを添付していまず。 

《詳細は添付の CD - ROM を参照してください。 
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本磯の特長 


セキュリティ機能の充実 

ネットワーク経由でプリンクを使用ずる場合、指走した IP アドレスのホストのみにプリンクへの 
アクセスを許巧したり、管理者 W クトのユーザがプリンタの設をを勝手に変更したりできないよう 
にずるなどセキュリティ面でも優れた機能を持っていまず。 


CIDR (サイダー)のサポート 

IP ァドレス空圍をタカ率的に利用できる CIDR 巧術に対応していまず。 


セットアップ編 
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第 1 章お使いになる前に 


製品の確認（捆包されている製品) 


本プリンタは、添付品とともに捆包がで保護し、捆包してありまず。捆包箱から取り化して、製 
品が揃っていることをお認してください。万一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元じご 
連絡 < ださい。 

※プリンクは、をず 3 人 W 上で持ち運んで<ださい。 



圏圖國 

本プリンタには、パソコンとのを続ケーブル（パラレルケーブル 、 USB 
ケーブル）は添付されていません。 

別売ケーブルをお使いください。 

0 »m 「プリンタケーブル」 （69 ページ）参照 


广乃 1細ド! -\ 

移転など、プリンタを運搬ずる可能性がある場合は、捆包箱を保管して 
おくと便利でず。 

\_ y 
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各部のを称と機能 


各部の名称と機能 


本製品の主要を部のを称と機能について説 S 月しまず。 

•前面 



② 


① 

カバ ー A 

つまった用紙を取り除くときに開けまず。 

② 

カバ ー B 


③ 

カバ ー D 


④ 

カバ ー E 


⑥ 

フ□ントカバー 

トナーカートリッジやドラムカートリッジをを懊ずるとき 
じ開けまず。 

⑥ 

給おトレイ 

はがき〜 A 3 までの用紙をセットできまず。使用ずる隐には 
開けて < ださい。 

⑦ 

オペレークパネル 

操作に必要なスイ、ソチ、表示ランプ、およびあ晶ディスプ 
レイがありまず。 



Cm 「第5章オペレータパネルの操作」 (129 ページ） 
参照 

⑧ 

電源スイッチ 

電源を入/切しまず。 

⑨ 

給紙カセット 1 

A 5 〜 A 3 までの普适おを己己〇枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合） 

セットできまず。 

⑩ 

給紙カセット2 

A 己〜 A 3 までの用紙を550枚 （64 呂 / m 2 用紙 D 場合）セット 
できまず。厚紙、ラベル紙 OHP フィルムにも対応してしほ 
ず。 

⑩ 

補助ガイド 

A 3 や B 4 などの用紙を排化ずるときに使用しまず。上に 
引き上げると使用できまず。 

⑩ 

両面ユニット 

両面 EP 刷を行うユニットでず。 

⑩ 

両面ユニット反転部 

両面印刷を巧うユニットでず。オプションのフィニ、ソ 
シャーを取り付けたときはフェイスダウントレイにもなり 
まず。 


通風 □ 

プリンタ内部の過熱を防ぐため、熱が放化されまず。通風 
□をふさがないでください。 


セ 

ヴ 

卜 

ア 

ヴ 

プ 

編 
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第 1 章お使いになる前に 


♦背面 



① 

通風 □ 

プリンタ内部の過熱を防ぐため、熱が放化されまず。通風 
□をふさがないでください。 

② 

リアカバー 

プリンタ RAM モジュールを取りがけるときに開けまず。 

③ 

コネクタカバー 

インクーフェースケーブルを接続ずるときに開けまず。 

④ 

パラレルケーブルコネクタ 

プリンタとパソコンをパラレルインターフェースで接続ず 
るためのコネクタでず。 

© 

LAN ケープルコネクタ 

プリンタとパソコンを LAN 経由で接続ずるためのコネクタ 
でず。 

⑥ 

USB ケープルコネクタ 

プリンクとパソコンを USB インクーフェースで接続ずるた 
めのコネクタでず。 

⑩ 

電源コードコネクク 

電源コードを差し込むコネクタでず。 

⑧ 

オプション用電源コード 
コネクク 

フィニ、ソシヤーの電源コードを差し込むコネクタでず。 

⑨ 

リセ、ソトボタン 

漏電を検巧ずると、自動的に解除されて電源を切りまず。 
通常は操作しません。 

⑩ 

排紙トレイ 

( フェイスダウントレイ） 

印刷された用紙が、おもて面を下にして排化されまず。 

⑩ 

コネククカバー 

オプション用のコネククカバーでず。オプションを接続ず 
るときに開けまず。 
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各部のを称と機能 


① 

走着器 

用紙にトナーを走着させるユニットでず。プリンタ使用時 
や使用直後は、高温になっているので手を触れないように 
を意してください。 

② 

トナーカートリッジ 

トナーが入っています。 

③ 

ドラムカートリッジ 

感光ドラム、現像部などで構成されるユニットでず。 


セットアップ編 



R. 

立口 
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第 1 章お使いになる前に 


•オプション接続時 


③ ⑥⑥ ⑨ 




① 

化張給おユニット 

オプションの化張給おユニットでず。 

化張給おユニット -A (左)、化張給おユニット -B (ち） 

③ 

フイニ、ソシ ヤー 

オプションのフィニ、ソシャーでず。大容量排紙、パンチ、 

ステープルを行うときじあ要でず。 

③ 

フィニ、ソシャー接続部 

の 

カバ ー C 

つまった用紙を取り除くときに開けまず。 

货 

カバ ー F 

⑥ 

カバ ー G 

つまった用紙を取り除くとき、ステープル針の補給やパン 
チ穴のクブを捨てるときに開けまず。 

⑩ 

カバ ー H 

つまった用紙を取り除くときに開けまず。 

⑧ 

トップトレイ 

EP 刷された用紙が、おもて面を下にして排化されまず。才 
プションのフィニ、ソシャーを装着したときに、使用できま 
ず。 

⑨ 

スクツカ h レイ 

EP 刷された用紙が、おもて面を下にして排化されまず。才 
プションのフィニ、ソシャーを装着したときに、使用できま 
ず。パンチやステープルを行ったときは、ここに排化され 
まず。 

⑩ 

給紙カセット3 

オプションの化張給紙ユニットを装着したときに使用でき 
まず。 64 g / m 2 用紙の場合の積載可能枚数は次のようにな 
りまず。 

-お張給おユニット -A :巳已〇枚 （ A 3 〜 A 巳サイズ） 

-お張給おユニット -B :1,000枚 （ A 4、 B 5、 レク ー) 

⑩ 

給紙カセット4 

オプションの化張給おユニットを装着したときに使用でき 
まず。 64 g / m 2 用紙の場合の積載可能枚数は次のようにな 
りまず。 

-化張給おユニット -A :已50枚 （ A 3 〜 A 己サイズ） 

-化張給おユニット -B :1,300枚 （ A 4、 B 5、 レター） 

⑩ 

延長トレイ 

A 3、 B 4 サイズを排紙ずるときじ引き化しまず。 
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添がソフトウェア （ CD - ROM ) について 


添付ソフトウェア ( CD - ROM ) について 


添付 CD - ROM「Printia LASER プリンクユーティリティ」じは、パソコンから印刷ずるためじ 
み要なプリンタドライバやネットワークで使用ずるためにを要なソフトウェア、プリンタをより 
快適に使用ずるために便利な各種のソフトウェアが収録されていまず。 

これらのソフトウェアは、 Printianavi インストーラからインストールできまず。 Printianavi イ 
ンストーラは、添付 CD - ROM「Printia LASER プリンクユーティリティ」を、パソコンの CD - 
ROM ドライブにセットずると自動的に起動しまず。 

广乃 I ィ1 K 1 - N 

. Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプ□-ラ 
で CD - ROM の内容を表示し、一番上の階層じある 「 xlsetup . exe 」 をダ 
ブルクリックしてください。 

. CD - ROM に収録されているソフトウェアの詳細は、『オンライン マニ ュ 
アル』「ソフトウェア編」、および CD - ROM ドライブ直下じある 
「 Reaclme . txt 」 を参照してください。 

\_ J 


セットアップ編 
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第 1 章お使いになる前に 
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第 2 章プリンク本体の設置 


設置上のお願い 


安全じげ適にプリンタをご利用いただくためじ、安全上のごを意とともに、 W 下の点にを意して 
設置してください。 

-いつもをい状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりでず。 

温度：10〜32で 湿度：15〜 85 %RH 

温度28で W 上のときは湿度8096 RH W 下、湿度が 80% RH 前後のときは温度28で W 下でご 
使用ください。（ただし、結露しないこと。） 

をえきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械の内部に水滴が付着し部分的に印刷で 
きない場合がありまず。室温じなじませてか6使用してください。 

-サーバ接続などじよりプリンクの夜聞運用やお人運用をずる場合は、不慮の事故に巧ずる安全 
性を高めるあ要から、適切な防災対策 （ 耐震対策、煙感巧機、温度センサーなど）が施された 
場所に設置してください。 

また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機していることもあ要でず。 

•プリンクを前後左ちに5度 W 上傾けないで<ださい。 

トナーがこぼれるなど故障の原因となりまず。 

-プリンクは凹凸のない、平らな場所に設置してください。 

斜行等じより EP 字ズレが大きくなったり、故障の原因となったりしまず。 

-ラジオの雑音、テレビやディスプレイ （ CRT ) のチラツキやゆがみなど電波や磁気による障害 
が発生し、原因が本プリンクであると考え6れる場合は、本製品の電源を切って障害がな<な 
るかどうかお認して<ださい。電源を切ると電液や磁気じよる障害がなくなるようであれば、 
次のちまを組み合わせて障害を防止して<ださい。 

-プリンクとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の距離を離してみる。 

-プリンクとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の位置や向きを変えてみる。 

-プリンクとラジオ、テレビ、ディスプレイ （ CRT ) の電源を別系統のものに変えてみる。 

-受信アンテナやアンテナ綜の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は電気店じご柜 
談ください。） 

-ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 

-化学薬品やミ由分を使用または保管している環境では、本プリンクを使用しないでください。故 
障の原因となりまず。 

-プリンクや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないで<ださい。 

電源コードが傷つき、感電•义が-故障の原因になりまず。 


園■圆 


一超音波加湿器をご使用のお客様へ一 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりますと、 
水中の不純物が大気中に放出され、プリンタの内部に付着して画像不 
良の原因となります。ご使用の際には、純水など不純物を含まない水 
のご使用をお勧めします。 

-拡張給紙ユニット - A または B をご使用のお客様へ一 
お張給紙ユニット - A または B をご巧用になる場合は、巧上に設置して 
ください。卓上での設置は転倒するおそれがありますので絶対におや 
め〈ださい。 


36 








プリンタの寸法 


< 540 mm 

970.7 mm 


1649. 2 m _ 

_680 mm __ 一 639 mm 



ンタの寸法 


装置の寸法を示しまず。設置のときに参考じしてください。 






520 mm 


A 注意 

义炎 

プリンクの背面と側面には通風□がありまず。プリンタ 
は壁か6十分離して設置して < ださい。 


に参照 

「安全上のごを意」 （9 ページ）参照 


けが 

設置ずる台は、プリンタの足全体が十分に載る大きさの 
ものを準備してください。 


丽 


而 


EE 9 淳 


8/'々02 



丽 


惨 

間 


巨巨一送 
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第 2 章プリンク本体の設置 


プリンタの設置からインストールまで 


プリンクの設置から印刷ずるためにを要な設走までの流れを説明しまず。 

プリンタの接続-運用お態じよつて手順が異なりまず。次の図を参照し、を要な設走を行って< 
ださい。 


I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 


プリンタ本体の設置 

ごも巧 「第2章プリンク本体の設置」 
(35 ページ）参照 


プリンタサ6印刷げ行えるように.プリンタ本体 
の設置サ用紙のセツトを巧います。 


オプションの取り付け 

厂若„「第3章オプションの装着」 
(65 ページ）参照 

参 あ張給紙ユニット 
• プリンタ RAM モジュール J __, 

参 フイニツシヤ ー 



グ 



ケー フ J レの} 妄続 广爱觸 「ケープルの接続」巧7ページ）参照 

お使いの®続,運庙お態にあわせてケーブルを接続します。 


I 

I 





パラレルケーブル 


LAN ケーフルコネクタ 


J 



ソフトウエアのインストール 《>参,嗎『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

忽 


お使いの接続、運用形態じあわせて必要 
なソフトウェアをインストールします。 


《添付の rPrintia LASER プリンタユーテイリテイ」 
CD - ROM をパソコンじセットしてください。 



I 

I 

J 


捆包品の確認 


製品がずベて揃っていることを巧認してください。 

捆包されている製品は、「製品のお認（捆包されている製品)」 （28 ページ）に記載してありまず。 
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本体の取り化し 


捆包箱を開け、緩衝材や同巧品を取り出す 


個包箱の両脇にある止め具（白い部品）を外し、ネ困包箱の上側を外す 


ビニールを 外し、プリンタのちちの取っ手部を持ち、水平に保ちながら取り 
出す 




水平でしっかりした机などの上に静かに置〈 


固定テープ、保護シートの取り外 


プリンク各部におられている固走テープおよび保護シートを取り外し、給おカセツト内部の緩衝 
材を取り除きまず。 


本体の取り出し 


〇目6 




セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


_両面ュニット反転部の取り付け 


両面 ユニットは、 化荷時に取り付けられていまず。ここでは、両面 ユニット 反転部の取り付けを 
行いまず。 


〇 

© 


© 


両面ュニット反転部を個包箱から取り出す 


給紙トレイを開く 


カバー A の右側上部にあるレバー 
を押し上げて、ロックを解除する 




〇 カバ - A を開〈 


國圖國 

プリンタ内部の部品には、手を触れないでく 
ださい。 
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プリンタの上部カバーの左側の裏 
にあるツメを手前に引き①、上部 
カバーを上げ②、左側にずらしな 
がら外す③ 


广乃 1ィ1 - N 

取り外した上部カバーは、大切に保管し 
て < ださい。 

V _ J 


両面ユニット反転部底面の、図の 
位置にあるテープを外す 


な 手順 0 でテープを外した箇所の 
内部にある緩衝材を取り外す 
























第 2 章プリンク本体の設置 


両面ュニット反転部の両側を図の 
ように持つ 



〇 両面ユニツト反転部ち側の下部に 
ある挿入部を、プリンタ側の図の 
位置に、すべらせるように挿入し 
ながら、両面ユニツト反転部を 
セツトする 



© 両面ユニット反転部をカチッと音 
がするまでしっかり巧し込む 



© 


両面ュニット反転部左側に巻かれ 
ているテープを、図のように外す 


© 


カバ ー A を閉じる 


國圖國 

両面印刷を巧う際は、両面ユニット巧のファ 
ンが稼動するため、通風口をふさがないよう 
に給紙トレイを開けた状態でご使用くださ 
し、。 
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オプション品の取り付け 




各オプション品の取りがけは、第3章の目的の項目を参照してください。 
广参觸 「化張給おユニットの取り付けかた」の6ページ）参照 

r ： 参照 「フィニ、ソシャーの取り付けかた」 （82 ページ）参照 

Cm 「プリンタ RAM モジュールの取り付けかた」の1ページ）参照 


セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


トナーカートリツジとドラムカートリツジの取り付け 


ドラムカートリツジまたはトナーカートリツジを取り扱う場合は、次の点にを意してください。 


A 壁化 故障 ドラムカートリツジまたはトナーカートリツジを、絕 
一一 I 巧に义中に投じないでください。粉じん爆発じより、や 

けどのおそれがありまず。 


画圖國 


-直射日光や強い光 I こ当てないでください。 

-ドラムカートリツジまたはトナーカートリツジの取りせけ作業は、強 
い光の当たる場所を避け、できるだけ5分な巧に終了してくださし、。 

-ドラム表面には手を触れないでください。また、ドラムカートリツジ 
を立てたり、裏返して置いたりしないでください。ドラムを傷つける 
ことがあります。 

-ドラムシヤツターは、中の感光体（ドラム） I こ光が当たらないように 
保護しています。ドラムシヤツターをむやみに開けないでくださし、。 

-トナーは人体に無害ですが、手や巧服についたときにはすぐに洗い流 
してください。 

-トナーカートリツジは、開封後、1年な巧で使い切ることをおおめし 
ます。 


トナーカートリッジを取り付ける 


〇 給紙トレイを開く 

















トナーカートリツジとドラムカートリツジの取り付け 


© 


カバー A のち側上部にあるレバー 
を巧し上げて、ロックを解除し、力 
バ ー A を開く 


園圃圆 


プリンタ内部の部品には、手を触れないでく 
ださい。 


^ク フロントカバーの左ちに手を掛 
け、フロントカバーを開〈 


トナーカートリツジをネ困包箱から 
取り出し、図のように7〜8回振 
る 


© 


トナーカートリツジの取っ手を持 
ち、プリンタ内部の溝に挿入する 


圈圈國 

プリンタ巧部の部品じは、手を触れないで 
ください。 

トナーカートリツジが確実にセツトされて 
いることを確認してください。 
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第 2 章プリンク本体の設置 


% ドラムカートリッジを取り付ける 


〇 


ドラムカートリツジを捆包箱から 
取り出す 


© 


ドラムカートリツジを平らな場所 
に置き、保護紙に付いているテー 
プを持って、図のように保護紙を 
静かに引きな〈 


國圖國 

保護紙を引き抜くときは、水平にまっすぐ 
引きおいてください。斜めに引〈と、途中 
で紙が切れてしまうことがあります。 

保護紙を引きおいたあとは、ドラムカート 
リッジを振ったり、ドラムカートリッジに 
衝撃を与えたりしないでください。 


© 


ドラムカートリッジの取っ手を 
持って、プリンタ内部の溝におっ 
て、奥に突き当たるまで差し込む 


國圖國 

プリンタ内部の部品には、手を触れないで 
ください。 

「カチッ J と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 
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トナーカートリツジとドラムカートリツジの取り付け 


ドラムのテープを水平に静かに引 
き巧く 


圃圃國 


テープを引き巧くときは、水平にまっすぐ引 
きほいてくださし、。斜めに引〈と、途中で 
テープが切れてしまうことがあります。 
テープの全長は約 67 cm あります。 


© 


ドラムカートリツジを再度押し込 


© カバ - A をしっかり閉じる 
な フロントカバーをしっかり閉じる 


巧■イ1 - 

フ□ント カバー や カバー A が少しでち 開 
いていると、メッセージが表示され、プ 
リンタが作動しません。 





を 



セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


電源の投入 


電源コードを接続し、プリンタの電源が入るかどうかお認しまず。 


，>電 漏コードを接続する 


次の手順で、電源コードを接続しまず。 

本プリンタの電圧走格値は、 AC 100 V でず。 

上記のを格は、プリンクの後部じある製造銘板に表示してありまず。使用ずるコンセントの電圧 
が、プリンタの走格電圧と一致ずるか巧認して< ださい。 


A 警告 


感電電源コードを接続ずるときは、をず電源スイッチを才 
フ（「ろ」側）にしてください。電源を切らずじ接続ず 
ると、感電の原因になりまず。 

义災電源コードのアース綜はあず専用のアース端子に接続 
してくだちい。 

感電危険でずので次の箇所にアース綜を接続しないで<だ 
さい。 

-ガス管（义がや爆発の危険がありまず。） 

-電話専用アース綜' 避雷針（落雷時に大量の電流が流 
れる場合があり危険でず。） 

-水道管や蛇 □ (配管の途中がプラスチックになつてい 
る場合はアースの役目を果たしません。） 

感電プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタを載 
せないでください。電源コードが傷つき、感電•义災 • 
故障の原因になりまず。 
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電源の投入 


© 


電源コードをプリンタ背面にある 
電源コードコネクタに差し込む 


© 


固定金具を電源コード'コネクタに 
かぶせるようにセットし（①）、コ 
ネクタ下の切れ込み部分に差し込 
むように押し下げる（②） 

固定金具の上部を付属のネジで固 
定する（③） 


電源コードのもう一ちを電源コン 
セントに差し込む 


圏圈國 

アース 接続は必ず 行って ください。 

アース接続を行ってから、電源プラグを電 
源コンセントに差し込んでください。 


0 セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


h 電源スイツチをオンにする 

電源スイッチを「 I 」側に倒して電源を入れる 



% プリンタの動作とオペレータパネルの表示の確認 


電源を入れると、オペレークパネルの「オンライン」「エラー」「節電」の各ランプが点なし、巧 
晶ディスプレイの表示が次のように切り替わりまず。 


X L-XXXX 


V e r XX . XX 

Y Y YM 巨 




ファームロート''チュウ 

XXXXXXXXXXXX 


ファームウェアのバージヨン、 
メモリの総容量を示しまず。 


ファーム□ー ド中を示しまず。 
下段に MAC アドレスを表示しまず。 


初期化動作およびファーム□ー ド 
動作に45砂程度かかりまずので、 
そのままお待ち < ださい。 


オンライン 


※カセットがホ装着の場合、下段に「カセットカクニン」と表示されまず。 

厂：参照 オペレークパネルが上記の表示じな6ないときは、 

「オペレークパネルのエラーメッセージ」 （198 ページ）参照 
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電源の投入 


漏電ブレーカーについて 


本プリンタには漏電ブレーカーが付いていま 
ず。 

漏電が起こったときに、電気回路を自動的に遮 
断して、漏電や义がなどの事故を防ぐためのも 
のでず。 

リセットボクンは通常、ち図のように押し込ま 
れた状態にしておきまず。本プリンクを長期聞 
使わないときや移動ずる場合は、ボールペンな 
どの先の尖ったちのでテストボクンを藍<押し 
て、押し込まれていたリセットボタンを解除し 
てください。 

1ヶ月に1度は漏電ブレーカーが正常に働くどうかをお認してください。また、アースを必ず接 
続してください。アースを接続していないと漏電ブレーカーが働かなくなり、感電の原因となる 
おそれがありまず。 

漏電ブレーカーじ異常などがある場合は、「八ードウエア修理巧談センクー」 （236 ページ）へご 
連絡 < ださい。 



- 詞别订 


-リセットボタンは、漏電を検巧ずると自動的に電源を切りまず。通常は 
操作しないでください。 

. 押し込まれていたリセットボクンを解除ずるときは、電源スイ、ソチが切 
れていることをお認してください。 


セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


用紙のセツ 


ここでは、給紙カセ、ソトや給紙トレイに用紙をセツトずる手順について説明しまず。 


广乃1 が 1 M ->1 

異なるサイズの用紙を、同時に1つの給紙カセツトにセツトずることは 
できません。 

\ J 


% 給紙カセツトに用紙をセツトする 


ここでは、給紙カセツトに用紙をセツトずる手順じついて説明しまず。 


厂乃1 が 1ド! -^ 

お張給おユニット -A (オプション）に用紙をセットずる場合も給お力 
セットと同じ手順でセ、ソトできまず。 

\_ J 



© 


縦ガイドクリップを指でつまみ、 
用紙サイズに合わせる① 

ち側の横ガイドクリップを指でつ 
まみ、用紙サイズに合わせる② 



52 






























用紙のセット 


© 


紙の四隅をそろえ、印刷したい面 
を上にしてセツトする 


園圃圆 


反り、しわ、おり目の入った用紙は使用し 
ないで〈ださい。 

最大積載可能枚数または用紙上限線を超え 
る枚数の用紙は、セットしないで〈ださし、。 
ガイドは、用紙に正しく合わせて〈ださし、。 
ガイドの位置がずれていると、用紙が正常 
に搬送されず、紙づまりの原因になったり、 
印刷位置がずれたりすることがあります。 
また、定着の温度制御が正し〈行われず、 
装置の故障の原因になります。 



•詞音!订 


給おカセットに収容できる枚数は、約 
已已〇枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合）でず。 


セットした用紙に合わせて、 
ルを貼る 


ラべ 


© 


プリンタの奥にちき当たるまで、 
給紙カセツトをしっかりと押し込 
む 


圃團圆 


給紙カセットは奥に突き当たるまで押し込 
んで〈ださい。突き当たるまで押し込んで 
いないと、カセットなしや、紙づまりの原因 
となります。 



セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


% 給紙トレイに用紙をセツトする 


ここでは、給紙トレイに用紙をセットずる手順について説 S 月しまず。 


〇 給紙トレイを開く① 

長い用紙をセツトするときは、延 
長トレイを引き出す② 


© 


用紙の四隅をそろえ、印刷する面 
を下にし、差し込み口に軽く突き 
当たるまで入れる 


國圖國 

反り、しわ、折り目の入った用东氏は使用し 
ないでください。 

最大積載可能枚数または用紙上限線を超え 
る枚数の用紙は、セットしないでくださし、。 
ガイドは、用紙に正しく合わせてくださし、。 
ガイドの位置がずれていると、用紙が正常 
に搬送されず、紙づまりの原因になったり、 
巧刷位置がずれたりすることがあります。 
また、定着の温度制御が正しく巧われず、 
装置の故障の原因になります。 

はがきなどの厚い紙に印刷する場合で、 
用紙が装置に送れないときは、用#氏全体を 
ち図のように力ールさせてからセットして 
ください。ただし、用紙を曲げすぎたり、 
巧り目を付けてしまうと紙づまりの原因に 
なります。 
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設定一覧の印刷 


次の操作で設定の一覧を巧刷し、プリンクが正しく動作ずることを確認しまず。 

〇 印刷可能状態であることを確認する 

次のいずれかの状態であることをお認しまず。 

-オペレークパネルの「オンライン」ランプが点なし、あ晶ディスプレイじ「オンライ 
ン」と表示されている 

. オペレークパネルに「オフライン」と表示されている 
-オペレークパネルに「セツデン」と表示されている 


© 


「メニユー J スイッチを巧し、メ 
ニューモートにする 


i 「メニュー」 


© 


「▼」スイッチを押す 


「設定」スイッチを押す 

設定の一覧の EP 刷が開始されまず。 


「▼」 


i 「設定」 
印刷開始 


© 


印刷状態を確認する 


r ： 参照 正常に印刷されないときは，「第7章こ 
んなときには」(165ページ）参照 


印刷終了 


システム 

インサツ 


►•セツテイ 

ノインサツ 

▲ 


「メニュー」スイッチを押して、印 
刷可能状態に戻す 


i 「メニュー」を押ず 


オンライン 


システム インサツ 


►セッテイノインサツ 

▲ 


メニュー 



►システム 

インサツ 

▼ 


設定一覧の印刷 


セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


電源の切断 


電源を切るときは、電源スイッチをオフ（「ろ」側）に倒しまず。 



電源が切断されると、オペレータパネルのずべてのランプおよびあ晶ディスプレイが消好しまず。 



W 上でプリンク本体の設置は完了でず。目的に合わせて次の設をに進んで<ださい。 

ご蹇祗 パソコンとパラレルケーブルで接続ずるには 

「パラレルケーブルの接続」巧8ページ）参照 

r ： 参照 パソコンと USB ケーブルで接続ずるには 

「 USB ケーブルの接続」 （60 ページ）参照 

r ： 参照 LAN ケーブルで接続ずるには 

「 LAN ケーブルの接続」 （61 ページ）参照 
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ケーブルの接続 


ケーブルの接続 


お使いの環境、運用お態にあわせ、プリンタじケーブルを接続しまず。 


广乃师ド! - N 

-接続ち法は、お使いの環境、運用お態に合わせて W 下を目安に違択して 
ください。 

-パラレルケーブル /USB ケーブルで接続 

1台のパソコンからのみ印刷ずる場合や、プリンタ用に IP アドレスを 
使いたくない場合に選択しまず。 

よりをく印刷したい場合は、 USB ケーブルじよる接続をおずずめしま 
ず。 

- LAN ケーブルで接続 

プリンタの設置場所を自由に動かしたい場合や、インクーネットを利 
用して印刷ずる場合に違択しまず。 

LAN ケーブルを利用ずるとデータの転を违度が高をになりまず。 

-サーバ経由で印刷ずると、クライアント側の設走/管理が比較的容易に 
なりまず。また、大規模なネットワークじ適していまず。 

-本プリンタは、パラレル/ USB / LAN のケーブルを同時に接続ず 
ることができまず。 

r 参照「複数のポートに同時接続ずるときのを意事項」 (63 ページ）参照 

\ _ ) 


セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


パラレルケーブルの接続 


IEEE 1284 準拠のパラレルインターフエースにパソコンを接続ずるときの注意事項と手順につい 
て説明しまず。 


■環境 

-パソコン 

双ち向パラレルインターフェースをサポートずる PC/AT 互披機 
• 0 S 

Windows 98/ Me / NT 4.0/2000/ XP/Vis ね/ Windows Server 2003/2008日本語版 


A 警告 

感電パラレルケーブルを接続ずるときは、をず本プリンタ 
とパソコンの電源を切ってください。電源を切らずじ 
接続ずると、感電の原因じなりまず。 




A ミ主意 

故障ケーブルの接続は本書をよ < 読み、接続に聞達いがな 
いようにしてください。誤った接続状態で使用ずると、 
プリンタおよびパソコンが故障ずる原因になることが 
あります。 



画國國 


パソコンとプリンタの接続に使用するパラレルケーブルは、1.日 m お下 
のシールドケーブルをお使いください。 

V _ J 


广 乃' I ィ ■ - N 

本プリンタには、パラレルケーブルは添付されていません。別売ケーブ 
ルをお使いください。 

r ： 参照 「プリンタケーブル」 （69 ページ）参照 

\ _ ) 

〇 電源スイッチを 「ろ」 側に倒し、プリンタの電源を切断する 

パソコンの電源も切断してください。 
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パラレルケーブルの接続 


© 


パラレルケーブルをプリンタ背面 
にあるパラレルケーブルコネクタ 
に差し込み、両側のワイヤクリッ 
プで固定する 

パソコン側の接続は、パソコンの取扱説 
日月書を参照して < ださい。 


© 


電源スイツチを「 I 」側に倒し、プ 
リンタの電源を入れる 

〇 パソコンの電源を入れ、 Windows を 
起動する 

この後は、『オンラインマニュアル』「ソフトウエ 
ア編」で、パラレル接続時のプリンクドライバ 
のインストールち法の説明を参照してくださ 
し、 



セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


USB ケーブルの接続 


USB インターフェースじパソコンを接続ずるときの注意事項と手順について説明しまず。 

■環境 

-パソコン 

USB インターフェースを内蔵ずる PC / AT 互換機 
• 0 S 


Windows 98/ Me / 2000 / XP / Vis ね / Windows Server 2003/2008 日本語版 


國圖國 

- Windows 3.1/95 から Windows 98 /Me へアップグレードインストール 
した環境での動作は保証できません。 

- Windows 95/ NT 4.0 では動作しません。 

-パソコンとプリンタの接続に使用する USB ケーブルは、 5 m な下のシー 
ル ドケーブルをお使い〈ださい。 

-印刷中に USB ケーブルを巧き差ししないでください。 

- USB ハブを使用する場合は、パソコンと直 f 妾接結された USB ハブに接 
続してください。 

-本プリンタと接続した USB ケーブルのもう一方は、パソコン本体の 
USB コネクタ、またはセルフパワータイプの USB ハブ（電源コードや 
AC アダプタにより電源が供給されるタイプのハブ）のコネクタに接 
続してください。上記な外の USB コネクタに接続すると、正常に動作 
しない場合があります。 

- USB 2.0 に準拠した USB ケーブルを用意してください。 


广巧 1 が 1ド! - N 

- USB 2.0 でお使いじなるにはパソコンが USB 2.0 に対応しているを要が 
あります。 

. USB ケーブルは本製品には添付されていません。お使いのパソコンに合 
わせて、別途購入してください。 
r ： 参照「プリンクケーブル」 (69 ページ）参照 

V _ J 


〇 


USB ケーブルをプリンタ背面にあ 
る USB ケーブルコネクタに差し込 
む 


© パソコンに USB ケ-ブルを齡売す 
る 


パソコン側の接続は、パソコンの取扱説明書を 
参照してください。 

この後は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェ 
ア編」で、 USB 接続時のプリンクドライバのイ 
ンストール方法の説明を参照してください。 
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LAN ケーブルの接続 


LAN ケーブルの接続 


プリンタをネットワークに接続ずる手順について説 S 月しまず。 

プリンクをネットワーク経由で接続ずるときは、八ブュニ、ソト聞をツイストペアケーブルで接続 
しまず。 

100 BASE - TX 対応の八ブュニ、ソトじ接続して100 Mbps でご使用になる場合じは、をずカテゴ 
リー己またはエン八ンスドカテゴリー己のツイストペアケーブルをご使用ください。 

また、々ページの 「 LAN に接続ずるときのを意事項」もあわせてお読みください。 


〇 

© 


プリンタの電源の切断（電源スイッチが「&」側）を確認する 


プリンタ背面にある LAN ヶーブル 
コネクタに LAN ヶーブルを接続し、 
電源を入れる 

この後は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェ 
ア編」で、ネットワーク接続時の設走ち法の説 
明を参照してください。 


-詞杳 I 订 


LAN ケーブルで接続した場合は、プリン 
夕じ I P アドレスを設定ずるあ要がありま 
ず。 

IP アドレスは、添付の CD - ROM に収め 
6れたソフトウェアから設を可能でず 
が、オペレークパネルか6プリンタ本体 
で直接設をずることもできまず。 
r ： 参照 オペレークパネルで IP アドレス 
を設走ずる方法は、 「 IP アドレス 
の設走」 （149 ページ）参照 



セットアップ編 
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第 2 章プリンク本体の設置 


% LAN に接続するときのを意事項 


LAN ケーブルを八ブユニ、ソトに接続した場合に、八ブユニ、ソト側のリンクランプが点なせず、 
ネットワークのサーバなどじ接続できないときがありまず。このときは、プリンタと八ブユニ、ソ 
卜双ちの Ethernet クイプを同じ規格に設をしてください。 

本プリンクの Ethernet クイプは、「自動 」 「lOOMbps Full 」[100 Mbps Half 」 「1 0 Mbps 」 の 
中から違ぶことができまず。プリンタの Ethernet タイプは、メニューモードの[初期設定]一 
[ LAN 設定]じある 「 Ethernet クイプ」で変更しまず。本製品の「1 0 Mbps 」 は、 「 Half 」 でず。 


/ T ： 参照 メニューモードについては、 

「オペレークパネルからの設走（メニューモード）」 （136 ページ）参照 


八ブユニ、ソト側の設をについては、ご使用の八ブユニ、ソトの取扱説明書をお読みください。 
なお、プリンクと八ブユニットの Ethernet クイプを「自動」 W 外の固走値に設走ずることで、 
なん6かの要因で回綜の切断が一時的に発生しても、その後の通信再開がよリ违やかじなりま 
ず。 

-八ブユニットに STP (スパニンク‘ツリープ□トコル）の設をがある場合は、本製品を接続ずる 
ポートの STP を「無如じ設をずることをお勧めしまず。 

「有》力」に設走している場合は、なん6かの要因でネットワーク通信が途切れると、通信が再開 
されるまでに数十秒程度を要ずる場合がありまず。詳しくは八ブユニ、ソトのマニュアルをご覧 
くだちい。 

-八ブユニット LH 1 100と接続ずる場合は、次の点じごま意ください。 

-ケーブル長100 m のツイストペアケーブルは使用しないでください。 100 m のツイストペア 
ケーブルでは、ネットワークのサーバなどじ接続できないことがありまず。 

-八ブユニットのラベルに 「 A 8」 W 降の表記があるあ要がありまず。 「 A 7」 や 「 A 6」 の表記が 
ある場合は、「八ードウエア修理相談センター」 （236 ページ）じご柜談ください。 


ラベルの見かたを次の図に示しまず。 

ラベルの位置…八ブ ユニツ トの裏面の巧に示す場巧にあります。 
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LAN ケーブルの接続 


% 複数のポートに同時接続するときのを意事項 


本プリンクは、 LAN 経由でサーバプリンタとして動作ずるとともに、他のパソコンをパラレル 

ポートや USB ポートにそれぞれ接続ずることができまず。 

複数のポートじプリンタを接続したときは、々の点じごを意ください。 

-ポートは、自動で切り替えることができまず。ただし、プリンクの状態によっては、ポートの 
自動切り替えが働かない場合や、切り替えじ時聞がかかる場合がありまず。 

-使用中のポートがある場合、他のポートは使用できません。複数のポートを同時に使用してい 
て、パソコンの画面に 「 EP 刷エラー」などが表示された場合は、印刷中のパソコンからの Ep 刷 
が完了してから印刷を巧開してください。 

- Printianavi および Printianavi ネットワークポートモニクを使用して複数台のパソコンから同 
時に EP 刷した場合、一台のパソコンから印刷中のときは、残りのパソコンに「プリンタが他で 
使用中のため待ち合わせていまず。」とメッセージを表示し、プリンタが使用中であることを通 
巧しまず。 

-使用中のポートでホ EP 刷データがある場合、化のポートじは切り替わりません。 


圏圖國 

I 印刷中は、プリンタから他のケーブルを巧き差ししないでください。 I 

r ： 参-頃 ポートの切り替え時聞じついては、「第5章オペレークパネルの操作」の「オペレー 

クパネルからの設定（メニューモード)」の「ポート設定」の「タイムアウト時園」(141 
ページ）参照 
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第 2 章プリンク本体の設置 
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オプション品のご紹介 . 

お張給紙ユニット . 

フイニ、ソシャー . 

プリンタ RAM モジュール ..... 

プリンクケーブル . 

オプション取リ付け上のごを意 
プリンタ RAM モジュールの取リ付けかた 
プリンク RAM モジュールを取り付ける... 
プリンク RAM モジュールをチェックする 
プリンタ RAM モジュールを取り外す ....... 

扳;張給紙ユニットの取り付けかた . 

拡張給紙ユニ、ソトを取り付ける . 

拡張給紙ユニ、ソトを取リかす . 

フイニ、ソ シャーの取り付けかた . 

フイニ、ソシャーを取り付ける . 

フイニ、ソシャー を取リ かす . 


第3章 

オプシヨシの装着 



本プリンタのオプションには、プリンタ RAM モ 
ジュール、拡張給紙 ユニット、 および フイニッ 
シャーがあります。これらの取り付けかたにつ 
いて説明します。 


6677901245670232 
6666677777778 S 89 


















第 3 章オプションの装着 


オプシヨン品のご紹介 


本製品は、次のオプションを用意していまず。'必要に応じてご購入ください。 

なお、オプション品の情報は、本書発行時点のものでず。 

最新情報は富±适製品情報ぺージ （ http :// www . fmwoi 1 d . net / biz /) でご確認ください。 


拡張給紙ユニット 


品名 

型名 

内容 

化張給おユニット -A 

XL - EF 110 MA 

3段目、4段目の給紙ユニットです。 

巳50枚 (64 g / m 2 用紙の場合)積載可能な給お力 
セット2段で構成されていまず。 

化張給おユニット -B 

XL - EF 230 MA 

3段目、4段目の給紙ユニ、ソトでず。 

1000枚 （64 g / m 2 用紙の場合）積載可能な給お 
カセットと、1300枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合）積 
載可能な給おカセットで構成されていまず。 


•お態 



プリンタ本体のみ プリンタ本体 プリンタ本体 


拡張給紙 ユニット -A 拡張給紙 ユニット -B 


广巧 I ィ■ド! - N 

-異なるサイブの用紙を、同時に1つの給おカセットじセットずることは 
できません。 

-印刷中でも、用紙が走行していない給おカセットであれば、 EP 刷を停止 
ずることなく用紙をセットずることができまず。 

V_ y 
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オプション品のご紹介 


フイニツシャー 


品目 

型ぶ 

内容 

フイニ、ソシヤー 

XL-FINMA 

3000枚（スタッカトレイ）と500枚（トップ 
トレイ）の排紙が可能なユニットでず。 


オプシ ヨンのフィ ニ、ソシヤーをプリンタじ取りがけると、 3000枚 （ A 4 liTF の同ーサイブ）と 
已00枚の排紙が可能じなりまず。また3000枚排紙トレイ（スタツカトレイ）じおいて、パンチ 
( 2穴）処理とステープル処理が可能じなりまず。ご購入商の設置はサービスエンジニアが行いま 
ず。 

r ： 参'頃 「フイニ、ソシャーの基本仕様」（219ページ）参照 


y プリンタ RAM モジユール 

本プリンクには、々のプリンタ RAM モジュールを搭載ずることができまず。 


品名 

型名 

内容 

プリンタ RAM モジユール -256 MB 

XL - EM 256 MA 

RAM を 256 MB 搭載したメモ 
リモジュールでず。 


>用途 

プリンク RAM モジュールの容量を増やずことにより、サポートずるずベての用紙サイズ、解像 
度、両面印刷のを目み合わせでお実に印刷できるようじなりまず。 


厂：参照 EP 刷保証範囲じついては、「プリンク RAM モジュールの有おと EP 刷可能範囲」 （68 ぺ一 

ジ）参照 


セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 


•プリンタ RAM モジュールの有無と印刷可能範囲 

搭載されている RAM の容量によって、印刷できる用紙サイズが異なりまず。これ6の関係を々 
の表に示しまず。 



64 MB 

( プリンタ RAM モジュールなし） 

320 MB 

(プリンタ RAM モジュールあり 
[256 MB ] ) 

用紙 

サイズ/ 

解像度 

片面 

両面 

片面 

両面 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

300 

dpi 

600 

dpi 

1200 

dpi 

A 3 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

B 4 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

Legal 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

〇 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

Letter 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

A 4 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

B 5 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

A 目 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

はがき 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

◎ 

◎ 

◎ 

- 

- 

- 

ユーザ 

定義 

サイズ 

◎ 

◎ 

◎ 




◎ 

◎ 

◎ 





◎:どんなデータもお実に EP 刷できまず。 

〇 :データの内容じよって EP 刷できない場合がありまず。（プ□テクトモード使用時は EP 刷で 
きません。） 

一：本設をでは EP 刷できません。 

解像度、プ□テクトモード：プリンクドライバで設をしまず。 

の参照 プリンクドライバのヘルプ、または『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 
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オプション品のご紹介 


h プリンタケーブル 

ご使用のパソコンじ対応したケーブルをご使用ください。 

-巧1ィ| - 


本製品にはプリンタケーブルは添付されていません。別売ケーブルをお 
使いください。 


圃圃圆 


な下の長さのシールドケーブルをお使いくださし、 
パラレルケーブル： 1.5 m な下 
USB ケーブル： 5 m な下 


別売ケーブルは W 下のものが用意されていまず。 

いくラレルケーブル 


品名 

型名 

内容 

プリンクケーブル 

FMV - CBL 716 

FMV シリ -ブ 、各社 AT 互換機に接続できまず。 


• USB ケーブル 


品名 

型名 

内容 

プリンク USB ケーブル 

XL - CBLU 2 G 

Windows 98/ Me / 2000 / XP/Vis ね/ Windows 
Server 2003/2008 が動作ずるパソコンに接続でき 
まず。本ケーブルは USB 2.0 に対応していまず。 


セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 



ン取り付け上のごを- 


オプションを取り付けるときは、次のことがらを守ってください。 


A 警告 

感電オプションを接続ずる場合じは、当社推奨品 W 外の機 
器は接続しないでください。 

当社推奨品 W 外を接続ずると、感電•义炎-故障の原 
因にな u まず。 




A ま意 

けがオプション類の取りがけ、取リクトしを行う隐は、指を 
された場所 W 外のネジは外さないで<ださい。指をさ 
れた場所 W 外のネジを外ずと、ケガや故障の原因じな 
ることがありまず。 



圏圖國 

オプション品の取り付け、取りかしを行う際は、必ず電源を切った状 
態で作業してください。 
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プリンク RAM モジュールの取り付けかた 



ンタ RAM モジ ュ ールの 取リイ寸けかた 


メモリを増設ずるためのプリンク RAM モジュールの取りがけ、取り外しじついて説 S 月しまず。 


A 警告 


感電プリンタ RAM モジュールの取り付けおよび取リクトし 
は、電源スイ、ソチが「ろ」側に倒れていることをお認 
し、電源コ ー ドをコンセントか6抜いた後行ってくだ 
さし、 

電源を切6ずに作業ずると、感電または故障の原因に 
なります。 


園圃圆 


静電気によってプリンタ RAM モジュールが破壊されないよう I こ、次の 
点にごを意ください。 

-本製品に取り付ける直前まで、袋からモジュールを取り出さないでく 
ださい。 

-モジュールに触れる前に、金属製のもの（ロッカーなど）に触れて、 
人体の静電気を取り除いてください。 

-モジュールを持つときは、必ずモジュールの端を持ってください。モ 
ジュールの電気回路部品および配線部分に手を触れないでください。 


セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 


プリンタ RAM モジュールを取り付ける 


プリンタ RAM モジュールは、々の手順で取りがけまず。 


〇 


プリンタの電源を切り、ケーブルを外す 


プリンクの電源スイ、ソチを「ろ」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントから抜き 
まず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 


© 


リアカバーを外す 

背面のつまみネジを緩め、ち図の矢印の 
ようにリア カバーを 外しまず。 


圏圈圆 

つまみネジを緩めち図の矢印のように開い 
ていくとリアカバーが落下しますので、リア 
カバーを落とさないように手で支えながら 
取り外してください。 



リアカバー 


つ まみ ネジ 


© 


コネクタ両端のレバーを開き、プ 
リンタ RAM モジュールの向きにを 
意し、コネクタの溝に合わせて 
ゆつ〈りと差し込む 


圃團圆 


プリンタ RAM モジュールの基板は壊れやすい 
ので、取り扱いには十分;'主意してください。 
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プリンク RAM モジュールの取り付けかた 


リアカバーのち側のツメをプリン 
夕本体の巧に差し込んでから取り 
付け、つまみネジを締めて固定す 
る 


巧 I ィ I 巧 - 

プリンク RAM モジュールを増設したと 
きは、電源を投入した直後にオペレータ 
パネルのあ晶ディスプレイの下段に表示 
される [ YYYMBJ でメモリの総容量をお 
認しまず。メモリを増設したときは 
「320 MB 」 と表示されまず。 


X L-XXXX 


V e r XX . XX 

Y Y YMB 



画圖國 


プリンタ RAM モジュールを増設した場合は、 
必ずプリンタドライバで 装置 オプションの 
設定を行ってください。 

ジ参照プリンタドライバのヘルプ、また 
は『オンラインマニュアル J 「ソ 
フトウ X ァ編」参照 

はじめてプリンタ RAM モジュールを増設し 
た場合は、動作に問題がないか、巧ページ 
の操作で確認してください。 


セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 


プリンタ RAM モジュールをチェックする 


次の操作でプリンク RAM モジュールをチェックし、プリンクが問題なく動作ずることをお認し 
まず。 

〇 電源スイッチがオフ（&側）であることを確認する 

© 


オペ レータパ ネルの「リセツ ト」 スイツ 
チを巧しながら、電源スイッチをオン 
(「 I 」側）に倒して電源を入れる 

RAM モジュールのチェックが開始されま 
ず。 




詞聋 I 司 ■ 


© 


「 RAM 1 チェック」と表示されたら、 
「リセット」スイ、ソチを放しても構いませ 
ん/。 

オプション RAM モジュール未装着時 
は 、 「RAM 2チェック」は表示されま 
せん。 


エラー メ ツセー ジが出ないことを確認 
する 

「オンライン」が表示されれば、 RAM モ 
ジユールに問題はありません。 

オペレータパネルが「オンライン」表示に 
ならないときは、 

「オペレータパネルのエラーメ 、ソ セージ」 
(198 ページ）参照 


RAM 1 

チェック 

0 0% 

i 

標準 ram のチェック開始 

i 

R AM2 

チェック 

0 0% 


オプション RAM モジュールのチェック開始 


RAM モジュールのチェック終了 

i 


X L-XXXX 

Ver XX. XX xxxMB 


ファーム ロート '' チュウ 
XXXXXXXXXXXX 


オンライン 
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プリンク RAM モジュールの取り付けかた 


y プリンタ RAM モジュールを取り外す 

〇 プリンタの電源を切り、ケーブルを外す 

プリンクの電源スイ、ソチを「ろ」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントか6抜き 


© 


まず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルをクトしまず。 


リアカバーを外す 


© 


左ちのレバーを指で開き、手前に 
引き抜く 


广》殺 リアカバーの外しかたや取り付けか 

たは、 

「プリンク RAM モジュールを取り付け 
る」 （72 ページ）参照 



セットアップ編 


一口 
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第 3 章オプションの装着 


■細話補をお 


ットの取り付けかた 


本プリンクに取りがけることができる化張給紙 ユニット じは、化張給紙 ユニット - A と化張給紙 
ユニット - B がありまず。プリンタへの取り付け/取 リク トしかたは、どちらの化張給紙 ユニット 
の場合も同様でず。 

本製品には、どちらか1つのユニットを取り付けることができまず。 

广参照 化張給おユニットの取りがけお態については、「オプション品のご紹介」 （66 ページ) 

参照 


A 警告 


感電化張給おユニットの取り付けおよび取リクトしは、電源 
スイッチが「ろ」側に倒れていることをお認し、電源 
コードをコンセントか6抜いた後に行ってください。 
電源を切らずじ作業ずると、感電または故障の原因に 
なります。 


A ミ主意 


故障化張給おユニットは、本製品用の製品を取りがけて< 
ださい。指をクトの化張給おユニットを取り付けると、化 
張給おユニットおよびプリンク本体の故障の原因じな 
りまず。 

けが■化張給おユニットの金属部分に手を触れる場合は、十 
分にミ主意してください。手を傷つける恐れがありま 
ず。 

-プリンクと化張給おユニットの聞に指を巧まないよ 
うじを意してください。けがの原因じなることがあり 
まず。 

. 本製品は、オプションや消耗品、用紙が入っていない 
状態でお 48.3 kg ありまず。プリンクを動かず場合 
は、必ず3人 W 上で持ち運んで<ださい。プリンク 
を持ち上げるときは、腰を痛めないように十分に膝を 
おり、給おトレイ両端の下部とプリンタち側面じある 
くぼみをしっかり持ってください。指定場所 W 外を 
持って持ち上げることは絶対にしないでください。落 
下によリケガの原因じなることがありまず。 
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化張給おユニットの取り付けかた 


% 拡張給紙ュニットを取り付ける 


お張給おユニットは、次の手順で取り付けまず。 


〇 


拡張給紙ュニットを平らな床に置 


化張給おユニットが動かないようじ、化 
張給おユニット前面じある2か所のス 
トツパーを下に押して□ツクしまず。 



A 警告 


けが化張給紙ユニットのキャスクーじついているキャス 
クーストッパーをあず□ックしてください。 
ストッパーを□ックしないと、巧震などが発生したと 
きにプリンタが動いたり、ケガの原因となることがあ 
りまず。 


© 


プリンタの電源スイツチの「ろ」側 
を巧して、電源を切る 


電源コードを、コンセントおよびプリン 
夕本体から抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、およ 


び USB ケーブルを外しまず。 


© 


プリンタを持ち上げて、拡張給紙 
ユニットの 上に、プリンタの側面 
と披張給紙 ュニットの 側面が合う 
ように静かに載せる 


このとき、化張給おユニットの上部隅3 
か所（前ち2か所、左後ち1か所）じ 
あるピンがプリンクの底面の隅の巧に 
合うようじ載せてください。 


國圖國 

プリンタ本体の給紙カセツトは取り出さな 
いで作業をしてください。手を挟んだり、 傷 
つけたりするおそれがあります。 
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第 3 章オプションの装着 


〇 


プリンタの下段の給紙カセットを 
引き出して、取り外す 


ちの図のようじ、前面左ち2か所を付属 
のネジで留め、化張給紙：！二、ソトをプリ 
ンタじ固走しまず。 


^ 乃 1 が 1 Pi -^ 

給おカセツトを引き化して取り外ず場合 
は、給紙カセットを上部に浮かせながら 
引き化してください。 



© 


プリンタの下段の給紙カセットを 
戻す 


© 


プリンタ背面にあるカバーの 
▼マークを巧し下げてロックを外 
し、カバー下部のくぼみに指をか 
け、カバーをかす 




0 


拡張給紙ュニットのケーブルを、 


プリンタのコネクタにカチッと音 


がするまで差し込む 
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化お給おユニットの取り付けかた 


〇 


カバーの上部にある左ちの突起部 
をプリンタ背面の巧にち図のよう 
に差し込み、カバーを閉じる 


0 


プリンタが水平に設置されていな 
い場合は、お張給紙ュニットの底 
面にある高さ調整ネジを回して、 
傾きを調整する 


© 手順© で取りかした電源コード 
を元に戻ず 

©プリ ンタの電源スイ 、ソチの 「 I 」側 
を押して、電源を入れる 

これで、拡張給紙ユニットの取りがけは完了で 
す。 


圏圖國 

拡張給紙ュニットを増設した場合は、必ず 
プリンタドライバで 装置 オプションの設定 
を行ってください。 

ク参照プリンタドライバのヘルプ、また 
は『オンラインマニュアル J 「ソフ 

拡張給紙ュニットを取り'#けたあと、プリ 
ンタを移動するときは、キヤスターストッ 
パーの ロックを解除し、キヤスターで移動 
してください。 

ただし、10度 W 上の傾きがある場所や段差 
のある場所を移動する際は、拡張給紙ュ 
ニットをプリンタ本体から取り外し、持ち 
上げて移動してください。 
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第 3 章オプションの装着 


% 拡張給紙ユニットを取り外す 


化張給おユニットは、次の手順で取り外しまず。 


〇 


プリンタの電源スイッチの「&」側を押して、電源を切る 

電源コードを、コンセントおよびプリンク本体か6抜きまず。 

パラレルケーブル、 LAN ケーブル、および USB ケーブルを外しまず。 


© 


プリンタ背面にあるカバーの ▼ 
マークを巧し下げてロックを外 
し、カバー下部のくぼみに指をか 
け、カバーをかす 
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化張給おユニットの取り付けかた 


プリンタの両サイド下側を3人 la 
上で持ち、お張給紙ュニットから 
取り外す 

持ち上げ方に関しては、「安全上のごを 
意」の10ページをご参照ください。 



© 


プリンタの下段の給紙カセットを 
引き出して、取り外す 

ちの図のように、化張給おユニットを固 
をしていた前面左ち2か所のネジを取 
り外しまず。 


- 詞綺订 


取りホしたネジは大切に保管して < ださ 
い。 

給おカセットを引き化して取リクトず場合 
は、給おカセットを上部に浮かせながら 
引き化してください。 



セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 


フイニツ シャーの取り付けかた 


オプションのフィニ、ソシャーをプリンタじ取り付けると、3.000枚（スクッカトレイ）と500枚 
(トップトレイ）の排化が可能じなりまず。また、スタッカトレイにおいては、パンチ処理、ス 
テープル処理が可能でず。ご'購入時のフィニ、ソシャーの設置はサービスエンジニアが行いまず。 

r ： 参照 「フイニ、ソシャーの基本仕様」 （2 19ページ）参照 


A 警告 


感電フィニ、ソシヤーの取り付けおよび取リクトしのときは、 
電源スイ、ソチが「&」側に倒れていることをお認し、電 
源コードをコンセントから抜いた後に行ってくださ 
い。 

電源を切らずじ作業ずると、感電または故障の原因に 
なります。 


A ミ主意 


故障フイニ、ソシャーは、本製品用の製品を取り付けてくだ 
さい。指走クトのフイニ、ソシャーを取りがけると、フイ 
二、ソシャーおよびプリンク本体の故障の原因になりま 
ず。 

けが . フイニ、ソシャーの金属部分に手を触れる場合は、十分 
にを意してください。手を傷つける恐れがありまず。 

-プリンクとフイニ、ソシャーの聞に指を换まないよう 
じを意してください。けがの原因じなることがありま 
ず。 

. 本製品は、オプションや用紙が入っていない状態で約 
48.3 k 呂ありまず。プリンタを動かず場合は、をず3 
人じ(上で持ち運んで < ださい。プリンタを持ち上げる 
ときは、腰を痛めないようじ十分に膝を折り、給お卜 
レイ両端の下部とプリンタち側面にある < ぼみを 
しっかり持ってください。指定場所 W クトを持って持ち 
上げることは絶対にしないでください。落下じよりケ 
ガの原因になることがありまず。 


广乃 1ィ1ド! - N 

フィニ、ソシャーを取りがけるには、化張給紙ユニットがあ要になりま 
ず。 

\_ J 
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フイニ、ソシヤーの 取り付けかた 



フイニッシヤーを取り付ける 


〇 

© 


プリンタの電源コードを、コンセ 
ントおよびプリンタ本体からほく 


プリンタ上部の排出口にある用紙 
巧さえ1を、左端のツメを巧して、 
取り外す 


广巧 I ィ I ド! - N 

取り外した用お押さえ1は、 手順© で 
使用しまず。 

V_ J 


© 


用紙押さえ2を、中央の凸部を巧 
して引き出し、取り外す 


广の 1 が 1ド! - N 

取り外した用お押さえ2は、大切に保管 
してください。 

V_ J 


〇 


フィニッシャー接続部左側の突起 
部口か巧）をプリンタに差し込む 


國圖國 

フイニッシャーの接続部を運ぶ場合は、力 
バード開閉の取っ手を持って運ぶとカバー F 
が開いてしまいます。 

カバー F は持たないでください。 


用紙押さえ1 
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第 3 章オプションの装着 


© 


フイニッシャー接続部ち側をプリ 
ンタ上部に下ろし、図のように切 
れ込み口か巧）がプリンタち側に 
ある巧に合うようにセツトする 



0 


フイニッシャー接続部を付属のネ 
ジで固定する 


〇 手順© で取り外した用紙押さえ1 
を、反転部の排出口の図の位置に、 
ち端のツメを押しながら取り付け 
る 




〇 巧包箱に入っていた接続部品を、 
付属のネジを使ってプリンタ右側 
面に取りかける 



84 












































































巧包箱に入っていたアース部品 
を、付属のネジを使ってフイニッ 
シヤー本体の左側面に取り付ける 


接続部品のち起部が、フィニッ 
シャーのち側面の穴に乂るよう 
に、フイニッシヤーをプリンタ右 
側面に合わせる 


場合によっては、図のようにプリ 
ンタとフイニッシャーの傾きが合 
わないことがあります。その場合 
には、フイニッシャーのち側底面 
にある高さ調整ネジロか巧）を 
回して、プリンタとフイニッ 
シャーの傾きが合うように調整し 
てください。 













































第 3 章オプションの装着 


フイニツシ ヤーのち側を上げるに 
は、高さ調整ネジを時計と同じ方 
向に回します。また、 フイニツ 
シャーのち側を下げるには、高さ 
調整ネジを時計と反対方向に回し 
ます。 


圏圖國 

左ちの調整ネジは、左ちの高さのバランスを 
とりながら、交互に回してください。一方ば 
かり先に回すと、高さのほい側に重量がかか 
り、もう一方の調整ネジが回らなくなりま 
す。 



© スタツカトレイのスリツトをフイ 
ニッシャーに差し込み、取りかけ 
る 


© 


フイ ニツシヤー背面にあるコネク 
タカ/く一を、カバー左側を指で押 
して外す 
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フイニ、ソシヤーの 取り付けかた 


フイニツシヤー 接続部のケーブル 
を フイニツシヤーの コネクタに差 
し込む 


圈圈國 

フィ ニッシャー接縮部の コ ネクタが未接続 
の場合、次のようなエラーメッセージが表示 
されます。 

コネクタを接続する際には、しっかりと差し 
込んでください。 


0031 力/、. 

カハ’ 一 F 


-才ーフ。 



ケーブル固定用のクランプを、図 
の位置にカチッと音がするまで差 
し込む 



手順© で外したカバーを元に戻 
す 



プリンタ背面にあるコネクタカ 
バーの▼マークを押し下げ（①）、 
コネクタカバーを外す（②） 



セットアップ編 
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第 3 章オプションの装着 


© 


フイ ニッシャーの電源コード（①) 
とケーブル（②）を、プリンタ背 
面のコネクタにしっかりと差し込 
み、ケーブル固定用のクランプを、 
図の位置にカチッと音がするまで 
差し込む（③） 


© 


プリンタ背面のコネクタカバーを 
元に戻す 



な 


フイ ニツシヤーの 前面に回り、力 
バ ー G (フイ ニツシヤー フロントカ 
バー）を開け（①)、図の位置の緩衝 
材 （2 か巧）を取り外す（②） 


巧) 


フイニツシヤー内部の図の位置の 
ワイヤを外し、ミ主意書きラベルを 
取り外す 


み 


図の位置のテープを外し（①）、緩 
衝材を取り外す（②） 
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カバ ー G 内部の捆包箱（ル）の上 
下にある緩衝材からテープ （4 か 
巧）を外し、巧包箱（小）を取り出す 


上側の緩衝材を図のように傾けて 
(①）、取り出す（②） 


下側の緩衝ネネを図のように傾けて 
(①）、取り出す（②） 


巧包箱（ル）からパンチダストボッ 
クスを取り出し、ビニール袋を取 
り外す 

パンチダストボックスから、落下 
防止用チェーンを止めているテー 
プを外す 



































































第 3 章オプションの装着 


を 


パンチダストボックスを図のよう 
に持ち、フイニッシヤーへゆつく 
り挿入する 


が 


落下防止用チェーンのフックを図 
の位置の巧に引っかける 


を 


図のようにレバー （ R 1) を握って、 
ステープルカートリッジホルダー 
をち端（手前）へ引き寄せる 


な 


オレンジ色のレバーを持って、ス 
テープルカートリツジをカチッと 
音がするまで押し込む 
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フイニ、ソシヤーの 取り付けかた 



所 


手順 〇 で取り外した電源コード 
を元に戻す 


跨 


プリンタの電源スイツチの「 I 」側 
を押して、電源を入れる 


これで、フィニ、ソシャーの取り付けは完了でず。 

厂乃 1 部 1ド! - N 

•設定の一覧を EP 刷ずると、フィニ、ソ 
シャーが正しく取り付け6れたかどうか 
お認できまず。印刷ち法は、「設走一覧の 
印刷」を参照して<ださい。 

C 参照 「設定一覧の印刷」巧5ページ） 

を照 

-フィニ、ソシ ャーの取り付けをした場合 
は、必ずプリンクドライバで装置オプ 
シヨンの設走を行つてください。 

の参照 プリンクドライバのヘルプ、ま 

たは『オンラインマニュアル』 
「ソフトウ I ア編」参照 
-設置後にプリンタやフィニ、ソシャーを移 
動させる場合は、「プリンクを移動ずると 
き」を参照してください。 
r ： 参照 「プリンタを移動ずるとき」り2己 
ページ）参照 

V_ J 
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第 3 章オプションの装着 



フイニッシャーを取り外す 


〇 


プリンタの電源スイツチの「&」側 
を巧して、電源を切る 


電源コードを、コンセントおよびプリン 
ク本体から抜きまず。 


© 


プリンタ背面にあるコネクタカ 
バーを外す 


© 


フイニッシャーのケーブルをコネ 
クタ①のフックを押しながら外 
し、ケーブル固定用のクランプ② 
を両端を押しながら外す。 


〇 


フイニッ シャーの電源コードを外 
す 


© 


プリンタ背面のコネクタカバーを 
元に戻す 



© 


フイニッ シヤー背面にあるコネクタ 
カバーを外す 


〇 


フイニッシヤー接続部のケーブル 
をコネクタ①のフックを押しなが 
ら外し、ケーブル固定用のクラン 
プ②を両端を押しながら外す。 
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フイニ、ソシヤーの 取り付けかた 


〇 


フイニッ シヤー背面のコネクタ 
カバーを元に戻す 


0 


フイニッシャーのカバー G を開け、 
フイニッシャー内部の左側面にあ 
る金属板を引き出し、ロックを外 
す 


© 


フイニツシヤーをち方向へ移動 
し、プリンタから離す 


© 


プリンタのち側面に取り付けた接 
続部品のネジをかし、を続部品を 
取り外す 


广ぶ'聲1ド! -^ 

取り外したネジと接続部品は、大切に保 
管してください。 

V_ J 


© 


フイニッシヤー接続部をプリンタ 
に固定していたネジを外す 







セ 
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第 3 章オプションの装着 


© 


フイニツシヤー接続部のち側を両 
手で持ち、手前に少し引いてから 
(①）、そのまま押し上げ（②）、フイ 
ニッシヤー接続部を取りかす 


© 


反転部の排出口にある用紙押さえ 
1を、左側のツメをキ甲して取りか 
す 


© 


用紙押さえ2を取り付ける 


© 


手順む で取り外した用紙押さえ 
1を、プリンタ本体の排出口に取 
り付ける 
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第 4 章 日常の操作 . 97 

第已章 オペレータパネルの操作 . 129 

第6章 用紙について . 157 

第7章 こんなときには . 165 
















印刷手順 . 

プリンタの状態確認（ポップアップ） . 

印刷の中止 . 

パソコンの画か帥止する规ち關11機能贿効のとき）.... 

オペレークパネルか6中止する . 

消耗品の巧換と使用上のごを意 . 

トナーカートリ、ソジの交換 . 

トナーカートリッジの取リあいと保管 . 

ドラムカートリッジの交換 . 

ドラムカートリッジの取リあいと保管 . 

トナーエンプテイおよびドラム寿命について . 

ステープル針を補給ずる . 

プリンタの清掃 . 

プリンクか部の清掃 . 

プリンク内部の清掃 . 

パンチ穴のクズを捨てる . 

プリンタを長時闇使用しないとき . 

プリンタを移動ずるとき . 

お<に移動する . 

捆包して運搬する . 



日常の操作 



この章では、本プリンタで印刷するうえで日常 
的に必要となる操作について説明します。 


80112447845699914567 

90000000011111122222 

-1111111111111111111 





















第 4 章日常の操作 


印刷手順 


アプリケーションで作成したデークを実際に印刷ずるときの操作じついて説 S 月しまず。 EP 刷手順 
はアプリケーションによって異なりまず。 

ここでは、ワードパッドを例に説明しまず。 


〇 

© 


ワードパッドでデータを作成する 
[ファイル]メニューから[印刷]を選択する 



77イルの巧ま (£> 表示が巧入のま巧ヘルフ(ぶ 


扣巧な巧の).. CtrKN 

巧くり).. CtrKO 

yj 剖 

上まきな巧® CtrkS 

zi BK 


ベ-ジ田ミお ) 


1 D: 份出わ ics*—*Readme."ri 

2GW 为ント¥イ Readmej.*wi 

3 A.Vreadtne.rtf 

きお白)'. 


ワ-ドパ，ド®が了公 


© 


プリンタが正しく選択されていることを確認し、 [プロパティ] をクリックす 
る 



クリック 
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印刷手順 


〇 


各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする 



夕参照を設定項目の詳細じついては、プリンクドライバの「ヘルプ」または 
『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

r ： 参照 用紙をセツトずる方法については、「第6章用紙について」(157ページ）参照 
手順 © の画面に戻りまず。 


© 


[0 K ] をクリックする 

印刷が開始されまず。 

C»m うまく印刷できないときは、「第7章こんなときじは」 （165 ページ）参照 


广巧 1 呼 1ド! - N 

用紙の種類じよっては、排化直後の用紙が熱<なっている場合がありま 
ずので、ごを意ください。 

\_ y 
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第 4 章日常の操作 


_プリンタの状態確認_(ポップアップ) 


Printianavi を使うと、プリンタの状態をパソコン上で見ることができまず。 

Printianavi は、印刷が実行されるとプリンタのモニタを開始しまず。プリンタでエラーが発生ず 
ると、エラーの内容と対処ち法を、パソコンの画面にポップアップ表示しまず。 



み照 Printianavi によるエラー情報をポップアップ表示にずるための設を、および詳細じつ 

いては、プリンクドライバの「ヘルプ」、または『オンラインマニュアル』「ソフトウェ 
ア編」参照 


100 


















印刷の中止 


印刷の中止 


印刷開始後（オンラインランプ点滅後)、印刷を中止ずる2つのちまを説明しまず。 

% パソコンの画面から中止ずる（双方向通信機能が有効のとき） 

パソコンから EP 刷を中止ずるときの操作は、 [ Printianavi ] ダイア□グの表示ち法の設走じよっ 
て異なりまず。 

•ポップアップ表示のとき 

[印刷中止]をクリックずる 



クリック 


♦エラー時ポップアップ表示または最小化のとき 

タスクトレイのアイコンをダブルクリックし、[印刷中止]をクリックずる 





E 


t Printianavi : FUJITSU XL-XXXK 


が剧中 ...] 




ユーザさ！ ： Administrator 

文まを : Printer Test Page 


印刷完了ページ： 0 " ベージ J クリツク 1 

印剧売了巧数； 0 巧 /I ■ 

巧紙ホ :フェイスタウントレイ / 
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第 4 章日常の操作 


厂 乃'1 が 1圆 -^ 

クスクトレイのアイコンをちクリックし、 「 EP 刷中止」を選択して、印 
刷を中止ずることもできまず。 

元;のサイズに戻ず ( E ) 

Efl 刷中止を） 

ステータス表示のが了が が前中.-.1 

- tr 

\_ J 


^ オペレータパネルから中止する 


オペレークパネルでプリンクをオフライン状態に切り替えて、リセ、ソトの操作をしまず。 
プリンタをリセットずると、プリンク内のホ印刷データを消去し、パソコンから残りデータを受 
信しながら、印刷ジョブを削除しまず。 

Printia XL ドライバから Ep 刷しているときは、 Ep 刷ジョブの終了をお止!ずるとリセット（初期化) 
を終了しまず。 


〇 


印刷中に「オンライン」スイッチ 
を巧す 


X X X X X じは、使用ポートが表示され 
まず。 


印刷中の用紙を排出し、オフライン状態 
になりまず。 


ホ処理のデータがある場合は、下段に 
「テ‘ータアリ」と表示されまず。 


© 


「リセット」スイツチを押す 


このとき「オンライン」スイ、ソチを押ず 
と、リセットせずに印刷を再開しまず。 


インサツチュ 

ウ XXXXX 

1- A 4 

i 「オンライン」 

ハイシュツ 

シヨリチュウ 


1- A 4 

i 

オフライン 

XXXXX 

i 「リセット」 

シヨキカシマスカ （ Y , N ) ? 

リセットー Y 

オンラインー ►N 
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印刷の中止 


©再度 「リセット」スイッチを巧す 

プリンタを初期化しまず。 

初期化が終了ずると、オンライン状態に 
戻りまず。 


i 「リセット」 


シヨキカチュウ 


广乃 I ィ I ド! - N 

プリンタの接続ち法や使用しているパソコンじよっては、印刷ジョブが 
完全には削除できず、オンライン状態に戻った後、文字化けなどのトラ 
ブルが発生ずることがありまず。 Printianavi を使用しているときは、パ 
ソコン上の Printianavi メッセージ上から 「 E 口刷中止」または「印刷巧 
ち切り」を行うことをお勧めしまず。 

_ / 



こ;！照オペレータパネルの詳細は、「第5章オペレークパネルの操作」 （129 ページ) 
参照 


運 

用 

編 


103 












第 4 章日常の操作 


消ま毛品の交換と使用上のごを意 


消耗品の交換のしかたと使用ずるときのを意事項について説 S 月しまず。 


トナーカートリッジの交換 


トナーカートリツジ1本あたりの目安として、 A 4 サイズの用紙で EP 字率己％の場合、お30.000 
ページの Ep 刷ができまず。トナーの残りが少なくなると、トナーカートリツジの交換をイ足ずメツ 
セージがあ晶ディスプレイに表示されまずので、ま斤しいトナーカートリツジを準備してください。 
トナーがなくなると継続して印刷ができなくなりまず。この場合は、直ちにま斤しいトナーカート 
リッジに交換してください。 


r ： 参照 「トナーカートリツジを取りがける」 （44 ページ）参照 

r ： 参ぉ 「トナーカートリツジの交換ちま」 (105 ページ）参照 

r ： 参‘頃 トナーカートリッジじ関ずる詳細は、「サプライ品一覧」 （224 ページ）参照 


A 警告 


破裂トナーカートリッジを义中に投じないでください。卜 
ナー粉が跳ねて义傷の原因じなりまず。 

使用巧みのトナーカートリッジを処分ずるときは、当 
社の回収サービスをご利用ください。 
r ： 参-頃 「使用済みカートリッジの回収サービス」（236 
ページ）参照 

誤飲-トナーが目や□に入らないようじを意してください。 

トナーカートリッジの交換時などにトナーが手にが 
いた場合は、をやかに洗い落としてください。 

万一、目や□に入った場合は、直ちに医師と相談して 
ください。 

-トナーカートリッジを保管ずる場合は、かさなおす様 
がトナーを誤って飲むことがないようじ、^さなおす 
様の手の届かないところに置いてください。万一、お 
す様がトナーを飲み込んだ場合は、直ちに医師と柜談 
してください。 


A 注意 


故障 トナーカートリッジは、本製品専用品を取り付けてく 

ださい。専用品 W 外のトナーカートリッジを取り付け 
ると、トナーカートリッジおよびプリンク本体の故障 
の原因じなる恐れがありまず。 
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消耗品の交換と使用上のごを意 


■ トナーカートリッジ交換時のお願い 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

-トナーは人体に巧害でずが、手や衣服についたときにはずぐに洗ってください。 

-常に、予備のトナーカートリッジを用意しておいてください。 

-装置の故障を防ぐため、本プリンク専用品 W 外のトナーカートリッジをセットずると、次のよ 
うな エラーメ 、ソ セージが表示される場合がありまず。本プリンク用のトナーカートリツジに交 
換してください。 


J 8 0 3 トナーイシ*ヨウ 
トナーカートリッシ’コウカン 


■ トナーカートリッジの交換に関する留意事項 

-トナーカートリッジの有巧期限は、製造から2年聞（開封後は1年聞）でず。安走した画質を 
維持ずるためじ、有タカ期限内でのご使用をお勧めしまず。 

-トナーカートリッジの交換を促ずメッセージが表示されない場合でも、次のようなときは卜 
ナーカートリッジの交換があ要でず。 

-全体的にカスレがある場合 
-不鮮明な印刷状態が発生した場合 
適切な用紙に替えて印刷しても改善されないとき 
-トナーカートリッジの交換は、プリンクの電源を入れた状態で行ってください。 


■ トナーカートリッジの交換方法 

次の手順に従って、トナーカートリツジを交換しまず。 


〇 


プリンタが停止していることを確認し、フロントカバーの左ちに手を掛け、 
フロントカバーを開ける 


© 


トナーカートリッジの取っ手が持 
てるようになるまで、手前に静か 
に引き出す 















第 4 章日常の操作 


© 


トナーカートリツジの取っ手を 
持って、トナーカートリツジを静 
かに引き出す 


-詞添!订 


トナーで床などをミちさないように、取り 
化したトナーカートリッジを置く場所に 
は、あ6かじめ紙などを敷いておいてく 
ださい。 

トナーカートリッジはゆっくり引き化し 
てください。トナーが飛び散ることがあ 
りまず。 



圏圈圆 

プリンタ内部の部品には、手を触れないでく 
ださい。 


新しいトナーカートリツジを巧包 
箱から取り出し、図のように 7 〜 
8 回振る 


巧 I ィ I ド r 





質< - あ 
品よ力が 
刷、一と 
巧たナこ 
、ま卜る 
と。やず 
いず音生 
なま 常発 
でリ異が 
I あじ損 
均が時破 
がと動の 
態こ起部 
状ると内 
のずいジ。 
一下なッず 
ナなら リま 
卜が振トリ 
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消耗品の交換と使用上のごを意 


© 


フロントカバーをしっかりと閉じる 


フ□ントカバーが少しでも開いていると、メッセージが表示され、プリ 
ンタが動作しません。 

おしいカートリッジに交換した際に、トナーのネ甫給のためあ晶ディスプ 
レイに「トナーホキュウチュウ」と表示されまずので、表示中はし 
ば6<お待ち<ださい。トナーネ甫給には最大100秒程度かかる場合が 
あります。 


•使用済みカートリッジの回収サービス 

富±通株式会社では、地球環境への配慮か6使用済みカートリッジをお償で回収しておりまず。 
下記の『エコ受付センクー』にご連絡をいただければ、回収便じて引き取りにうかがいまず。お 
客様のご理解とご協力をお願いいたしまず。 

『エコ受付センクー』 

通話おお料 0120 -300 -閒 3 

月喔〜金喔8:40〜12:00、13:00〜17:30 

(祝日-年末年始を除 <) 


% トナーカートリッジの取り扱いと保管 


トナーカートリッジを取り扱うときや保管ずるときのを意事項じついて説明しまず。 


■取り扱い 上のご注意 

トナーカートリッジを取り扱うときは、次の点じごを意ください。 

-寒いところか6暖かいところに移動した場合は、1時圍 W 上室温に慣らしてか6使用してくだ 
さい。 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

-トナーは人体に無害でずが、手や衣服についたときはずぐに洗ってください。 

-トナーカートリッジを強く振ったり、衝擊を与えないでください。トナーがこぼれることがあ 
りまず。 

国 保管上のごを意 

トナーカートリッジを保管ずるときは、次の点にごを意ください。 

-使用ずるまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、捆包されていたアル 
ミ袋に入れ、保管してください。 

-直射日光をさけ、 W 下の環境で保管して<ださい。 

温度範囲〇〜35で、湿度範囲15〜 80 %RH (ただし、結露のないこと） 

-高温を湿になる場所には置かないでください。 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

- CRT 画面、ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクなど、磁気を帯びたものの近くに置かない 
で < ださい。 

-か児の手の届かないところに保管してください。 
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% ドラムカートリッジの交換 


ドラムカートリッジ1本あたりの目安として、 A 4 サイズの用紙で片面連続 EP 拓 IJ の場合、が]60.000 
ページの EP 刷ができまず。交換時期が近づ < と、ドラムカートリッジの交換を促ずメッセージが 
液晶ディスプレイじ表示されまずので、ま斤しいドラムカートリッジを準備してください。ドラム 
カートリッジが寿命になると継続して EP 刷ができなくなりまず。この場合は、直ちに巧しいドラ 
ムカートリツジに交換してください。 


r ： 参'思 「ドラムカートリツジを取り付ける」 （46 ページ）参照 

r ： 参照 「ドラムカートリツジの交換ちま」（110ページ）参照 

广参思 ドラムカートリツジに関ずる詳細は、「サプライ品一覧」 （224 ページ）参照 


A 警告 


破裂ドラムカートリッジを义中に投じないでください。卜 
ナー粉が跳ねて义傷の原因になりまず。 

使用ミまみのドラムカートリッジを処分ずるときは、当 
社の回収サービスをご利用ください。 
r»m 「使用済みカートリッジの回収サービス」 (236 
ページ）参照 

誤飲-トナーが目や□に入らないようじを意してください。 

ドラムカートリッジの交換時などにトナーが手に付 
いた場合は、をやかに洗い落としてください。 

万一、目や□に入った場合は、直ちに医師と柜談して 
ください。 

-ドラムカートリッジを保管ずる場合は、かさなおす様 
がトナーを誤って飲むことがないようじ、^さなおす 
様の手の届かないところに置いてください。万一、お 
す様がトナーを飲み込んだ場合は、直ちに医師と柜談 
してください。 
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消耗品の交換と使用上のごを意 


A 注意 



故障 ドラムカートリッジは、本製品専用品を取り付けてく 

ださい。専用品 W クトのドラムカートリッジを取り付け 
ると、ドラムカートリツジおよびプリンク本体の故障 
の原因になる恐れがありまず。 


やけどプリンクを使用した直後は定着器が非常に熱くなって 
いまず。「高温を意」ラベルがおってある箇所（を着器 
やその周辺）じは、絶対に触れないでください。やけ 
どの原因じなることがありまず。 


■ ドラムカートリツジ交換時のお願い 


ドラムカートリッジは、光に対して非常に敏感でず。交換に際しては、次の点じを意してください。 
-直射日光や強い光（約1500ルクス(上）じ当てないでください。通常の室内の明かりの下で 
も5分 W 上は放置しないでください。 

-感光体（ドラム）表面には絶巧に手を触れないで<ださい。 

-立てたり、裏返しにして置かないでください。 

-トナーは人体に無害でずが、手や衣服についたときにはずぐに洗ってください。 

-常に、予備のドラムカートリッジを用意しておいてください。 

■装置の故障を防ぐため、本プリンタ専用品 W 外のドラムカートリッジをセットずると、次のよ 
うなエラーメ 、ソ セージが表示される場合がありまず。本プリンタ用のドラムカートリツジに交 
換してください。 


J 7 0 3 卜—'ラムイシ‘ヨウ 
卜•ラムカートリッシ’コウカン 

次の エラー メ 、ソ セージが表示された場合には、ドラムカートリッジ交換後に印刷可能状態に 
なるまで約10秒かかりまず。 


J 401 卜—'ラムイシ—'ヨウ 

卜—'ラムカートリッシ’コウカン 
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■ ドラムカートリッジの交換に関する留意事項 

-ドラムカートリッジの有タカ期限は、製造から2年閨（開封後は1年園）でず。安をした画質を 
維持ずるために、有巧期限内でのご使用をお勤めしまず。 

-ドラムカートリッジの交換を促ずメ、ソセージが表示されない場合でも、次のようなときはドラ 
ムカートリッジの交換がを要でず。 

-雜のカスレや部分的なカスレがある場合 
-不鮮明な印刷状態が発生した場合 
適切な用紙に替えて印刷しても改善されないとき 


■ ドラムカートリッジの交換方法 

次の手順に従って、ドラムカートリツジを交換しまず。 


〇 


プリンタが停止していることを確 
認し、給紙トレイを開ける 


© 


カバ ー A のち側上部にあるレ 
バーを巧し上げて、ロックを解除 
し、カバー A を開ける 


國圖國 


プリンタ内部の部品には、手を触れないでく 
ださい。 


© 


フロントカバーの左ちに手を掛 
け、フロントカバーを開ける 
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消耗品の交換と使用上のごを意 


〇 


ドラムカートリツジのレバーを引 
き上げ、ドラムカートリツジの 
取っ手が持てるようになるまで、 
手前に静かに引き出す 


© 


ドラムカートリツジの上部の取つ 
手を持って、ドラムカートリツジ 
を静かに引き出す 


園圃圆 


-プリンタ巧部の部品じは、手を触れないで 
ください。 

-必ず上部の取っ手を持ってドラムカート 
リッジを引き出してください。上部の取っ 
手を持たずにドラムカートリッジを引き出 
すと、ドラムカートリッジが巧け落ちて巧 
を巧すことがあります。 





〇 新しいドラムカートリツジを捆包 
箱から取り出す 



運 

用 

編 
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〇 


ドラムカートリツジを平らな場所 
に置き、保護紙に付いているテー 
プを持って、図のように保護紙を 
静かに引きな〈 


圏圖國 

保護紙を引きおくときは、水平にまっすぐ 
引き抜いてください。斜めに引〈と、途中 
で紙が切れてしまうことがあります。 

保護紙を引き ft いたあとは、ドラムカート 
リッジを振ったり、ドラムカートリッジに 
衝撃を与えたりしないでください。 



〇 


ドラムカートリツジの取っ手を 
持って、プリンタ内部の溝に沿っ 
て、奥に突き当たるまで差し込む 


國圖國 

プリンタ内部の部品には、手を触れないで 
ください。 

「カチッ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 


〇 


ドラムのテープを水平に静かに引 
き抜〈 


國圖國 

テープを引きはくときは、水平にまっすぐ引 
き巧いて〈ださい。斜めに引くと、途中で 
テープが切れてしまうことがあります。 
テープの全長は約日 7 別 1 あります。 
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消耗品の交換と使用上のごを意 



© 

© 


カバ ー A をしっかり閉じる 
フロントカバーをしっかり閉じる 



•使用済みカートリッジの回収サービス 

富±适株式会社では、地球環境への配慮から使用;'きみカートリッジを無償で回収しておりまず。 
下記の『エコ受付センター』にご連絡をいただければ、回収便じて引き取りにうかがいまず。お 
客様のご理解とご協力をお願いいたしまず。 

『エコ受付センクー』 

通話料お料 0120 -300 -閒 3 

月喔〜金喔8:40〜12:00、13:00〜17:30 

(祝日-年末年始を除 <) 
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% ドラムカートリッジの取り扱いと保管 


ドラムカートリッジを取り扱うときや保管ずるときのを意事項につし1て説明しまず。 


■取り扱い 上のごを意 

ドラムカートリッジを取り扱うときは、々の点じごを意ください。 

-直射日光や強い光（約1500ルクス W 上）に当てないでください。 

-室内の S 月かりの下でも、ドラムカートリッジを5分 t (上放置しないでください。 

-ドラムカートリッジをプリンタから外した場合は、強い光に当てないよう捆包されていたアル 
ミ袋に入れるか、厚い布などに包んでください。 

-寒いところから暖かいところに移動した場合は、1時圍じ(上室温に慣らしてから使用してくだ 
さい。 

-立てたり、裏返しじして置かないでください。 

-トナーは人体に無害でずが、手やホ服じついたときはずぐじ洗ってください。 

-トナーシールを引き抜いた後は、ドラムカートリッジを強く振ったり、衝擊をちえないでくだ 
さい。トナーがこぼれることがありまず。 

-感光体（ドラム）表面には給巧に手を触れないで<ださい。 

国 保管上のごを意 

ドラムカートリッジを保管ずるときは、々の点じごを意ください。 

-使用ずるまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、捆包されていたアル 
ミ袋に入れ、保管してください。 

-直射日光をさけ、 W 下の環境で保管してください。 

温度範囲〇〜3已で、湿度範囲15〜 80 %RH (ただし、結露のないこと） 

-高温を湿になる場所には置かないでください。 

-立てたり、裏返しじして置かないでください。 

.CRT 画面、ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクなど、磁気を帯びたものの近くに置かない 
で < ださい。 

-幼児の手の届かないところに保管してください。 
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消耗品の交換と使用上のごを意 


% トナーエンプテイおよびドラム寿命について 


本プリンクではトナーエンプティ時やドラム寿命時に装置の故障を防ぐため、動作を停止させて 
おり EP 刷ができなくなりまず。オペレークパネル上に「トナー□一」や「ドラムコウカン」が 
表示された場合じは、ま斤しいカートリッジを準備してください。 

「トナー□一」や「ドラムコウカン」が表示されてから、「トナーエンプティ」や「ドラムジュ 
ミヨウ」となって装置が停止ずるまでの EP 刷可能枚数の目安はじ(下となりまず（あ < までも目安 
であり、用紙種類や EP 刷を件などじよって異なりまず）。 

A 4用紙の場合 

「トナー□一」〜「トナーエンプティ」：印字率5 %にて、約5,000ページ 
「ドラムコウカン」〜「ドラムジュミヨウ」：連続片面 EP 刷じて、が] 5.000ぺージ 


「トナーエンプティ」となって動作が停止した状態において、やむを得ずトナーカートリッジを交 
換しないで継続して使用しなければならない場合は、「カスクムモード」じずることで継続使用が 
可能になりまず。ただし「カスクムモード」は品質保証外のモードであり、本来の性能が発揮で 
きない場合（《1)がありまず。そのまま使い続けると装置が故障ずる原因となることがありま 
ず。また「カスクムモード」時の装置故障への対応につきましては、保守契おまたは保証期聞巧 
であっても有償修理となりまずので、ご留意ください。 

:「トナー□一」の表示が化なくなる場合がありまず。 

•カスタムモードの設定/解除方法について 

「オンライン」表示中（待機状態）または「トナーエンプティ」エラー表示中に[設走]スイッチ 
を3砂 W 上押してください。 W 下の表示になりまず。 


カスタムモート ' 
► * カイシ’' ョ 


[イ] [►] スイ、ソチを押して設走/解除を違択してください。 





カスタムモート'' 

► * カイシ'' ョ 

- 〔◄〕 

〔►い 

カスタムモート'' 

► セツ テイ 


〔設定]スイッチを押して、「*」を付けてください。「*」が付いているちが違択されている状態 
でず。 tTF は設定したい場合の表示でず。 


カスタムモート’ 
► * セッティ 


[オンライン]スイ、ソチを押してください。 


カスタムモート'' セツテイ ^ _ 

セイシ、' ョウシュウリョウ 父互巧不 


テ'' ンゲ' ンヲ 

V OF F /0 N シテクタ‘' サイ 


電源を OF F / ON ずると、選択した状態じなりまず。 
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ステープル針を補給する 


フイニ、ソシャー（オプション）を装着している場合、ステープル針の交換時期が近づくと、操作 
パネルに次のようなメッセージが表示されまず。 


オンライン 
ハリコウカン 

このメ、ソセージが表示されると、ステープル針が残り少なくなっていまず。次の手順に従って、 
ステープルカートリツジにステープル針を補給してください。 


園圃圃 


-弊社が巧奨していないステープル針を使用された場合、装置本ホの品 
質や性能を発揮できないおそれがあります。本製品には、弊社が巧奨 
するステープル針をご使用ください。 

-新しいステープル針を発をするときは、「サプライ品一覧」 （224 ぺ一 
ジ）の商品コードを確認のうえ、販売店にごを文〈ださい。 


〇 


プリンタが停止していることを巧 
認し、フイニッシャーのカバー G 
(フロントカバー)を開ける 


0 図のようにレバ- （ R 1) を握って、 
ステープルカートリッジホルダー 
をち端（手前）へ引き寄せる 
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ステープル針を補給ずる 


© 


オレンジ色のレバーを図のように 
引き出し、ステープルカートリッ 
ジを取り出す 


〇 


空になった針ケースの左右をつま 
み（①）、図のように力ートリツジ 
から取り出す（②） 


© 


新しいステープル針ケースを、ス 
テープルカートリッジに挿入する 


〇 オレンジ色のレバーを持って、ス 
テープルカートリツジをカチッと 
音がするまで巧し込む 



⑤ 
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第 4 章日常の操作 


カバ- 


G を閉じる 
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プリンタの清掃 


_プリンタの清掃 


ここでは、プリンクをを巧な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるようじずるため、プリン 
夕の清掃の方法じついて説明しまず。 


A 注意 


感電プリンクの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、 
電源スイッチを切り、をず電源プラグをコンセントか 
ら抜いてください。電源スイ、ソチを切らずにプリンタ 
の清掃や保守を行うと、感電の原因となるおそれがあ 
U まず。 

けがプリンタの近<で可燃性のスプレーなどを使用しない 
やけどでください。义災や故障の原因となりまず。 


% プリンタ外部の清掃 


が]1か月に1回、プリンタのクト部を清掃してください。プリンタの外側を、水でめらし固く紋っ 
た柔らかい巧でふきまず。そのあと、乾いた柔6かい布で水分をふき取りまず。巧れが取れにく 
い場合は、柔らかい布に薄めた中性洗剤を少量含ませて藍くふいてください。 


圏圖國 

ミ先剤を直をプリンタに向けてスプレーしないでください。スプレー液 
が隙間から内部に入り込み、トラブルの原因になることがあります。ま 
た、中性ミ先剤な外の洗;‘争あは、絶対に使用しないでください。 


% プリンタ内部の清掃 


紙づまりの処置やドラムカートリッジ/トナーカートリッジの交換のあとは、カバー A やフ□ン 
トカバーを閉める前に、内部の点横を行ってください。 


A 注意 


けが 「高温を意」を促ずラベルがおってある周辺（走着ュ 
やけどニットやその周辺）じは、絕対に触れないでください。 
やけどの原因となるおそれがありまず。 

なお、ヒークー部や□ーラー部に用紙が巻き付いてい 
るときじはお理に取6ないください。けがややけどの 
原因となりまず。直ちに電源スイ、ソチを切り、弊社八一 
ドウエア修理柜談センクーまたは販売店にご連給 < だ 
さし）。 


-紙片が残っている場合は、取り除きまず。 

-ホコリや巧れなどがある場合は、乾いた清潔な布などでふき取りまず。 






















第 4 章日常の操作 


-給おトレイの上部を乾いた清潔な布などでふき取りまず。 



幅の狭い用紙を EP 刷した場合じは、次の箇所を清掃して<ださい。 

. カバ ー A およびフ□ントカバーを開けてドラムカートリッジを引き化し、下図のフィルム状の 
ガイドを乾いた清潔な布などでふき取りまず。このとき、ガイドを折り曲げないようじを意し 
てください。 



A ま意 


やけどプリンタを使用した直後は走着器が非常に熱<なって 
いまず。高温注意ラベルがおってある箇所 （ を着器やそ 
の周辺）には、絶巧に触れないで<ださい。やけどの原 
因になることがありまず。 


-下図の搬送ガイドを乾いた清潔な巧などでふき取ってください。 
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パンチ穴のクブを捨てる 


パンチ穴のクズを捨てる 


フィニ、 ソシャー（オプション）を装着している場合には、パンチ巧のクズがパンチダストボック 
ス ( R 4) じたまると、操作パネルに次のようなメッセージが表示されまず。 


6 3 0 

2 

ハ。 

ンチ 

テ'' キマセン 

夕'ス 

卜 

ホ。 

ックス 

フル 


このメッセージが表示されたら、次の手順に従って、たまっているパンチ穴のクズを捨ててくだ 
さし''。 


〇 


フイニッシャーのカバー G を開け 
る 


© パンチダストボックスの取っ手を 
右手で持ち、 ホルダー 上部にある 
取っ手が見えるまで、ゆっくり引 
き出す 


© 


ホルダー 上部にある取っ手が見え 
たら、左手で落下防止用チェーン 
のフックをかす 


圏圈圆 


このときパンチダストボックスが巧にをち 
ないように、気をつけてください。 



















































































第 4 章日常の操作 


〇 


ホルダー 上部の取っ手に左手を添 
え、両手でパンチダストボックス 
をゆつくり引き巧く 


圏圖國 

パンチダストボックスは、床に落とさないよ 
うに、両手でしっかりと持って、引きおいて 
ください。 


© パンチ巧のクズを捨てる 


〇 パンチダストボックスを元に戻す 


〇 落下防止用チェーンのフックを図 
の位置の巧に引っかける 
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カバ ー G を閉じる 




























第 4 章日常の操作 


_プリンタを長時間使用しないとき 


1週聞 W 上プリンタを使用しないときは、電源スイッチを切り、電源プラグを電源コンセントか 
ら抜いておきまず。また、用紙を給おトレイや給おカセットから取り化し、湿気やほこりの少な 
い場所に保管しまず。 


A 警告 


感電電源プラグは絶対に濡れた手で触らないで<ださい。 
感電の原因となる恐れがありまず。 

感電電源プラグをコンセントから抜<ときは、あず電源プ 
义が ラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張る 
と電源コードのな線が露化したり、断線したりして、义 
炎-感電の原因じなることがありまず。 


〇 電源の切断を確認し、電源コードを取り外す 

プリンクの電源スイッチを「ろ」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプ 
リンクの電源コードコネクタか6抜きまず。 


園圃圃 


© 


エラーメッセージが表示されているときは、オペレータパネルのメッ 
セージに従った処置をしてから電源を切ってください。 

喝 「オペレータパネルのエラーメッセージ」 （198 ぺージ）参照 


用紙を取り出す 

給おカセツトから用紙を取り化し、湿気やほこりのない場所に保管しまず。 


r ： 参照 用紙の保管じついては、「第6章用紙じついて」（157ページ）参照 
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プリンタを移動ずるとき 


_プリンタを移動するとき 


プリンタを運搬したり、移動したりずるときじは、次の点にを意してください。 


A 注意 


けが本製品は、オプションや用紙が入っていない状態でお 
48.3 kg ありまず。プリンタを動かず場合は、必ず3人 
じ(上で持ち運んで<ださい。プリンクを持ち上げるとき 
は、腰を痛めないように十分に膝を折り、プリンク正面 
(操作パネル側）および背面に向かい、給おトレイ両端 
の下部とプリンクち側面じあるくぼみを両手でしっか 
り と持って<ださい。指走場所 W 外を持って持ち上げる 
ことは絶対じしないでください。を下によりケガの原因 
じなることがありまず。 




广 乃'1 が 1 -^ 

オプション（プリンク RAM モジュールは除く）を取りがけているプリ 
ンタを移動ずる場合には、プリンタ本体からオプションを取リクトしま 
ず。プリンク本体やオプションは傷がつかないように捆包してか6運搬 
して<ださい。移転など、プリンクを長距離移動ずる可能性がある場合 
は、捆包がを保管しておくと便利でず。 

\ _ / 
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ぶ〈に移動する 


プリンクを設置していた机を変えたり、隣の部屋に移動させたりずる場合は、 W 下の手順に従つ 
て < ださい。 


〇 


電源の切断を確認し、電源コードを取り外す 


プリンタの電源スイ、ソチを「ろ」側に倒しまず。電源コードを電源コンセントおよびプ 
リンタの電源コードコネククから抜きまず。 



© ケ-ブルを巧〈 

パラレルケーブルまたは USB ケーブルをクトしまず。また、 LAN ケーブルが接続されてい 
る場合、 LAN ケーブルを外しまず。 


© 


排紙トレイの用紙を取り除く 


排おトレイに用紙がある場合は、用紙を取り除きまず。 


〇 


給紙トレイ、給紙カセットの用紙を取り除〈 

給おトレイ、給おカセットをプリンクか6引き化し、用紙を取り除きまず。 


© 


r ： 参照 用紙の保管じついては、「第6章用紙について」（157ページ）参照 

ドラムカートリツジを取り外す 

プリンタ内部からドラムカートリツジを取り外しまず。 


r ： 参照 「ドラムカートリツジの交換」 （108 ページ )参照 



〇 適切な場所に、プリンタを設置し直す 

r ： 参照 設置し直すときの手順については， 

「第2章プリンク本体の設置」巧5ページ）参照 


m 












プリンタを移動ずるとき 


% 捆包して運搬する 


プリンタを運搬ずるときは、取り付けてある付属品などを外し、もう一度捆包ずるあ要がありま 
ず。 W 下の手順に従ってください。 


〇 


付属品を取り外す 


心寒堅「おくに移動ずる」 の〇〜 0(126 ページ）参照 
© 捆包し直す 

下図のように捆包して、運搬してください。 

精密機械でずから、運搬ずるときは W 下の点にを意して、ていねいじ取り扱ってください。 



'捆包時は、製品購入時に使用していた捆包がで捆包して<ださい。 

-ドラムカートリッジはをずプリンタから取り化してください。取り化したドラムカート 
リッジはビニール袋等に入れて運搬してください。 


r ： 参‘頃 「ドラムカートリツジの取り扱いと保管」 （1 14ページ）参照 
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第 5 章 

オペレータパネルの操作 



この章では、液晶ディスプレイに表示される内 
容と、オペレータパネルの操作のしかたについ 
て説明します。 


オペ レータパ ネル . 130 

液晶ディスプレイの表示内容 . 132 

電源お入時の表示内容 . 132 

オンライン（印刷できる状態）時の表示内容...133 
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トナーカートリツジ交換時の表示内容 . 135 

オペレータパネルか6の設定（メ ニューモー ド）.…136 

基本的な操作 . 136 

メニューモードの項目一覧 . 139 

オペレークパネルで巧える主な設定と操作 ....... 148 

TCP / IP の動作確認 . 151 

セキュリティに関する設定 . 153 

消耗品の管理 . 154 













第 5 章オペレークパネルの操作 


ホへレ——タゾ《冬 J レ 


オペレータパネルじは、操作にを要なスイッチ、表示ランプ、およびあ晶ディスプレイがありま 
ず。ここでは、オペレークパネルの機能を説 S 月しまず。 



① 

あ晶ディスプレイ 

プリンクの状態を巧らせるメッセージや設定項目などを表 
示しまず。 （1 行16文字の2段に表示されまず。） 

② 

メニュースイ、ソチ 

プリンクをメニューモードにしまず。メニューモードでは、 

プリンクに関ずる各種の設走を行いまず。メニューモード 
を終了ずるときも使用しまず。 

③ 

スイ、ソチ 

メニューモードのときじ、設定項目および設定値の選択に 
使用しまず。 

④ 

設走スイ、ソチ 

メニューモードのときじ、選択した値を有タカにしまず。ま 
た、印刷中止のお認など、プリンクが一時停止している EP 
刷を続行しまず。 

⑥ 

オンラインランプ 

オンラインランプは、プリンクが印刷できる状態かどうか 
を巧6せまず。 



点な 

印刷できる状態または印刷中でず。 



点滅 

データ受信中でず。 



消な 

EP 刷できない状態でず。 

⑧ 

エラーランプ 

プリンクの異常を巧らせまず。 



点な 

プリンタでエラーが発生していることを示しま 
ず。 



消な 

プリンタが正常に EP 刷できる状態であることを示 
しまず。 

⑦ 

オンラインスイ、ソチ 

「オンライン」「オフライン」が切り替わりまず。また、メ 
ニューモードを解除しまず。 

⑨ 

リセ、ソトスイ、ソチ 

EP 刷を中止しまず。また、テスト EP 刷（連続 EP 刷）を中断 
しまず。 
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オペレータパネル 


⑨ 

節電中ランプ/ 

節電中ランプは、プリンクが節電状態かどうか®6せまず。 


節電スイ、ソチ 

節電スイ、ソチを押ずと節電状態を解除しまず。 



点な 

節電状態であることを示しまず。 



消な 

節電状態が解除されていることを示しまず。 


C 参照 「メニュー」「▲」「▼」「◄」「►」の各スイ、ソチじついては、 

「オペレータパネルからの設定（メニューモード）」 （13 目ページ）参照 



運 

用 

編 
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第 5 章オペレークパネルの操作 


液晶ディスプレイの表示内容 


あ晶ディスプレイは、プリンタの設走状態や、エラーが発生したときの内容などを表示ずるもの 
でず。1行16文字で2段に表示されまず。 

エラーが発生ずると「エラー」ランプが点なし、あ晶ディスプレイじエラーメッセージを表示し 


まず。 


广乃 1 が 1ド! - 'N 

エラーメッセージの表示内容と対処ち法じついては、「第7章こんな 
ときじは」の「オペレータパネルのエラーメッセージ」 (198 ページ） 

を参照してください。 

\_ J 


% 電源、投入時の表示内容 


プリンクの電源を入れると、プリンクが動作ずるためにあ要な診断が行われまず。診断が終わり、 
プリンタを使用できるようになると、あ晶ディスプレイじ「オンライン」と表示されまず。 


r ： 参-頃 「プリンクの動作とオペレークパネルの表示のお認」巧0ページ）参照 
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あ晶ディスプレイの表示内容 


% オンライン（印刷できる状態）時の表示内容 


印刷可能状態のときじあ晶ディスプレイに表示される内容について説明しまず。 


^プリンタ状態 

参イ ンターフ てー ス状態 

♦動作モードの設定 

J _, J _ I 


オンライン 

ハ 。ラレル EP 

トナーロー 

1 -A 4 


i 警告情報 



給紙口/用紙サイズ 


項目 

表示内容 

説明 

プリンタ状態 

プリンクの状態を表示しまず。 

オンライン 

オンライン状態または巧刷デー女を受信中 
でず。 

オフライン 

オフライン状態でず。 

インサツチュウ 

印刷を行っていまず。 

ゾ ュンヒ* 

ウォームアップ中、またはクールダウン中 
(*) でず。 

セシテ'' ン 

パワーセーブ中（節電 1) でず。 

インクーフェース 
状態 

デークを受信したポート状態を表示しまず。 

ノ V ラレル 

パラレルポート経由でパソコンと通信して 
いまず。 

LAN 

LAN ポート経由でパソコンと通信していま 
ず。 

USB 

USB ポート経由でパソコンと通信していま 
す。 


* :大量の連続 EP 刷中や、異なる用紙設定に切り替えて EP 刷ずる場合に、走着器の過熱を防ぐた 
めに冷やしていまず。 
































第己章オペレークパネルの操作 


項目 

表示内容 

説明 

動作モード 

プリンクの動作モードを表示しまず。エミュレーシヨン設をが 「 ESC / 
P 」 の場合は 、 Printia XL ドライバか6の印刷時、動作モードを自動 
で切り替えまず。（初期値はエミュレーシヨン設を「解除」） 

E P 

ESC / P モード 

HX 

HEX ダンプ印刷モード 

表示なし 

Printia XL ドライバの巧刷動作中 

MW 

Printia XL ドライバを使用した部単位印刷 
時のメモリ書き化み中 

MR 

Printia XL ドライバを使用した部単位印刷 
時のメモリ読み化し中 

警告情報 

警告情報を表示しまず。 

表示なし 

警告なし 

テ‘一タ アリ 

ホ処理デークがある状態 

卜"ラムコウカン 

ドラムカートリッジの交換準備 

トナー□- 

トナーの残りが少な< なつた状態 

八リコウカン 

ステープル針なし 

ソウチシ A ユ5ヨウ 

プリンクが寿命に達した状態 

テイチヤクつウカン 

走着器の交換時期 

キット A コウカン 

定期交換キット A の交換時期 

キット目 コウカン 

定期巧撫キット目のを換時期 

キットにコウカン 

定期交換キット C の交換時期 

テイチヤク 

走着器交換準備 

キット A 

走期交換キット A の交換準備 

キット B 

を期交換キット B の交換準備 

キットに 

を期交換キット C の交換準備 

カセットカクニン n 

カセットなし状態 

サイス' カクニン n 

用紙サイズエラー状態 

八イシトレイフル 

フェイスダウントレイフル 

トツフ°トレイフル 

トップトレイフル 

スクッカトレイフル 

スタツカトレイフル 
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あ晶ディスプレイの表示内容 


項目 

表示内容 

説明 

給お □/ 用紙サイブ 

EP 刷中の給お□と用紙サイブを表示しまず。 


齡お □】 


1 - 

給おカセット1から、給お、 EP 刷中でず。 


2- 

給おカセット2から、給お、 EP 刷中でず。 


3- 

給おカセット3から、給お、 EP 刷中でず。 


4- 

給おカセット4か6、給お、 EP 刷中でず。 


M - 

給おトレイから、給お、印刷中でず。 


【用紙サイズ】 


A 3 

A 3 用紙を給お、印刷中でず。 


A 4 

A 4 用紙を給お、印刷中でず。 


A 5 

A 己用紙を給お、印刷中でず。 


B 4 

B 4 用紙を給お、印刷中でず。 


B 5 

B 5 用紙を給お、印刷中でず。 


LG L 

リーガル用紙を給お、 EP 刷中でず。 


LTR 

レクー用紙を給お、 EP 刷中でず。 


八力' キ 

郵便はがきを給紙、 EP 刷中でず。 


フテイ 

ユーザ定義サイズの用紙を給紙、巧刷中で 
す。 



節電時の表示内容 


プリンタが節電2の状態になると、あ晶ディスプレイの表示が消え、節電中ランプが点なしまず。 
印刷データを受信ずるか節電スイッチを押ずことじより、ウォームアップを開始し、オンライン 
状態となりまず。 


% トナーカートリッジ交換時の表示内容 


トナーカートリッジを交換した際に、トナー補給のため液晶ディスプレイの表示が W 下のように 
なります。 


トナーホキュウチュウ 
シハ'' ラクオマチクタ'' サイ 


表示が消えるまで、しばらくお待ちください。 

广巧 I ィ I ド! -\ 

トナー補給じは、最大100秒程度かかりまず。 

\ _ ) 
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第己章オペレークパネルの操作 



ータパネルからの設定 



プリンタの設走を変えたり、設定内容をお認したりずるときの操作方法について説 S 月しまず。設 
をの変更やお認は、メニューモードで行いまず。 


r ： 参照 メニューモードで設をできる項目（レベルおよび設走:値）は、「メニューモードの項目 

一覧」（139ページ）参照 


% 基本的な操作 


メニユーモードに入るときは、「メニユー」スイ、ソチを押しまず。 

メニューモードを終了させるじは、「メニュー」または「オンライン」スイ、ソチを押しまず。 



「メニュー」 I T 「メニュー」または 
y I 「オンライン」 



メニューモードでは、目的の設を値を上位のレベルから順に選んで表示し、設をしまず。設を値 
までのレベルの深さは項目によつて異なりまず。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


广巧 1 嘯 1ド! - 

-プリンタがオフライン状態、オンライン状態のいずれの場合も、「メ 
ニュー」スイ、ソチを押せばメニューモードに移わしまず。ただし、印刷 
の途中（オンラインランプ点滅中や「テ* —タアリ」表示中）は、メ 
ニューモードに入ることはできません。電源を入れてか6しば6く経つ 
ている場合、オペレータパネルに「セツデン」と表示されることがあり 
まずが、メニューモードに入れまず。 

節電中ランプが点なしていてオペレータパネルに何も表示されていない 
場合は、メニューモードに入れません。「節電」スイッチを押して節電状 
能を 谭玲 L 了くドとし、。 

-オペレータパネルの操作を制限している場合は、次の画面が表示され、 
パスワードの入力がを要じなりまず。 


ハ。スワート， 


r ： 参照 「オペレークパネルの操作制限」（154ページ）参照 

\_ y 


メニューモードでは、次のスイ、ソチを使用しまず。 


「◄」または「►」スイ、ソチ 

同じレベルで項目を切り替えまず。設定ずる値を変えたい 
ときにも使用しまず。 

「▼」または「▲」スイ、ソチ 

下のレベルまたは上のレベルに移動しまず。 

「設定」スイ、ソチ 

表示された値に設をずるときや、システム印刷を行うとき 
に押しまず。 


メニュ— 

— ► 

メニュー 

— ► 

メニュ— 

►システムインサツ ▼ 

< — 

►シヨキセツテイ ▼ 

4— 

►インサツセッテイ ▼ 


「▼」 i t 「▲」 ' イ」 


システムインサツ 
セッテ1ノインサツ ▲ 

i 「設定」 


セッテイノインサツ 
インサツチュヴー 

























































第己章オペレークパネルの操作 


•スイッチの使い分けと設定例 


「◄」「►」スイッチをカーソルの移動に使用している場合は、設定値は「▼」「▲」スイッチを使 
用しまず。 

IP アドレスの設をを W 下に示しまず。 


〇 


「◄」「►」スイッチで、設定するブ 
ロックに力ーソルを移動する 


© 


「▲」（加算）、「▼」（減算）スイッ 
チで値を設定する 


© 


をブロックの設定が終わったら 
「設定」スイッチを巧す 


〇 


「メニュー」スイッチ、または「才 
ンライン」スイッチを押す 




i 「►」 

「◄」 

…アト" 

レス 



* 0. 

0. 

0. 

0 



i 「▲」 

「▼」 

I P アト'' 

レス 



192. 

0. 

0. 

0 

i 「設定」 

…アト" 

レス 


▲ 

を1 92. 168 

0. 

10 


•プリンタのリセット 

プリンクは、 「 IP アドレス設走」、 「 LAN 設走」、 「 USB ポート設走」-「受信バッファ」内の設走 
値を変更し、「メニュー」スイッチまたは「オンライン」スイ、ソチでメニューモードを終了した場 
合にリセ、ソトされまず。 

•テスト印刷（連続印刷）の終了 

「テスト印刷」の連続印刷は、「リセット」スイ、ソチを押ずと終了しまず。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


メニューモードの項目_覧 


メニューモードで設走できる項目の一覧を次の表に示しまず。設を值じ記載された「*」および 
数値は、工場化荷時に登録される初期設定を示しまず。 


照 各項目の設定方法については、 

「オペレータパネルからの設定（メニューモード）」 （13 目ページ）参照 


レべ J レ 1 

レベル 2 

レベル3 

レベル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

システム 
巧刷 

設をの EP 刷 





現在のプリンタの設を内容 
を EP 刷しまず。 


HEX ダンプ 
印刷(*4) 





へキサダンプおまで印刷し 
まず。 


テスト EP 刷 




格子連続1 

格子を600 dpi で連続で巧刷 
します。 






格子連続2 

格子を300 dpi で連続で巧刷 
します。 






格子連続3 

格子を1200化 i で連続で印 
刷します。 






ESC/P 
印刷 (-4) 

ESC / P モードで使用ずる文 
字をエミュレーシヨン解像 
度でテスト EP 刷しまず。 






フィニ、ソ 
シャー （ホ 11) 

フイニ、ソシヤーをテストし 

まず。（*13) 


消耗品 

レポート 





消耗品の警告履歴のレポー 
卜を印刷しまず。 

初期設定 

IP アドレス 
設定: CM ) 

DHCP 
自動取得 


ホ 

設を 

IP アドレス、サブネットマ 
スク、ゲートウェイを DHCP 
じより自動取得しまず。 






解除 

IP アドレス、サブネットマ 
スク、ゲートウェイを DHCP 
じより自動取得しません。 



IP アドレス 

C で） 



XXX . XXX . 

XXX.XXX 

IP アドレスを設をしまず。 



サブネット 
マスク (-2) 



XXX . XXX . 

XXX.XXX 

サブネットマスクを設をし 
まず。 



ゲートウェ 
イ (-2) 



XXX . XXX . 

XXX.XXX 

ゲートウェイを設定します。 
ゲートウェイを使用しない 
場合は、0.0.0.0じ設定して 
ください。 


LAN 設定 

MAC アドレス 



表示 

MAC アドレスを表示します。 



Ethernet 夕 


ホ 

自動 

自動お化して動作しまず。 



イプ（*の 



100 Mbps 

フル 

100 Mbps ( Full ) で動作し 
まず。 






100 Mbps 

八ーフ 

100 Mbps ( Half ) で動作し 
まず。 






10 Mbps 

lOMbps で動作しまず。 



TCP/IP 


ホ 

有タカ 

TCP / IP を有効にしまず。 



プ〇トコル 



おタカ 

TCP / IP を無劾にしまず。 
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第 5 章オペレークパネルの操作 


レべ J レ1 

レベル2 

レベル 3 

レベル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

初期設定 

LAN 設定 

ポート番号 
(*1) 

EP 刷ポート 
番号 


9313 

巧刷を行うときに使用ずる 
ポート番号を設定しまず。 

[1 〜郎 535] 




檢索ポート 
番号 


9313 

ネットワーク内のプリンタ 
を横索ずるときに使用ずる 
ポート番号を旨曼定しまず。 

[1 〜郎 535] 



サービス 

設定 

(*1)(*9) 

プリンタ 

検索 

味 

有タカ 

ネットワーク内のプリンタ 
を横索ずる機能を有巧にし 
まず。 






おタカ 

ネットワーク内のプリンタ 
を横索ずる機能を無タカにし 
まず。 




インター 
ネツトサー 
ビス 

夺 

有タカ 

WEB ブラウザでプリンクの 
状態をお認ずることや設走 
を更新ずることができまず。 






減 

WEB ブラウザでのプリンタ 
の状態お認や、設定が無巧に 
なります。 




SNMP 

夺 

有タカ 

SNMP を有効じしまず。 






おタカ 

SNMP を無効じしまず。 




プリンタ起 
動通® 

乐 

有巧 

プリンク起動時にネット 
ワークに通巧しまず。 






お》力 

プリンタ起動時にネット 
ワークに通知しません。 




臣 PPEP ®! 

ホ 

有タカ 

Printianavi ネットワーク 
ポートモニクでの LAN ポー 
卜印刷を有タカじしまず。 






お》力 

Printianavi ネットワーク 
ポートモニクでの LAN ポー 
卜印刷を無タカじしまず。 




IPPEP 刷 

ホ 

有タカ 

IPP による巧刷を有劾じし 
まず。 






お》力 

IPP による EP 刷を無タカにし 
まず。 




LPR 印刷 

ホ 

有タカ 

LPR 印刷を有タカじしまず。 






お効 

LPR 印刷を無巧にしまず。 




RAW 印刷 

ホ 

有タカ 

RAW 印刷を有効にしまず。 






おタカ 

RAW EP 刷を無タカにしまず。 



アクセス 

管理 

(*1)(*8) 
の〇) 



有タカ 

プリン女にアクセスずるホ 
ストを IP アドレスで制限し 
まず。 〔IP アドレスの範囲は 
Printia LASER Internet 
Service で設定:しまず。） 





ホ 

無タカ 

プリンクへのアクセスを制 
限しません。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


レベル1 

レベル2 

レベル3 

レベル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

初期設を 

ポート設を 

八ラレル 
ポート哉定 

双ち向 
モード 

ホ 

設ぉ 

双方向インクーフェースを 
有巧にしまず。 






解除 

双ち向インクーフェースを 
無》力にしまず。 




INIT 受信 

ホ 

有巧 

INIT 信号を受信したときの 
初期化動作を有タカじしまず。 






無巧 

INIT 信号を受信したときの 
初期化動作をお巧じしまず。 




タイムアウ 
卜時間 


30秒 

一走!時聞印刷しなサつた場 
合に、他のポートからの印刷 
を可能にずるときのクイム 
アウト時聞を設をしまず。 

[10 〜％ 00 秒] 10 砂単位 



USB ポート 
設ぉ 

双ち向 
モード 

ホ 

設を 

双方向インクーフェースを 
有巧にしまず。 






解除 

双ち向インクーフェースを 
無》力にしまず。 




タイム 
アウト時闇 


30秒 

一を時聞印刷しなかつた場 
合に、他のポートからの印刷 
を可能にずるときのクイム 
アウト時圍を設をしまず。 

[10 〜％ 00 秒] 10 秒単位 




受信バッ 

ホ 

標準 

USB の受信バッファ容量を 




ファ 


MIN 

設:定しまず。 






MAX 



管理/ 

初期化 

メニユー 
操作制限 
(*9) 



設走 

オペレークパネルを□ック 
し、パスワードの入力を要求 
しまず。 





ホ 

解除 

オペレータパネルの操作が 
有タカになります。 



LAN 巧期化 




LAN じ関ずる設定値を工場 
化荷時の値に戻しまず。 



設定初期化 




ずべての設定値を工場化荷 
時の値に戻しまず。 

( LAN に関する設をを除きま 
ず。） 



パスワード 
変更 




オペレークパネルを□ック 
しているときに要求される 
パスワードを変更しまず。パ 
スワードは4ケク W 内の数 
字を入力しまず。 



消耗品履歴 
初期化 




消耗品レポートじ表 7 K され 
る消耗品の警告履歴をクリ 
アします。 



























第己章オペレークパネルの操作 


レベル3 

レベル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

節電モード 



節電 1 

節電時圍で設走した時圍、印 
刷しない場合に自動的に定 
着器をオフにしまず。 

ホ 

節電2 

節電時聞で設定した時圍、印 
刷しない場合に定着器、あ晶 
ディスプレイ表示をオフに 
しまず。 

節電時闇 



3分 

設定した値が経過ずると、節 


15 分 

電モードで结定したモード 
に遷移しまず。 

ホ 

30分 


60分 


240分 

ブザー 


夺 

設走 

エラー時にブザーを鳴動さ 
せまず。 


解除 

エラー時にブザーを鳴動さ 
せません。 

ク、ソチ音 


ホ 

設走 

スイ、ソチを押したときに、 
ク、ソチ音を鳴らしまず。 


解除 

スイ、ソチを押したときに、 
ク、ソチ音を鳴らしません。 

主走査ち向 
位置 

給紙トレイ 


0.0 mm 

給紙トレイ、各カセット、両 
面ユニ、ソトのスキヤンずる 
方向（横ライン）の位置を調 
整しまず。 

[-2.0 〜 2.0 mm ] 0.2 mm 単位 

カセット 1 

カセット2 

カセット3 
(巧） 

カセット4 
(巧） 

両面ユニット 

C ち） 

副走査ち向 
位置 

給紙トレイ 


0.0 mm 

給おトレイ、各カセット、両 
面ユニットのお送りち向（縱 
ライン）の位置を調整しま 
ず。 

[-2.0 〜2.0 mm ] 0.2 mm 単位 

カセット 1 

カセット2 

カセット3 
(巧） 

カセット4 
(巧） 

両面ユニット 
(巧） 

エミ ュレー 
シ ョ ン設定 


ホ 

解除 

プリンクを XL ドライバモー 
ドで動作させまず。 


ESC/P 

プリンタを ESC / P エミユ 
レーシヨンモードで動作さ 
せまず。 


レべ J レ1 


レぺ J レ2 


初期設定 


その他の 

設定 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


レべ J レ1 

レベル2 

レベル 3 

レベル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設走 

給お □ 



ホ 

カセット1 

1段目の給おユニツトから 
給紙しまず。 






カセット2 

2段目の給おユニツトから 
給紙しまず。 






カセット3 

(ホ 3) 

3段目の給おユニ、ソトから 
給紙しまず。 






カセット4 
の) 

4段目の給おユニツトから 
給おしまず。 






給紙トレイ 

給おトレイから給紙しまず。 


自動給紙 

給おトレイ 


* 

有タカ 

自動給紙を行いまず。 


S 又た 

カセット1 



おタカ 

自動給紙を行いません。 



カセット2 







カセット3 
(*3) 







カセット4 
(*3) 






給紙トレイ 



ホ 

A 4 

A 4 サイズに設定しまず。 


用紙サイズ 




臣5 

B 已サイズに設定しまず。 






A 己 

A 5 サイズに設走しまず。 






リーガル 

リーガルサイズに設定しま 
す。 






レター 

レターサイズじ設定します。 






八ガキ 

はがきサイズに設ちしまず。 






不定お 

ユーザ定義サイブに設定し 
まず。このときの用紙サイブ 
は、「不をおサイズ」の「不 
をお幅」および「不をお長 
ご」 し言又/ E しまろ。 






A 3 

A 3 サイズに設定しまず。 






B 4 

B 4 サイズに設走しまず。 


不定お 
サイズ 

不定お幅 



297 mm 

給おトレイにセツトずる不 
をお用紙の横の長さを指走 
しまず。 

[100〜 297 mm ]1 mm 単位 



不定お長さ 



420 mm 

給おトレイにセツトずる不 
をお用紙の縱の長さを指走 
しまず。 

[148〜 420 mm ] 1 mm 単位 


両面巧刷 

C ち） 



ホ 

解除 

システム印刷時および ESC / 
P 印刷時に両面印刷を行い 
ません。（片面印刷） 






設定 

システム印刷時および ESC / 
P 印刷時に両面印刷を巧い 
まず。 


オフセット 

排紙 



ホ 

設を(*12) 

1回 （1 部）の印刷ごとに用 
紙排紙の位置を交互にシフ 
卜しまず。 






解除 

オフセツト排紙を巧いませ 
ん/。 
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第 5 章オペレークパネルの操作 


レべ J レ 1 

レベル 2 

レベル3 

レベル4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設を 

排紙 □ 

(*11) 



乐 

スタツカ 
トレィ 

スタッカトレイに排紙しま 
ず。 






フェイスダ 
ウントレイ 

フェイスダウントレイに排 
紙しまず。 






トップトレ 
ィ 

トップトレイに排紙しまず。 


印刷ち向 

(ネ 4) 



乐 

縦 

用紙の短い辺に巧して平行 
に EP 刷しまず。上端/左端の 
余白は固走じなりまず。 






縦余白 

用紙の短い辺に巧して平行 
に印刷しまず。縦余白設走で 
設定した余白を付けて EP 刷 
しまず。 






横 

用紙の長い辺に巧して平行 
に印刷しまず。上端/左端の 
余白は固をになりまず。 






横余白 

用紙の長い辺に対して平行 
に印刷しまず。横余白設走で 
設定した余白を付けて印刷 
しまず。 


縮小印刷 



ホ 

100% 

縮かせずに印刷しまず。 


(*4) 




75% 

75%に縮小して巧刷します。 






70% 

70%に縮小して巧刷しまず。 






リスト巧刷 
A 4 

ストックフォーム用の印刷 
データを7己％じ施かして 
A 4 用おじ横ち向で印刷しま 
ず。 






リスト巧刷 
B 4 

ストックフォーム用の印刷 
デークを B 4 用紙に横ち向で 
印刷しまず。 


コピー枚数 
(*4) 




1枚 

巧刷ずる部数を設定しまず。 
[1 〜999枚〕 


とじしろ 



乐 

長辺とじ 

長辺側をとじしろとしまず。 


ち向(*4) 




短辺とじ 

短辺側をとじしろとしまず。 


とじしろ 
モード（*4) 



味 

左/上とじ 

左側、または上側をとじま 
ず。 






ち/下とじ 

ち側、または下側をとじま 
ず。 


とじしろ量 
(*4) 

表 



0 mm 

表面のとじしろ量を設定し 
まず。 

[〇〜 30 mm ] 1 mm 単位 



裏（*已） 



0 mm 

裏面のとじしろ量を設走し 
まず。 

[〇〜 30 mm ] 1 mm 単位 


スムージン 



ホ 

設定 

E 口刷結果を滑らかにしまず。 


グ（*4) 




解除 

印刷結まを滑らかにしませ 
ん/。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


レベル 1 

レベル 2 

レベル 3 

レベル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

印刷設走 

h ナー 
セーブ（*4) 



ホ 

解除 

トナーを節約しません。 


設定 

トナーを節約しまず。 

データなし 
印刷 (-4) 



ホ 

解除 

データのないページを巧刷 
しません。 


言受定！ 

データのないページを印刷 
しまず。 

タイマー 
監視印刷 
(*4) 



ホ 

解除 

クイマー監視巧刷を行いま 
せん。 


30秒 

監視時間を30秒にしまず。 


10秒 

監視時間を10秒にしまず。 

EP モード 
設を（*4) 

文字コード 



ホ 

カタカナ 

カタカナコード表を使用し 
まず。 

夕参ぉ『オンラインマニユ 
アル』「エミユ レー 
シヨン編」参照 


グラフイッ 
ク 

化張グラフィックコード表 
を使用しまず。 

ヴ 参照『オンラインマニユ 
アル』「エミユ レー 
シヨン編」参照 

給紙位置 
(巧） 



* 

8.5 mm 

印刷開始位置を用紙の上辺 
から 8.5 mm に設定しまず。 


22 mm 

印刷開始位置を用紙の上辺 
から 22 mm じ設定しまず。 

ちマージン 
位置 



ホ 

用紙幅 

用紙幅に合わせてちマージ 
ンを設走しまず。ちマージン 
は.使用ずる用紙サイズの印 
刷領域のち端まででず。 


13日巧 

用紙サイズに関係なく136 
巧り 3.6 インチ）に設走しま 
ず。用紙幅が136巧に満た 
ない場合.印刷領域を越えた 
部分は印刷されません。 

ANK 文字 



ホ 

□ -7 ン 

ANK 文字の書体を□ーマン 
じしまず。 


サンセリフ 

ANK 文字の書体をサンセリ 
フじしまず。 

漢字書体 



ホ 

明朝 

漢字の書体を明朝体にしま 
す。 


ゴシック 

漢字の書体をゴシ 、ソク 体に 
しまず。 

CR コード 



ホ 

CR のみ 

CR 動作（復帰のみ）を行い 
まず。 


CR&LF 

CR 動作〔復帰）と LF 動作 
(改行）を行いまず。 




編 
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第 5 章オペレークパネルの操作 


レべ J レ 1 

レベル 2 

レベル 3 

レベル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

EP モード 
設定 0^4) 

縱ぉ td 言曼ぉ 

縱上端余白 



8.5 mm 

縱印刷のときの上端余白を 
設定しまず。 

[ 給紙位置（*6)〜 

50.0 mm ] 0.1 mm 単位 

縱左端余白 



5.0 mm 

縦印刷のときの左側余白を 

己又リこ1^^"^ 〇 

[5.0 〜50.0 mm ] 0.1 mm 単位 

横余白設定 

横上端余白 



8.5 mm 

横巧刷のときの上端余白を 
設をしまず。 [ 給紙位置（*6) 
〜 50.0 mm ] 0.1 mm 単位 

横左端余白 



5.0 mm 

横印刷のときの左側余白を 

[5.0 〜50.0 mm ] 0.1 mm 単位 

印字位置 
調整 

綿印字位置 



0.0 mm 

巧刷時の縱巧字位置を設定 
しまず。 [-30.0 mm 〜 

30.0 mm ] 0.1 mm 単位 

横印字位置 



0.0 mm 

巧刷時の横印字位置を設定 
しまず。 

[-30.0 mm 〜30.0 mm ] 

0.1 mm 単位 

保守 

メニュー 

印刷枚数 




xxxxxxx 

ページ 

総印刷枚数を表示しまず。 

メモリ容量 




XXXMB 

標準メモリおよび増設メモ 
リの合計のメモリ容量を表 
7 K しまず。 

メイン 

ROM 版数 




Ver XX.XX 

プリンタのファームウェア 
の版数を表示しまず。 

エンジン 
ROM 版数 




Ver XX.XX 

プリンタの八ードウェア制 
御プ□グラムの版数を表示 
しまず。 

エンジン 
ステークス 




STATUS 

xx=xx 

サービス 員がメンテナンス 
のために使用ずる装置情報 
でず。 

NV コード 




CXX-FXX 

=XX 

サービス 員がメンテナンス 
のために使用ずる装置情報 
でず。 

装置 

ステークス 




xx=xxxx 

xxxx 

サービス 員がメンテナンス 
のためじ使用ずる装置情報 
でず。 

US 巨ステー 
クス 




表示 

USB の接続状態を表示しま 
ず。 

(HIGH SPEED 、 

FULL SPEED 、 ホ接続） 

LAN 

ステータス 




a . bbbb.cc 

cc.dd 

LAN の通信状態を表示しま 
ず。 

r ： 参照 「 TCP / IP の動作お 
認」り51ページ）参 
照 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


レベル 1 

レベル 2 

レベル 3 

レベル 4 

設定値 

機能〔範囲〕 

保守 

メニュー 

IP アドレス 
表示 CM ) 




IP アドレ 
ス 

現在の IP アドレスを表示し 
まず。 


サブネット 

マスク 

現在のサブネットマスクを 
表71^しまず。 


ゲートウェ 
イ 

現在のゲートウェイを表示 
します。 

ソフト 
スイ、ソチ 

ソフト 
スイ、ソチ X - 

X 


ホ 

OFF 

サービス員がメンテナンス 
のために使用ずる装置情報 
でず。 

変更しないでください。 


ON 


*1 : 「 TCP / IP プ□トコル」が「無タカ」のときは、表示されません。 

*2 : 「 DHCP 自動取得」が「設を」のときは、表示されません。 

*3 :化張給紙ユニット（オプション）を取り付けているとき表示しまず。 

*4 :「エミュレーション設走」で「解除」を選択している場合は、表示されません。 

广巧 1ィ1ド! - N 

アプリケーションで PrintiaXL ドライバを使用して印刷ずる場合には、 
オペレータパネルの設走はおタカになりまず。プリンクドライバ側で設定 
してください。 

頃プリンクドライバのヘルプ、または『オンラインマニュアル』「ソ 
フトウ I ア編」参照 

\ _ / 

* 己:両面ユニットを取り付けているとき表示されまず。 

*6 :給お位置が余白の最小値となりまず。 

*7 : Ethernet クイプを設をした場合、電源を切断して、数秒経過後に再び投入して<ださい。 

*8 : Printia LASER Internet Service のアクセス許巧リストの許巧設定がずベて「無タカ」に 

なっているときは表示されません。 

*9 :設をの詳細は、「セキュリティに関ずる設定」 （153 ページ）参照 

設をを無タカにした場合の詳細は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」の Printia 
LASER Internet Service の説日月を参照 
*10 :機能の詳細は 「 IP アドレスじよるアクセス管理」 （153 ページ)」参照 

广参照 「給おトレイに用紙をセットずる」巧4ページ）参照 
*11 : フィ ニ、ソシャー（オプション）を取り付けているとき表示されまず。 

*12 :「排紙□」で「トップトレイ」を選択している場合は、オフセット排おされません。 

*13 :フィ ニ、ソシ ャーの テスト EP 刷が可能な用紙は、 A 3/ A 4/ B 4/ B 5 の普通おのみでず。また、 
「印刷設走」「両面印刷」で「設走」を違択していても、片面印刷となりまず。 

フィ ニ、ソ シャーの テスト 印刷では、次の4種類が印刷されまず。 

-格子印刷3枚をパンチあり、コーナーステープルでスタッカトレイに排お 
-格す印刷3枚をパンチなし、コーナーステープルでスクッカトレイに排お 
-格す印刷3枚をパンチあり、中央ステープルでスクッカトレイに排紙 
-格す印刷3枚をパンチなし、ステープルなしでトップトレイに排お 
(スクッカトレイにはオフセット排おしまず） 























第己章オペレークパネルの操作 


% オペレータパネルで行える主な設定と操作 


ここでは、プリンクのオペレータパネルで行える主な機能の設をや操作ち法について説明しまず。 


■ 設定の一覧印刷 

プリンクおよび LAN ポートの現在の設を内容の一覧を EP 刷しまず。 

設定の一覧は、メニューモードの「システム EP 刷」一「設をの EP 刷」で EP 刷しまず。 
* 設をの一覧の例 


FUJITSU XL-XXXX 

「システ A ,* - 



巧か阳わ致 =XXX わ 

巧ぶをん巧巧か刖巧を ="け 

g 居ちホ b ウン日 =けみ 

バイン R 〇 Ml ® 致 = Ver し w 

エンジン ROM 恨致 = Vet - I . X !( 

西 i 面ユニット =あり 

フイニツシ中一 =お y 


广 ] P バレ*か 


バモリち由 = gilMB 

USB ステータス = HI 日 H SPEED 


お巧□情巧 

指巧卜しイ = M 

りせ I ント1 = A 4 

: tl セット£ = A ユ 

0セット3 = M 

口たット4 = Ad 


DHCP 白巧の巧 =拐隨 


I P アドしス = 192. 168. 0. 12 

サブネット7スク = 25日.巧 5- 2 5日. 0 

ヴートウエイ = 0. 0. 0. 0 


- LA N が - 

M A C アドレス 
Ethe rnetg イフ 
T C P / I P プロトコル 
巧刖ポート涅ち 
巧をポートを号 
TCP / IP 巧ホおお 
LAN ステー 3ス 
アクセスを巧 


フ I 」ン S の U R L 


白田巧ま 
有巧 
9313 
9313 


0 (:エラーなし） 

1 . 1111 . 1111.11 
有巧 


サーピス呈:瓦 

フ1」ン5!巧を =ちの 

イン5-ネットサーピス =ちか 

SNMP = ち巧 

プリン日垣封這な =ちか 

巨 P P け肝 J = ちか 

I P P け刖 =ちの 

L P R け肝 j = ちか 

R A W け刖 =ちの 


广 乃 'I ィ I ド ! - N 

-印刷は、現在設走されている方法で行われまず。 A 4 サイブの用紙を基 
準とし、 A 4 よりかさい用紙がセットされているときは、自動的に縮小し 
て印刷しまず。ただし、はがき、 A 5 サイズよりかさい不定お用紙は印刷 
できません。印刷した場合は、「サイブフソク A 4- XXXXXXX 」 
( XXXXXXX は給お□を）と表示されまずので、化のサイブに変更 
して再度印刷してください。 

-用紙がない場合は「ヨウシナシ」と表示されまずので、用紙を補給して 
ください。 

. 印刷を中止ずる場合は、「リセット」スイッチを押してください。 

- LAN 設走で 「 TCP / IP プ□トコル」を「お如じしたとき、 LAN 設走 
内容は印刷されません。 

また、エミユレーシヨン設定を「無効」にしたときは、エミユレーシヨ 
ン設定の内容は表示されません。 

\_ J 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


■ IP アドレスの設定 

本プリンクに IP アドレスを設走ずるには、プリンタに直接設走ずる手動設をと、プリンクの電源 
投入時に DHCP サーバから自動的に取得ずる自動取得設走の2つがありまず。ご使用の環境に合 
わせていずれかの方法で設をして<ださい。 

設定は、ネットワークに接続されたパソコンから添付の CD - ROM に収められているソフトウェ 
アを使用して行うこともできまず。ソフトウェアじよる設定ち法は『オンラインマニュアル』「ソ 
フトウェア編」を参照してください。 


•手動設定の場合 

設定は、メニューモードの「初期設定」一 「 IP アドレス設走」で、まず 「 DHCP 自動取得」を解 
除に変更してから、 IP アドレスの設走を行いまず。 

メニューモードで DHCP 自動取得の画面を表示し、次の手順で設走してください。 

〇 DHCP 自動取得を解除する 

「►」または「◄」スイ、ソチを押して「カイジョ」 

と表示させます。「設定」スイッチを押ずと「*」 

が表示され、値が設定されます。初期設定は「* 

セツテイ」です。 


i 「►」または「◄」 


D H C P シ '' 
‘ カイシ'' 


ウシュトク 


▲ 


i 「設定」 


D H C P シ'、 

‘ホカイシ'' 


ウシュトク 


▲ 


© IP アドレスを設定する 

© 「▲」スイ、ソチを押して々の表示じしまず。 


「▲」 


I P アト'' レス セツ テイ 
DHCP シ '' 卜 '' ウシュトク 


②「►」スイ、ソチを押して 「 IP アドレス」と表 

W し、「▼」スイ、ソチを押しまず。 


i 

「►」スイ、ソチ 

1 P アト‘ 

レス 

セツ テイ 


► 1 P アト'、 

レス 

▼ 



i 

「▼」 


1 P アト • 

レス 

▲ 


本 0. 

0. 

0. 0 

③「►」または「◄」スイ、ソチを押して IP アド 
レスを変更ずるブ□ック （ IP アドレス1〜 4) 


i 

「►」または「◄」 

1 P アト‘ 

レス 


を逞択して「▲」「▼」スイ、ソチで値を設を 

しまず。 

1 92. 

0. 

0. 0 
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第 5 章オペレークパネルの操作 


④をブ□ックずべてを設定したら「設定」ス 
イッチを押し、カーソルが*じ移動している 
のをお認しまず。（この操作では、 IP アドレ 
スはまだ反巧されません。） 

サブネットマスク、ゲートウェイアドレスの 
設定を行うときは、「▲」スイ、ソチを押して 
手順②の表示に戻した後「►」「◄」スイ、ソ 
チを押して「サブネットマスク」「ゲートウェ 
イ」とそれぞれ表示された状態で③〜④の操 
作を行ってください。 


i 「設定」 


I P アト.' 

レス 


▲ 

查19 2. 1 

6 8. 

0. 

10 


《 IP アドレスは設定例でず。 


© 


設定を終了する 


設をが終わったら「メニュー」スイッチを押し、プリンタに設走値を反巧させまず。 
設定値反巧後、プリンタが再起動しオンライン状態に戻りまず。 


• DHCP による自動取得の場合 

メニューモードの「初期設を」一 「 IP アドレス設定」一 「 DHCP 自動取得」が「*セッテイ」じ 
なっていることをお認しまず。 

DHCP サーバとプリンクをネットワークに接続し、プリンクの電源を投入してください。プリン 
クの起動時に IP アドレスを DHCP サーバから取得しまず。 


广巧 1 が 1 ド! - N 

- DHCP により TCP / IP 構成情報を自動的に取得ずる場合は、本プリンク 
の電源を巧投入しても同じ IP アドレスを取得できるようじ DHCP サー 
バじクライアントの予約を行って<ださい。予約のときにあ要となるプ 
リンタの MAC アドレスじついては、メニューモードの「初期設走」一 
「 LAN 設走」一 「 MAC アドレス」を参照または設をの一覧を EP 刷して 
ください。 

- DHCP じよる自動取得の場合、 IP アドレスの取得までじかかる時圍は 
ネツトワーク環境じよって異なりまず。 

取得した IP アドレスは、メニューモードの「保守メニュー」一 「 IP アド 
レス表示」でお認ずることができまず。 

■ IP アドレスが取得できなかった場合や、表示された IP アドレスがじ(前手 
動設定した値の場合は、メニューモードの「ネ刀期設定」一 「 IP アドレス 
設を」一 「 DHCP 自動取得」（「•手動設走の場合」の手順 0 〜 0 参 
照）が「*セツテイ」になっているか巧認しまず。「*カイジョ」の場合 
は、「*セツテイ」じ変更してください。細期値は「*セツテイ」でず。） 
設を変更後、メニューモードを抜けるとプリンタが再起動し、 IP アドレ 
スの取得を行いまず。 

\ _ 


150 












オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


，h TCP/IP の動作確認 


TCP / IP が正常に動作しているかのお認は、メニューモードの「システム印刷」-「設走の印刷」 
を行い、 「 LAN 設走」の 「 TCP / IP 動作状態」および 「 LAN ステークス」をお認してください。 



• TCP / IP 動作状態 


コード 

内容と 処置 

0 

TCP / IP は正常に動作しています。 

1 

IP アドレス、またはサブネットマスクの設走に誤りがありまず。設 
定内容が正しいかお認してください。 

2 

DHCP により TCP / IP 構成情報を取得中でず。 

3 

DHCP じよる TCP / IP 構成情報の取得要求がタイムアウトしまし 
た。 

LAN ケーブルが正しく接続されているか、または DHCP サーバの 
電源が投入されているかお認してください。 

4 

DHCP による TCP / IP 構成情報のリース更新が拒否されました。 
いったん電源を切断し、再び投入してください。 

5 

DHCP による TCP / IP 構成情報のリース更新要求がクイムアウト 
しまし y *- 

LAN ケーブルが正しく接続されているか、または DHCP サーバの 
電源が投入ちれているかお認してください。 

6 

IP アドレスが他のホストで使用されていまず。 

化のホストの設定を確認し、重複していない IP アドレスを設定し 
てください。 DHCP で IP アドレスを自動取得している場合は、電 
源を再投入してください。 

9 

その他不明の状態でず。 

考えられる主な原因に、ゲートウェイの設走に誤りがある可能性 
がありまず。 
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第己章オペレークパネルの操作 


• LAN ステータス 

LAN の接続状態を「 a . bbbb . cccc . dd 」 のおまで表示しまず。各部の意巧は々の通 
りでず。 

a :ネットワークに接続されているかを表示しまず。 

L 一 1:ネットワークに接続されていまず。 

0 :ネットワークじ接続されていません。 LAN ケーブルが正しく接続されているかお 
認してください。 

bbbb ： プリンクのデーク転送能力を表示しまず。 

III L - ioBase-T Half 1:有タカ/0:無タカ 

II ' —— 10 Base-T Full 1:有タカ/0:おタカ 

I ' - 100 Base-TX Half 1:有タカ/0 :巧タカ 

I - 100 Base-TX Full 1:有タカ/0 :巧タカ 

※メニューモードの 「 LAN 設走」- 「 Ethernet クイプ」で設走を変更できまず。 

C C C C :八ブなどのプリンクの接続先のデーク転を能力を表示しまず。 

III L - ioBase-T Half 1:有タカ/0:無タカ 

II ' —— 10 Base-T Full 1:有タカ/0:お》力 

I ' - 100 Base-TX Half 1:有》力/0 :無》力 

I - 100 Base-TX Full 1:有タカ/0 :おタカ 

※八ブによっては「0000」と表示される場合がありまず。このときは、八ブの取扱説明書で転送 
能力をお認してください。 

d d :現在プリンタがどの転を连度で接続しているかを表示しまず。 

I L- 1 :100 Mbps /〇 : 10 Mbps 
' ——1 : Full /〇 : Half 
《 a ぜ〇のときは、「—」と表示されまず。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


セキュリティに関する設定 


ここでは、プリンクを使用ずる場合に設走できるセキュリティ機能について説 S 月しまず。 


广巧 I ィ I ド ! - N 

セキュリティじ関ずるずベての機能は 、 Printia LASER Internet 
Service から設定ずることができまず。 

の参照 『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

「サービス管理」の「インターネットサービス」をおタカに設をした場合 
など 、 Printia LASER Internet Service からの設定が行えないときは、 
オペレータパネルで設定を行ってください。 

\ _ _ _ / 



■ ポー ト/サービスの管理 

ネットワークサービスと印刷や検索に使用ずるポートの有タカ/巧タカを設走しまず。 

言妥定は、メニューモードの「初期設定」一 「 L A N 嶺定」一「サービス設定!」からわいまず。 


乃 I イ I - 'N 

各設定を無効にした場合についての詳細は 、 Printia LASER Internet 
Service のネットワークサービスの説明を参照してください。 

の参照 『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

V_ J 


■ IP アドレスによるアクセス管理 

プリンクにアクセスできるパソコン （ IP アドレス）を制限ずるかしないかを設走しまず。 

設をは、メニューモードの「巧期設走」一 「 LAN 設走」一「アクセス管理」から行いまず。 


|^乃1ィ1 ->1 

IP アドレスを制限ずる場合は、あらかじめ Printia LASER Internet 
Service のネットワークサービス設走でアクセス許可リストの設走を 
行ってお < を要がありまず。 

の参-頃 『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

V_ J 
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第己章オペレークパネルの操作 


■ オペレータパネルの操作制限 

管理を W 外のユーザじよるプリンクの設を変更を防止ずるためじ、オペレータパネルからのメ 
ニューモードの操作をパスワード （4 巧 W 巧の数字）で制限しまず。 

設定は、メニューモードの「初期設走」一「管理/巧期化」一「メニュー操作制限」から行いまず。 
パスワードの初期値は、「9999」でず。パスワードの変更は、メニューモードの「巧期設を」一 
「管理/初期化」一「パスワードの変更」から行ってください。 

「メニュー操作制限」を有タカにずると、オペレータパネルでメニューモードに移るときにパスワー 
ドの入力を要ホされまず。 

「►」または「◄」スイ、ソチを押してパスワード 
を入力ずる巧を逞択し、「▲」または「▼」ス 
イッチで値を設走したあと、「設定」スイッチを 
押してください。 


ハ°スワート • 


广巧 I ィ I ド! - N 

パスつー ドを忘れた場合は、次のいずれかのち法で対処して<ださい。 

- Printia LASER Internet Service でま斤しいパスワードを設走 
「管理者モード」一「オプション情報」一「管理者情報」の「オペレー 
クパネル操作制限のパスワードの変更」でま斤しいパスワードを設走し 
てください。 

が参照 『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 
-オペレークパネル操作制限お》カモードで起動 
「メニュー」スイ、ソチと「設走」スイ、ソチを同時に押しながら、プリン 
クの電源を入れると、オペレータパネル操作制限機能をお》力にしてプ 
リンタが起動しまず。この場合は、メニューモードに入る前のパ スワ ー 
ド入力があ要ありません。パ スワ ードの変更でま斤しいパ スワ ードを設 
をし直してください。 

\_ J 


% 消耗品の管理 


プリンタのトナーカートリツジなどの消耗品の警告発生履歴の保存と化力を行うことができま 


ず。 


|^巧1イ1 - N 

添付ソフトウ I アによりパソコン上で消耗品の警告発生履歴の □ グを 
探取-管理ずる方法もありまず。 

夕参-頃 詳細は『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

\_ J 


•履歴の保存 

履歴は最大90件まで自動的に保存されまず。90件 W 上になった場合は、古いものから順に削除 


され、最新の90件を保存しまず。 
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オペレータパネルからの設定（メニューモード) 


•履歴の出力 

履歴は々のち法で化力ずることができまず。 


レポート印刷 

メニューモードの「システム印刷」一「消耗品レポート」で消耗品履歴レポートの印刷を行い 
ます。 


消耗品履歴レポートの化力例 


XL - XXXX 消耗品履歴 レポート 
装置情報 

MAC アドレス ： XXXXXXXXXXXX 

ROM 版数 : Ver xx.xx 


[ ID ] 

[総印刷枚数] 

[電源投入時間] 

[□グ 情湖 

度团 

0 XX 

XXXXXXXX 

XXXXXXXX 

トナーカートリツジ 

トナー □一警告発生 

0 XX 

XXXXXXXX 

XXXXXXXX 

ステープル針 

針なし警告発生 

0 XX 

XXXXXXXX 

XXXXXXXX 

ドラムカートリツジ 

交換準備警告発生 

0 XX 

XXXXXXXX 

XXXXXXXX 

を着器 

交換準備警告発生 



^^^1 H'l - N 

電源投入時園では、電源が投入されていた累積時聞を表示しまず。 

単位は、時園になりまず。 

\_ J 


- Printia LASER Internet Service による CSV ファイル化力 
「管理者モード」一「オプション情報」一「消耗品履歴の保存」で CSV ファイルとして保存ず 
ることができまず。 

の参照 詳細は、『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 

•履歴の消去 

履歴はメニューモードの「初期設走」一「管理/巧期化」一「消耗品履歴初期化」で消去ずるこ 
とができます。 

運 


用 
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Mem 

用紙について 


この章では、本プリンタで使用できる用紙とそ 
の保管のしかたについて説明します。 


使用できる用紙 . 158 

給紙ちまと用紙のサイズ . 158 

普通紙 . 159 

プレプリント紙、カラー紙 . 160 

郵便はがき . 160 

OHP フイルム . 160 

ラベル紙 . 161 

使用できない用紙 . 162 

本プリンクで使用できない用紙 . 162 

両面印刷で使用できない用紙 . 163 

給紙カセツトで使用できない用紙 . 165 

フイニ、ソシャーで使用できない用紙 . 163 

用弟氏の保管上のごを意 . 164 















第 6 章用紙じついて 


使用できる用紙 


本製品で使用できる用紙について、給おち法、用紙サイズ、および用紙の種類ごとに説 S 月しまず。 


% 給紙方法と用紙のサイズ 


給お方法と用紙サイズの関係を次の表に示しまず。 


給紙方ま 

タイプ 

サイズ 

重量 

積載 可能 枚数 

給紙トレイ 

普通紙/再生紙 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 

レクー、リーガル、 
ユーザを義サイズ(幅 
89〜 297 mm 、 長さ 

98〜 432 mm ) 

60〜 105 g / m ^ 

約100枚 (64 s / m 2 用紙の 
場合） 

厚紙 

106〜 215 g / m 2 

ガイドの上限綜まで 

郵便はがき 

八ガキヨコ 

190呂 / m 2 

OHP フイルム 

A 4 3 つ 

— 

ラベル紙 

A 4 3 つ 

60〜135呂 / m 2 

給紙カセット1 

普通紙/再生紙 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 目5、 

レクー、リーガル、 
ユーザを義サイズ 
〔幅140〜 297 mm . 
長さ182 -432 mm ) 

60〜105夏/ m 2 

が]己己〇枚 （64 呂 / m 2 用紙 
の場合） 

給紙カセット2 

普通紙/再生紙 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 
レター、リーガル、 
ユーザ定義サイズ 
〔幅140〜 297 mm . 
長さ182 -432 mm ) 

60〜105夏/ m 2 

が]己已〇枚 （64 呂 / m 2 庙お 
のお □) 

厚紙 

106〜 215 g / m 2 

ガイドの上限線まで 

OHP フイルム 

A 4 

— 

ラベル紙 

A 4 

60〜 135 g / m ^ 

給おカセット3 
(お張給お 
ユニット - A ) 

普通紙/再生紙 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 
レター、リーガル 

60〜 105 g / m ^ 

が] 550枚 （64 呂 / m 2 用紙 
の場合） 

給おカセット4 
(お張給お 
ユニット - A ) 

が]己己〇枚 （64 呂 / m 2 用紙 
の場合） 

給おカセット3 
(お張給お 
ユニット - B ) 

普通紙/再生紙 

A4 、 B5 、 レター 

60〜105夏/ m 2 

約1000枚 （64 呂 / m 2 用 
紙の場合） 

給おカセット4 
(お張給お 
ユニット - B ) 

約1300枚 （64 呂 / m 2 用 
紙の場合） 
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使用できる用紙 


圏圖國 


用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷し 
て、ま障がないことを確認することをお勧めします。 

はがきは、郵便はがきを使用してください。あらかじめ印刷されたは 
がきや反りのあるはがきを使用すると、走行不良が発生することがあ 
リホす 

郵便はがきは、給#氏カセットからは印刷できません。給紙トレイから 
印刷して〈ださい。 

プリンタドライバおよびオペレータパネルで設定した用紙のサイズ 
と、実際に使用する用紙のサイズは、必ず一致させてください。 
異なるサイズの用紙に EP 刷した場合、プリンタが故障するおそれがあ 
リ丰す 

不定お用紙に印刷する場合は、プリンタドライバの用紙サイズ設定 
を、「ユーザ定義サイズ」にしてください。印刷する用紙とブリンタ 
ドライバで設定した用紙サイズが異なっていると、装置が故障するお 
それがあります。 

OHP フイルム、ラベル紙は給紙トレイまたは給紙カセット2から印刷 
してください。 

再生紙をご使用される場合は、お下の点にご注意頂きますようお願い 
いたします。 

-湿度が高い環境では用紙が吸湿するため、印刷時に紙づまりやシ 
ヮ、巧れ、印字乱れ等が発生する場合があります。このような環境 
でご使用される場合は、包装紙から必要な分だけ用紙を取り出して 
—' 使用/ド さし、 

-また、夜間/休曰等のプリンタ停止時は、給紙カセット/給紙トレ 
イに用紙を放置しないで < ださし、プリンタから用紙を取り出して 
包装紙に戻し、密閉して保管してください。 

-「再生紙」は銘柄によって吸湿の傾向が異なります。特に、夏場の 
空調が入らないような高温-高湿環境でご使用になる場合は、事前 
に同様の環境で十分な確認を行っていただいたうえで、銘柄を選定 
してください。 

-不定お巧紙の印刷 I こおいて、しわ/斜行/角巧れ/二重送/紙づ 
まり等が発生する場合があります。印刷する前に、用紙のカール/ 
反りをなおしてから巧紙をセットしてください。 

また、高温/高湿環境やほ温/お湿環境を避けて、保管/運用して 
ください。 

-銘巧じよって用#氏の力ールが大きくなる場合があります。用紙セッ 
卜時の面を反対にすると、カールがかさくなる場合があります。 


普通紙 


本製品では、 PPC 用おおよび普通おを使用ずることができまず。しかし、一般の市販品じは本製 
品に適さないものもありまず。できるだけサプライ用紙をご使用ください。 


作照 


サプライ用紙の詳細は、「サプライ品一覧」 (224 ページ）参照 








第 6 章用紙じついて 


〔文章面〕 


2 


〔宛名面〕 
3 


郵便はがきをセットずるときは、次の点に留意してください。 

-印刷面を下にしてセットしてください。 

-ご使用になるアプリケーションソフトの設走内容と EP 刷ち向に合わせて郵便はがきをセットし 
てください。試し印刷で方向をお認されることをお勤めしまず。 

y OHP フイルム 

定着時の熱（約190で）で溶けたり、変質したりしないものをご使用ください。 


-詞を!订 


OHP フィルムは，給紙カセット2および給紙トレイから印刷できます。 


プレプリン ト 紙、 カラー 紙 


カラーおの着色顔料やプレプリント用のインクは、耐熱性で190ででも変質せず、紙質は普通紙 
と同等のものをご使用<ださい。プレプリント用おじ耐熱性のほいインクを使用した場合やイン 
クが乾いていない状態で用紙を使用した場合、インクが本製品のを着器、感光ドラムおよび□一 
ラなどに付着し、 EP 字品質の低下、ジャム、装置破損の原因となりまず。 

また、インクやお粉の影響により、用紙搬を/印刷/定着に関係ずる部品が巧損/変質/磨耗ず 
る場合がありまず。定期的に清掃、または部品の交換を行ってください。 


園圃圃 


金属混入インク、導電性インク、コールドセットインク、ラバーベー 
スイ ンクで巧刷された用紙は絶対に巧用しないでください。 

E 口刷巧を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを十分考慮に入れて設 
計してください。 

-位置精度 A 4 サイズで± 2圆程度 
-用紙の傾き 100 mm 当たり± 1 mm 程度 
-画像の伸縮 100 mm 当たり± 1 mm 程度 


郵便はがき 


はがきに EP 刷ずるときは、文章面^巧を面の順に片面ずつ EP 刷して<ださい。（両面 EP 刷機能に 
は、対応していません。） 

巧を面^文章面の順で印刷ずると、はがきの反りの影響できれいに印刷できないことがありまず。 
反りがあるときは上向きに約 2 mm W 内の反りになるように修正してから EP 刷してください。 

1 -2-3 



160 



















使用できる用紙 


% ラベル紙 


ツルツルした台紙面が表面になく、台紙全体がラベルで覆われているレーザプリンク用のものを 
ご使用ください。また、粘着剤が走着時の熱（約190で）で溶けたり変質したりしないものをご 
使用 < ださい。 
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使用できない用紙 


W 下の用紙は本製品では使用できません。 


% 本プリンタで使用できない用紙 


W 下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンク本体の故障の原因となったり、またはき 
れいじ EP 刷できなかったりしまずので、使用しないでください。 

-厚ずぎる用紙や、薄ずぎる用紙 
-湿っている用おや、濡れている用紙 
-一度印刷された用紙 

-おり合わせた用紙や、糊などがついている用紙 
-反り、しわ、折り目のある用おや、破れている用紙 
- カールして いる用紙 
-静電気で密着している用紙 

-長ちお W 外の用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙 

-表面を加工、または特殊なコーティングをおこなった用紙（感熱紙、カーボン紙、メールシー 
ル紙など） 

-大量のタルク成分を含んだ用紙（オフセット印刷用の用紙等）や酸性紙（中性紙をご使用<だ 
さい） 

-用紙の全面または大部分にあらかじめ印刷されているプレプリント用紙 
-インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190での熱でガスが発生ずるインク 
を使用したプレプリント用紙 
-190での熱で溶けたり、変質ずる用紙 
•ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 
-ざらおや繊維質のをい用紙など、表面がなめらかでない用紙 
-裁断部のバリが大きい用紙 
-お粉のをい用紙 

•インクジェット専用紙、インクジェット用 OHP フィルム、インクジェット用はがき 
. カラーぺージプリンク用の OHP フィルム、長尺紙 
-封筒 

-台紙全体がラベルで覆われてな<、かつレーザプリンク用 W 外のラベル用紙 


X 使用できません 


〇使用できまず 




全面ラベル紙 
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使用できない用紙 


% 両面印刷で使用できない用紙 


^下の用紙は両面印刷では使用できません。 

厚紙運量106呂 / m 2 〜215呂/の2)、 OHP フィルム、ラベル紙、不定お用紙郵便はがき 


% 給紙カセツトで使用できない用紙 


はぜきは、給紙カセットでは使用できません。厚紙、ラベルおおよび OHP フィルムは給紙カセッ 
卜2のみ使用でき、その他の給紙カセツトでは使用できません。 


% フイニッシヤーで使用できない用紙 


W 下の用紙はフィニ、ソシャーでは使用できません。 

厚紙運量106呂 / m 2 〜215呂 / m 2)、 OHP フィルム、ラベル紙、郵便はがき 
また W 下のサイズの用紙もフィニ、ソシャーでは使用できません。 

A 5、 ユーザ定義サイズ、リーガル 

ただし、リーガルサイズはトップトレイへの排化のみ可能でず。 



園圃圆 


用紙の種類によっては、 フイ ニッシ ャーの スタッカトレイへ排出する 
際に用紙が丸まったり、ずれたりすることがあります。また、ステー 
プルやパンチの位置がずれたりすることがあります。 

用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印刷して 
支障がないことを確認することをお勧めします。 
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第 6 章用紙じついて 


用紙の保管上のごを意 


用紙は水分を吸収しやずい特性を持っているため、非常に変化しやずいものでず。製造を件を厳 
重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪いと品質が損なわれ、 EP 刷品質やおをりなどに悪 
い影響を与えまず。 W 下に示ず保管上のを意事項を守って、最良の状態に保って<ださい。 
用紙は次のような場所に保管してください。 

-歴<、湿気の少ない平らな書棚の中のような場巧 
-平らな パレ、ソ トの上 

-温度 15 〜 25 で、湿度 40 〜 60%RH の環境 

次のような場所は避けてください。 

-床の上に直接置< 

-直射日光の当たる場所 
-外壁の内側の近< 

-段差や、巧がりのある場所 
-静電気が発生ずるところ 

-過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ 
-複写機、空調機、ヒーク、ダクトのそば 

次のような状態で保管して < ださい。 

-開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあったおに包む 
•長期聞プリンクを使用しないときは、給おカセットや給おトレイから用紙を抜き取り、包装し 
てあったおじ包む 

广巧 I ィ1 k 1 -\ 

-長時聞放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがありま 
ず。具体的には W 下のような現象が発生ずる場合がありまず。 

-印刷した用紙が丸まり、排化不良となる。 

-印刷した用紙にシワが発生ずる。 

-お詰まりが発生ずる。 

-再生おをご使用される場合は、 W 下の点じごを意頂きまずようお願いい 
たしまず。 

-湿度が高い環境では用紙が吸湿ずるため、印刷時におづまりやシワ、 

折れ、印字乱れ等が発生ずる場合がありまず。このような環境でご使 
用される場合は、包装紙からを要な分だけ用紙を取り化してご使用< 
ださい。 

-また、夜聞/休日等のプリンタ停止時は、給おカセット/給おトレイ 
に用紙を放置しないでください。プリンクから用紙を取り化して包装 
おじ戻し、密閉して保管してください。 

-「再生お」は銘柄じよって吸湿の傾向が異なりまず。特に、夏場の空調 
が入らないような高温-高湿環境でご使用じなる場合は、事前に同様 
の環境で十分なお認を行っていただいたうえで、銘柄を違をして<だ 
さし)。 

\_ J 
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巧/早 

こんなときには 



この章では、故障が発生したと思われるとき、 
紙づまりのとき、各種メッセージが表示された 
ときの処置のしかたについて説明します。 


弟丘づまりになったとき . 166 

紙づまりのおちな原因 . 167 

カバ ーA の奥でつまった用紙を取り除く . 167 

カバ ーB の奥でつまった用紙を取り除く . 170 

カバ ーC の奥でつまった用紙を取り除く . 171 

両面 ユニッ トのカバー D の奥で用紙が詰まった場合 . 172 

圍にリト反獅の M- E の奥で詰ま]細®:を取り除く齡 . 173 


給紙トレイで詰まった用紙を取り除く場合 ....... 174 

給紙カセツト付あでつまった用紙を取り除く…175 
フィニ、ソシャー接続部でつまった用紙を取り除く....178 

トップトレイ付おでつまつた用紙を取り除く...179 


フィニ、 ソシ ャー 内部でつまった用紙を取り除く ........ 180 

故障かなと思ったとき . 190 

印刷品質が低下したとき . 194 

メッセージー覧 . 198 

オペレークパネルのエラーメッセージ . 198 

オペレークパネルの警告メッセージ . 213 
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紙づまりになったとき 


おづまりが発生ずるとエラーランプが点好し、あ晶ディスプレイに『カミツ‘マリ』と表示され 
まず。 

エラーメ、ソセージには、紙づまりが発生した場所も表示されまず。 

次の要領でつまった用紙を取り除いてください。 

つまった用紙をずべて取り除きカバーを閉じると、 EP 刷可能状態じなり、おづまりが発生したペー 
ジから EP 刷を再開しまず。 



:用紙搬ま経路 


圏圖國 

-つまった巧紙を取り除いてカバーを閉じてもメッセージがミ肖えない 
ときは、用紙がまだ残っています。再度点検して、つまった用东氏を完 
全に取り除いてください。 

-用紙は破れないようゆっくりと取り除いてください。 

-カバーを閉じる際は、カバーの中央部を押して閉じて〈ださい。 


广の 1 が 1 k 1 - N 

を着器におづまりが発生した場合、オペレークパネルに「カバー A 」 と 
表 7 F されます。 

V_ J 
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おづまりになったとき 


A 注意 


けが つまった用紙を取り除いたり故障処置を行ったりずる 

ときは、次の点にを意してください。 

-ネックレスやネクタイなどがプリンタ内部に巻き& 
まれないようにを意してください。ケガの原因じなる 
ことがありまず。 

•プリンクの突起部分などに触れないようにを意して 
ください。ケガの原因になることがありまず。 

火が つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片 

が残らないようずベて取り除いてください。紙片が 
残ったままになっていると义炎などの原因になること 
がありまず。 

なお、を着器や□ーラ部に用紙が巻きがいているとき 
じは無理に取らないで、「八ードウエア修理柜談セン 
クー」（236ページ）じご連絡ください。 


% 紙づまりのおもな原因 


紙づまりには々のような原因が考え6れまず。紙づまりを防ぐためじ、 W 下のことじごを意<だ 
さい。 

-プリンクを水平に設置ずる 

-適切な用紙を使用ずる（特に、吸湿した用紙を使用ずるとおづまりが発生しやず<なる場合が 
あります。） 

-給紙カセツトや給紙ユニツトに用紙を正しくセツトずる 
-カールしていない用紙を使用ずる 

-給紙カセットを奥に突き当たるまで、しっかりと押し込む 


カバー A の奧でつまった用紙を取り除く 


々の手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


〇 給紙トレイを開ける 
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© 


カバー A の右側上部にあるレバー 
を巧し上げ、ロックを解除して、力 
バ ー A を開ける 


© 詰まっている用紙を取り除く 


〇 


定着部で用紙が詰まった場合、レ 
バー A 1 を下に押し付けながら、繰 
り返し手前に回すと、詰まってい 
る用紙が少しずつ上ち向に排出さ 
れるので、ゆつくり引き巧いて取 
り除〈 


© 


定着出口で用紙が詰まった場合、 
A 2 のつまみを矢印の方向に開き、 
詰まっている用紙を上方向にゆっ 
くり引きほいて取り除〈 
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おづまりになったとき 


© 詰まっている用紙が定着ユニット 
に達していなかったら、矢印の方 
向へ用紙をゆつくり引き巧いて、 
取り除く 



ち I やけど走着ユニットは高温になっていまず。直接触れるとや 
I けどずることがありまず。十分じを意してください。 


〇 


カバー k 、 給紙トレイを元に戻す 
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^ カバー B の奧でつまった用紙を取り除く 


次の手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


〇 


カバー B のち側にあるレバーを押 
し上げ、ロックを解除して、カバー 
B を開ける 


© 詰まっている用紙を取り除く 


© 


カバ ー B を元に戻す 


國圖圏 


カバーを閉じる際は、カバーの両側を巧し確 
実に閉じていることを確認してください。 
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おづまりになったとき 


% カバー C の奧でつまった用紙を取り除く 


次の手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


〇 


カバー C のち側にあるレバーを巧 
し上げ、ロックを解除して、カバー 
C を開ける 


© 詰まっている用紙を取り除く 


© 


カバ ー C を元に戻す 
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， h 両面 ュニッ トのカバー D の奥で用紙が詰まった場合 


次の手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


〇 給紙トレイを開ける 


© 


カバー D のち側上部にあるレバー 
を押し上げ、ロックを解除する 


© 


カバ ー D を開ける 


〇 

© 


詰まっている用紙を取り除く 
カバー D 、 給紙トレイを元に戻す 
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紙づまりになったとき 



両面 ュニッ ト反転部のカバー E の奥で 
詰まつた用紙を取り除く場合 


々のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 


XX XX カミツ'マリ 
カバー/\/カバー亡 


〇 給紙トレイを開ける 


© 


カバー A のち側上部にあるレバー 
を巧し上げ、ロックを解除して、力 
バ ー A を開ける 


f - M 4 \ 巧 -^ 

カバー A を開けずじ、カバー E を直接開 
けることはできません。 

\_ J 



© 


カバー E のち側にあるレバーをキ甲 
し上げ、ロックを解除して、カバー 
E を開ける 
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〇 


詰まっている用紙を取り除く 


© 


カバー E 、 カバー A 、 給紙トレイを 
元に戻す 



% 給紙トレイで詰まつた用紙を取り除〈場合 


次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 


C 9 0 3 カミヴマリ 
カバー A / キュ ウシトレイ 



m 












おづまりになったとき 


© セットしていた臟を-度すベて 
取り外す。用紙の四隅をそろえ、印 
刷したい面を上にして、差し化み 
口に軽く突き当たるまで入れ、サ 
イドガイドを用紙サイズの目盛り 
に合わせる 



% 給紙カセツト付近でつまつた用紙を取り除く 


次の手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


■プリ ンタ本体および拡張給紙ユニット -A 




給紙カセツトを元に戻す 
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■拡張 給紙ユニット -B (カセツト 3) 




© 


給紙カセット3を元に戻す 
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おづまりになったとき 


© 詰まっている用紙を取り除く 


© 


用紙が内部カバーの下で詰まって 
いる場合は、カバーを開けて（①)、 
用紙を取り除く（②） 


〇 給紙カセット4を元に戻す 
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% フイニッシャー接続部でつまった用紙を取り除く 


フイ ニ、ソ シャー 接続部で用紙が詰まると、次の メ 、ソ セージが 表示されまず。 
手順に従って詰まっている用紙を取り除いてください。 


XX XX カミツ'マリ 
カパ ー F 


〇 


フイニッ シャー接続部のカバー F 
を開ける 


© 


プリンタの排出口側（ち側）また 
はフイニッシャー本体 側（右側） で 
詰まっている用紙をゆっ〈り引き 
抜いて、取り除く 


© 


カバ' - F を閉じる 
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おづまりになったとき 


% トップトレイ付近でつまった用紙を取り除く 


々のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 

し、 


XXXX 

ヵミ、： r マリ 

トッフ° 

トレイ/カハ' — G 
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た f カバ ー G を閉じる 

广乃 I ィ'ド! - N 

-カバーを開け閉めずる操作は、詰まった 
用紙を取り除いたことをプリンクに認識 
させるためにを要でず。をず巧って<だ 
さし''。 

-引き続き 「XXXX カミ、ゾマリカ 
八'、 一 G 一 [2 a ]」 というメッセージ 
が表示された場合じは、180ページの 
「X X X X カミツ' マリカノ V — G 
一 [2 a ]」 というメッセージの場含の手 
順に従って用紙を取り除いてください。 

-引き続き 「XXXX カミツ"マリカ 
へ々 -G 一 [2 a ] [2 C ]」 というメッ 
セージが表示された場合には、182ペー 
ジの 「X X X X カミツ4マリカ八 
- G 一に a ] [2 C ]」 というメ 、ソ 
セージの場合の手順に従って用紙を取り 
除いてください。 

\_ J 



， h フイニッ シャー内部でつまった用紙を取り除く 


次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いて<ださ 
い。 


XX XX カミツ‘マリ 
力/、* - G - [2 a ] 


〇 


フイニッシヤーのカバー G を開け 
る 
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おづまりになったとき 


© 


レバー [2 a ] をち方向に開く 


© 


詰まっている用紙を取り除く 


〇 

© 


レバー [2 a ] を元に戻す 

カバ ー G を閉じる 
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第 7 章こんなときじは 


次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 


XX XX カミツ‘マリ 
カハ.' - G - [2 a ] [2 c ] 


o 


フイニッシャーのカバー G を開く 


© 


レバー [2 a ] をちち向に開く 


© 


[2 c ] のつまみを矢印の方向にまわ 
して、詰まっている用紙を送り出 
す 
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おづまりになったとき 




々のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 

し、 


XX XX カミツ.' マリ 
力/、。 _ G 一 [2 b ] 
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第 7 章こんなときじは 


© 


レバー [2 b ] をち方向に開き、詰 
まっている用紙を取り除〈 


© 


レバー [2 b ] を元に戻す 


〇 


カバ ー G を閉じる 
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紙づまりになったとき 


次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 

「XX XX カミツ'' マリ 

力/、.' - G - [2 b ] [2 c ] 


o 


フイニッシャーのカバー G を開け 
る 


© 


レバー [2 b ] をち方向に開〈 


© 


に C ] のつまみを矢印の方向にまわ 
して、詰まっている用紙を送り出 
す 





























































第 7 章こんなときじは 
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紙づまりになったとき 


次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 


XX XX カミツ.' マリ 
力/、" _ G 一 [3] 



レバー [3] を元に戻す 


























































第 7 章こんなときじは 



次のようなメッセージが表示された場合は、手順に従って詰まっている用紙を取り除いてくださ 
い。 


XX XX カミツ’マリ 
力/、.' -H 


〇 


フイニッシ ヤーち側面にある力 
バ ー H を上に開ける 


© 詰まっている用紙を、も方向に 
ゆつ〈り引き抜いて、取り除く 



188 






























































おづまりになったとき 


© 


カバー H を元に戻す 


广巧 ■ィ■ド! - N 

カバー H 部などでおづまりが発生した場 
合、紙づまりとなった用紙の後続の用紙 
がトップトレイへ排化される場合があり 
まず。 

\_ f 
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第 7 章こんなときじは 


故障かなと思ったとき 


故障かなとお つてち、 故障ではないことがよくありまず。 

そんなとき、次の各項目を読んでお認してください。 

广巧 I 否 I kI -\ 

パソコンのアプリケーションからの印刷やネットワーク経由で巧用時のトラブルじ 
ついては，『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」を参照してください。 

\ __ ) 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べ〈ださい 

電源が投入できない 

- 電源コードの抜け 

-電源コードをおまじ差し込み、電源が投入 


-停電 

( I 側）されていることをお認してください。 

電源を投入してもずぐ 

-コンセントじ問題あり 

-ほかの電気製品が動作ずることをお認して< 

じ切れる 

' 電圧が違 j 

ださい。 


• 漏電ブレ ー カ ー のリ 

-コンセントの電圧を調べてください。 


セツトボクンが解除さ 

-漏電ブレーカーのリセットボタンが押し込ん 


れている 

だ状態になっているかお認してください。 

Cm. 「安全上のごを意」のページ）参照 

Cm . 「電源の投入」 （48 ページ）参照 

Cm. 「電源の切断」巧 6 ページ）参照 

照「漏電ブレ ー カ ー につし）て」 （51 ぺ ー ジ） 
参照 

印)刷しない 

-プリンタの電源ホ投入 

-パラレルケーブル、 USB ケーブルが外れていな 


. パラレルケーブル、 

いかお認してください。 


USB ケーブルがおけ 

-「オンライン」ランプが点巧し、『オンライン』 


ている 

-オンライン状態でない 

と表示されていることを巧認してください。 

C 参照「パラレルケーブルの接続」巧 8 ページ） 
参照 

£>哩 「 USB ケーブルの接続」 （60 ページ)参照 

「電源の投入」 （48 ページ）参照 

£>を「電源の切断」巧6ページ）参照 

哼想 「第已宣オペレータパネルの操作」 

(129 ページ）参照 
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故障かなと思ったとき 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べ〈ださい 

正しい用紙をセットし 
ているのじ、エラーが 
表示される 

用紙サイズと、用紙ガイ 
ドがずれている。 

- Printianavi を利用してプリンタの状態を表示 
し、カセットの用紙サイズをお認してくださ 
い。 

-給おカセットの縱/横ガイドクリップが正し 
くセットされているか巧認してください。 

-給おトレイの幅ガイドが正しくセットされて 
いるかお認してください。 

巧参照プリンクの状態を表示ずるには『オンラ 
インマニュアル』「ソフトウェア編」参 
照 

Cm . 「用紙のセット」巧2ページ）参照 

オペレータパネルのス 
イッチが機能しない 

オペレータパネルの操 
作が制限されている 

オペレータパネルの操作制限を解除してくださ 
い。 

C 参照「オペレークパネルの操作制限」 （154 
ページ）参照 

節電中になっている 

. プリンタが節電2の状態になっていると、節電 
スイ、ソチじ(外は無タカとなりまず。プリンクを才 
ンライン状態にしてください。 

Cm . 「節電時の表示内容」 （135 ページ）参 
照 

オペレータパネルのス 
イッチがときどき機能 
しない 

-スイッチを確実に押し 
ていない 

-プリンクの状態で効か 
ないスイ、ソチがある 

. スイ、ソチのまん中をしっかり押してください。 

C 参'頃 「童5宣オペレータパネルの操作」 

(129 ページ）参照 

異常音がずる 

-プリンク内部に用紙ク 
ズやクリップなどの異 
物がある 

-給おカセットの装着が 
不完全な状態になって 
いる 

-プリンク内部を点横してください。 

-給おカセットを完全に装着してください。 

0^ 「用紙のセット」巧2ページ）参照 

C 参照「おづまりになったとき」 (166 ページ） 
参照 

用紙が傾く、外れる、 
破れる、つまる 

-用紙が正しくセットさ 
れていない 
-用紙が適切でない 
. プリンタが水平でない 
-定期交換部品の交換時 
期になっている 

-それぞれの状態をよ <お認し、適切な処置を 
取ってください。 

-定期交換部品を交換して<ださい。 

Cm . 「安全上のごを意」 （9 ページ）参照 

ご参照 「第6章用紙について」 (157 ページ） 
参照 

Cm . 「走期交換部品一覧」(225ページ）参照 
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第 7 章こんなときじは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

用紙が二重送りされる 

-用紙どうしがくっつい 
てしまう） 

-定期交換部品の交換時 
期になっている 

-用紙をよくさばいてください。 

. ラベルおの場合は 1 枚ずつセットして印刷し 
てください。 

-を期交換部品をを換して<ださい。 

Cm. 「用紙のセット」巧 2 ページ）参照 

Cm. 「定期交換部品一覧」(225ページ）参照 

おづまりが発生した 

-用紙がくっつきやずい 
-用紙が正しくセットさ 
れていない 
-用紙が適切でない 
-プリンクが水平でない 
-定期交換部品の交換時 
期になっている 

-それぞれの状態をよ <お認し、適切な処置を 
とってください。 

-用紙のセットち向をお認してください。 

- A 4、 B 5、 レターサイズの用紙は、横長にセッ 
卜してください。 

- A 3、 B 4、 A 5、 リーガルサイブの用紙は、縦 
長にセットしてください。 

-定期交換部品を交換して<ださい。 

Cm. 「安全上のごを意」のページ）参照 

ご参照「第6章用紙じついて」 (157 ページ） 
参照 

C 参照「紙つ‘まりになったとき」（166ぺージ） 
参照 

Cm - 「定期交換部品一覧」(225ページ）参照 

給紙カセツトの化し入 
れができない 

-巧刷中に電源を切断し 
た 

-紙づまりが発生してい 
る 

-電源を切断（〇側）して、数秒経過後に投入 
( 1側）してください。 

-それぞれの状態をよ <お認し、適切な処置を 
取ってください。 

Cm . 「電源の投入」 （48 ページ）参照 

Cm. 「電源の切断」巧 6 ページ）参照 

Cm . 「紙づまりになったとき」（166ぺージ） 
對貞 

-給紙カセットのフクは、必ず閉めて使用してく 
ださい。 

裏面がミちれる 

-プリンク内の用紙搬を 
路がミちれている 
-定期交換部品の交換時 
期になっている 

-数枚テスト EP 刷して、ミちれの薄れ具合で、巧れ 
がとれたかどうか判断して < ださい。 

オペレータパネルでプリンタをメニューモー 
ドにして、テスト印刷をしてください。 

-定期交換部品を交換して<ださい。 

C 参照「プリンタの清掃」 （11 9ページ）参照 

C 参‘頃「オペレークパネルからの設走（メニュー 
モード）」 (136 ページ）参照 

Cm . 「定期交換部品一覧」(225ページ）参照 
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故障かなと思ったとき 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べ〈ださい 

エラーメ、ソセージが表 
示され、巧刷されない 

— 

それぞれの状態をよ<お認し、適切な処置を取つ 
て < ださい。 



广参猫 「オペレークパネルのエラーメッセージ」 
(198 ページ）参照 

用紙がないのにブザー 
が鳴らない 

-ブザーが鳴らない設定 
にしている 

-給紙トレイから用紙を 
補給している 

• オペレータパネルでプリンクをメニューモー 
ドじして、 ブザーの設定値を「設定」にしてく 
ださい。 

C 参照「オペレークパネルからの設走:（メニュー 
モード）」 （136 ページ）参照 
-給紙トレイからの EP 刷時は、ブザーは鳴りませ 
ん/。 

トナーカートリッジを 
装着してもカートリッ 
ジなしとエラーが表示 
される 

-他社製のトナーカート 
リッジを装着している 
-トナーカートリッジが 
故障している 

-他社製のトナーカートリッジを使用していな 
いかお認してください。 

-純正のトナーカートリッジを使用していて、下 
言己のエフー表 W される場合じはトナーカート 
リッジが故障していまず。ま斤しいトナーカート 
リッジに交換してください。 




J 8 01 トナーイシ'' ヨウ 

トナーカートリッシ ' コウカン 




C 参照「トナーカートリツジの交換」（104ぺ一 
ジ）参照 

印刷開始時や EP 刷中に 
ジュンビと表示される 

-印刷終了後、ずぐに異 
なる用紙設をの EP 刷を 
開始した 

-幅の狭い用紙などを大 
量に連続印刷した 

走着器の温度調整中であり、プリンクの異常では 
ありません。しばらく待つと印刷が再開されま 
ず。 

あ晶ディスプレイの表 
示が判読できない 

静電気による誤作動 

アースが正しく接続されていることをお認して 
ください。 

プリンクの動作が安走 
しない 


Cm . 「安全上のご注意」のページ）参照 

八ングアップずる 





液晶ディスプレイが表 
示されない 

節電中になっている 

プリンクが節電 2 の状態になっていると、あ晶 
ディスプレイの表示が消えまず。表示させたいと 
きは、プリンタをオンライン状態にしてくださ 
い。 



Cm . 「節電時の表示内容」(135ページ）参照 

給紙トレイがミちれてい 
る 

給おトレイから EP 刷し 
たときじ印刷面が巧れ 
ている 

給おトレイを立てた状 
態で両面印刷を連続し 
て行った 

-両面ユニットのファンのかき化しじより給紙 
トレイがミちれる場合がありまずので、乾いた布 
で給紙トレイの巧れを拭き取ってください。 

-両面印刷を行う際は、給おトレイを開けた状態 
でご使用 < ださい。 
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第 7 章こんなときじは 


_ 印刷品質が低下したとき 


印刷品質が低下したときの処置じついて説 S 月しまず。 

ここで説明ずる処置をしても印刷品質が改善されない場合や、ここに示した W クトの現象が起きた 
場合は、「八ードウエア修理相談センター」 （236 ページ）にご連絡ください。 


A ミ主意 


やけどプリンクを使用した直後は走着器が非常に熱<なって 
いまず。「高湿を意」ラベルが目占ってある箇所（走着器 
やその周辺）には、絶巧に触れないで<ださい。やけ 
どの原因となることがありまず。 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

巧刷がうずい 
(かずれる、不！ 

PRI niter 

粋 i ) 

用紙が湿気を含んで 
し、る。 

ま斤しい用紙にを換してください。 

r»m 「用紙のセット」巧 2 ページ）参照 

ドラムカートリツジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

巧しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 

\ 


ドラムカートリツジ 
内のトナーが劣化し 
ている。 

ほ EP 字率の印刷や両面印刷を連続して行った場合 
に発生ずることがありまずが、故障ではありませ 
ん。印字率の高い印刷を行うか、しばらく休止さ 
せると回復ずることがありまず。 

黒点「 • 」や黒し^か円し」 
が巧刷される 

使用している用紙が 
適切でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

C 参照「第6章用紙じついて」 (157 ページ） 
参照 

• 

• 

棄 

• 


PF 

\ 

UNTER 

ドラムカートリツジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参‘頃 「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 

黒線が印刷される 

ドラムカートリツジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

ご参ぉ「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 

\ 

PF 

\ 

.INTER 


定期交換部品の交換 
時期になっている。 

定期交換部品を交換して < ださい。 

Cm 「を期交換部品一覧」 (225 ページ）参照 

両端が巧れる 


装置内が巧れている 

装置内部の巧れを乾いた清潔な巧でふき取ってく 
ださい。 

Cm . 「プリンク内部の清掃」 （11 9ページ)参照 

PF 

\ 

aNTER 
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印刷品質が低下したとき 


こんなとき 


よくある例 


ここをお調べ< ださい 


等閨隔じ巧れる 


PRINTER 


プリンタ内の用紙搬 
送路ぜ巧れている。 


数枚テスト印刷して、巧れの薄れ具合で巧れがと 
れたかどクか判断して < ださい。 

ご参照 「オペレークパネルか6の設走（メニュー 
モード）」 (136 ページ）参照 


ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 


ま斤しいドラムカートリツジに交換してください。 

C 参照 「ドラムカートリツジの交換」 (108 ペー 
シ‘） 参照 


を期交換部品の交換 
時期になっている。 


定期交換部品を交換して<ださい。 

Cm . 「定期交換部品一覧」（225ページ）参照 


黒<塗りつぶちれた部 
分に白点ぜある 


使用している用紙が 
適切でない。 


P 


適切な用紙をセットしてください。 

Cp 照 「第6章用紙について」 (157 ページ） 
参照 


ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 


新しいドラムカートリツジに巧撫してください。 

r ： 参照 「ドラムカートリツジの交換」(108ペー 
シ‘） 参照 


定期交換部品の交換 
時期になっている。 


定期交換部品を交換して<ださい。 

C 参照「定期交換部品一覧」（225ページ）参照 


指でこずるとトナーが 
かずれる 


用紙が湿気を含んで 
いる。 


PRINTER 


ま斤しい用紙に交換してください。 

厂参照_「用紙のセット」巧2ページ）参照 


定着器の交換時期に 
なっている。 


を着器を交換して < ださい。 

C 参照「を期交換部品一覧」 (225 ページ）参照 


使用している用紙が 
適切でない。 


適切な用紙をセットしてください。 

C 参照 「第6章用紙について」り已7ページ） 
参照 


用紙全体に黒色がつい 
て印刷される 



ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 


新しいドラムカートリツジに巧撫してください。 

じ参照 「ドラムカートリツジの交換」 (108 ペー 
シ‘） 参照 


プリンタ内の高圧電 
源などの故障が考え 
られる。 


「八ードウエア修理相談センクー」に3目ページ） 
にご連絡ください。 
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第 7 章こんなときじは 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べください 

何ち巧刷されな 

い 

ドラムカートリッジ 
のトナーシールが完 
全に引き抜かれてい 
ない。 

トナーシールを引き抜きまず。 

ご参‘頃「ドラムカートリッジの交換」(108ぺ一 
ジ）参照 

\ 


一度に複数枚の用紙 
が搬送されている。 

用紙をいったん取り化し、よくさばいてから再度 
セットしてくだちい。 

r ： 参照「用紙のセット」巧2ページ）参照 




ドラムカートリッジ 
にトナーが残ってい 
ない。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

ご参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 


ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 

プリンタ内の高圧電 
源などの故障が考え 
られる。 

「八ードウエア修理柜談センター」 （23 目ページ） 
じご連絡ください。 

白抜けが起こる 


用紙が湿気を含んで 
いる。 

ま斤しい用紙に交換してください。 

r ： 参照「用紙のセット」巧2ページ）参照 



P 

P 

RIN 下 ER 
RPT'_ e 民 

使用している用紙が 
適切でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

C 参照「第 6 章用紙じついて」(157ページ） 
参照 

\ 

トナーシールの切れ 
はしが、ドラムカート 
リッジ巧に残ってい 
る。 

新しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ぺ一 
ジ）参照 

用紙にシワがつく 

用紙のセットが適切 
でない。 

用紙を正しくセットしてください。 

r ： 参‘頃「用紙のセット」巧2ページ）参照 

仁 


用紙が湿気を含んで 
いる。 

ま斤しい用紙に交換してください。 

r ： 参照「用紙のセット」巧2ページ）参照 


定着器の巧撫時期に 
なっている。 

走着器を交換してください。 

Cm 「定期交換部品一覧」(225ページ） 

参照 


使用している用紙が 
適切でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

じ参‘圾「第6章用紙じついて」 (157 ページ） 
参照 
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印刷品質が低下したとき 


こんなとき 

よくある例 

ここをお調べ < ださい 


女字がじじむ 

PRINTER 


用紙が湿気を含んで 
いる。 

ま斤しい用紙に交換してくだちい。 

厂参照「用紙のセット」巧 2 ページ）参照 

P 

P 

P 

P 

RINTER 

R INTER 
RINTER 
RINTER 

使用している用紙が 
適切でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

C 参‘照「第 6 章用紙について」 (157 ページ） 
参照 

\ 

ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ペー 
シ’） 参照 

縱長に白抜けずる 

ドラムカートリッジ 
が正しくセットされ 
ていない。 

いったんドラムカートリッジを取り化し、セット 
し直してください。 

じ参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ペー 
シ') 参照 


PRINTER 

PRINTER 

P ] り ] の’]很 


P 

\ 

] 之 1] の’;；民 

ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

ご参照 「ドラムカートリッジの交換」 (108 ペー 
シ’） 参照 

不要なトナーがつく 

使用している用紙が 
適切でない。 

適切な用紙をセットしてください。 

C 参照「第 6 章用紙について」 (157 ページ） 
参照 


PRINTER 


\ 

\ 

い 

入 \ 

ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参照「ドラムカートリッジの交換」 (108 ペー 
シ’） 参照 

太い文字や図おに影が 
化る 

解像度、ディザ、明る 
さの設定が適切でな 
い。 

プリンタドライバの[グラフィックス]ダイア □ 
グで、解像度、ディザ、巧るさを調整して< ださい。 

参照『オンラインマニュアル』「ソフトウェア 
編」参照 




J 

\ 

: 

ドラムカートリッジ 
が劣化、または損傷し 
ている。 

ま斤しいドラムカートリッジに交換してください。 

C 参-頃「ドラムカートリッジの交換」 (108 ペー 
シ‘） 参照 




用紙種類の設定が適 
切でない。 

プリンクドライバの「基本設走」ダイア□グで、 
用紙種類をお認して < ださい。 

の参照『オンラインマニュアル』「ソフトウェア 
編」参照 


走:着器の巧撫時期に 
なっている。 

を着器を交換して < ださい。 

C 参照「定期交換部品一覧」 （225 ページ） 

参照 
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第 7 章こんなときじは 




オペレ ー タパネルのエラ ー メ ツセー ジ 


プリンクでエラーが発生ずると、オペレークパネルのあ晶ディスプレイにエラーメッセージが表 


w されまず。 

次の表に従って処置してください。 


表示 メッセージ 
《X ※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と対処方ま 

参照先 

《《《《カノ V—オーフ D ン 

XXXXXXXXXXXXXXXX 

《《《《： 0 0 01〜〇 0 0 3、 

0 011、00 21 、 
0022 、 

0031-0033 

【原因】カバーを開けていると表 
7K されまず。 

【対処】オペレータパネルに表示 
された箇所を巧認して< 
ださい。 

XXXXXXXXXXXXXXXX: 
開いているカバー 


0031 カバーオープン 
ヵバ ーF 

【原因】カバ ーF を開けていると 
き、またはフイニ、ソシャ ー 
接続部のコネクタがホ接 
続のときじ表示されまず。 

【対処】カバー F のお認および 

フイニ、ソシャー接続部の 
コネクタが接続されてい 
るか巧認してください。 

Cpm 

「フイニ、ソシヤーを取り 
付ける」 （83 ページ）参 
照 

《《《《カセットナシ 
カセット X ヲイレテク女'' サイ 

《《《《：10 01〜10 0 4 

【原因】給おカセットを指定して 
EP 刷したときに、指走した 
給おカセットぜセ、ソトさ 
れていないと表示されま 
ず。 

【対処】カセット X で表示された 
給紙カセット （ 1〜4 ) じ 
印刷ずるサイズの用紙を 
入れてセットずると印刷 
を開始しまず。 

に参照 

「給紙カセツトじ用紙を 
セツトずる」 （52 ペー 
ジ）参照 

1007 カセットナシ 
カセット ヲイレテクタ' サイ 

【原因】自動給紙で EP 刷したとき 
に、給お巧象の給お□に力 
セットがセットされてい 
ないと表示されまず。（メ 
ニューモードで給紙トレ 
イの自動給お設定を「お 
タカ」に設定しているとき） 
【対処】自動給お対象の給お力 
セットじ印刷ずるサイズ 
の用紙を入れてセットず 
ると印刷を開始しまず。 

に参照 

「給紙カセツトじ用紙を 
セツトずる」 （52 ペー 
ジ）参照 
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メ、ソセージー覧 


表示 メッセー シ 
《X ※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

1100 ヨウシナシ 
ホ东*ホ东 ー キユ ウシ トレイ 

【原因】給おトレイを指定して印 
刷したときに、給紙トレイ 
に用紙がない、または印刷 
中に用紙がな<なった場 
合しま"、されまず。 

【対処】表示されたサイズの用紙 
を給紙トレイにセットず 
ると印刷を開始しまず。を 
おタトの用紙の場合、「ヨウ 
シナシ」を検巧ずるまでに 
数十秒かかる場合があり 
まず。 

今,照 

「給紙トレイに用紙を 
セットずる」巧4ぺ一 
ジ）参照 

《《《《ヨウシナシ 
味去*** ー カセット X 

《《《《：1101〜110 4 

【原因】給紙カセットを指走して 
EP 刷したときに、指走した 
給おカセットじ用おがな 
し、または印刷中になく 
なった場合し表 7K ちれま 
ず。 

【対処】カセット X で表示された 
給紙カセット （ 1〜 4) に、 
表示されたサイズの用紙 
をセットずると印刷を開 
始しまず。 

今照 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」 （52 ぺ一 
ジ）参照 

1106 ヨウシナシ 

***** ー トレイ/カセット 

【原因】自動給紙で印刷したとき 
じ、給お対象の給おカセッ 
卜または給紙トレイに用 
おがない、または EP 刷中に 
用おがな<なった場合に 
表示されまず。 

【対処】自動給お対象の給お力 
セット （ 1〜 4) または給 
紙トレイに、表示されたサ 
イブの用紙をセットずる 
と印刷を開始しまず。 

Cpm 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」巧 2 ぺ一 
ジ）参照 

Cpm 

「給おトレイに用紙を 
セットずる」巧4ぺ一 
ジ）参照 

1107 ヨウシナシ 

ホ东*东ホ ー カセット 

【原因】自動給おで印刷したとき 
に、給お巧象の給おカセッ 
卜じ用紙がない、または印 
刷中に用紙がな<なった 
場合し表 w されまず。（メ 
ニューモードで給紙トレ 
イの自動給お設走を「お 
巧」じ設走しているとき） 
【対処】自動給お巧をの給お力 
セット （ 1〜4 ) に、表示 
されたサイズの用紙を 
セットずると印刷を開始 
しまず。 

に参照 

「給紙カセ、ソトに用紙を 
セットずる」 （52 ペー 
ジ）参照 
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表示メ ツセー ジ 
《《※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 

《《《《サイス*フイ、ソチ 
* 本*** —► キュウシトレイ 

《《※※：12 0 0、12 10 


《《《《サイス*フイ、ソチ 

***** -► カセット X 


1206 サイスフイ、ソチ 
***** ー トレィ/カセ、ソト 


原因と巧化方ま 


参照先 


【原因】給おトレイを指をして印 
刷したときに、給紙トレイ 
にセットされている用紙 
や用紙ガイドの位置と、印 
刷データの用紙サイズが 
異なっていると表示され 
まず。 

【対処】給おトレイの用紙ガイド 
を正しく設走し、表示され 
たサイズの用紙をセット 
ずると印刷を開始しまず。 
用紙サイブに「フテイケ 
イ」と表示されているとき 
は、プリンクドライバで指 
定した「ユーザを義サイ 
ブ」じあわせてください。 


CpWi 

「給おトレイに用紙を 
セットずる」巧4ペー 
ジ）参照 


【原因】給おカセットを指定して 
EP 刷したときに、指走した 
給おカセットにセットさ 
れている用紙やガイドク 
リ、ソプの位置と、印刷デー 
クの用紙サイズが異なつ 
ていると表示されまず。 

【対処】カセット X で表示された 
給紙カセット （ 1〜4 ) の 
ガイドクリ、ソプを正しく 
設定し、表示されたサイズ 
の用紙をセットずると印 
刷を開始しまず。 

用紙サイブに「フテイケ 
イ」と表示されているとき 
は、プリンタドライバで指 
をした「ユーザを義サイ 
ズ」じあわせて< ださい。 
(カセット1または2の 
み） 


「給おカセツトじ用紙を 
セツトずる」巧2ペー 
ジ）参照 


【原因】自動給おで EP 刷したとき 
に、給お巧象の給おカセッ 
卜または給紙トレイに 
セットされている用紙や 
ガイドクリ、ソプ/用紙ガ 
イドの位置と、印刷データ 
の用紙サイブが異なって 
いる場合に表示されまず。 

【対処】自動給お対象の給お力 
セット〔1〜 4) または、 
給紙トレイのガイドク 
リ、ソプ/用紙ガイドを正 
しく設走し、表示されたサ 
イズの用紙をセツトずる 
と印刷を開始しまず。 


Cpm 

「給おカセットじ用紙を 
セットずる」巧2ペー 
ジ）参照 

「給おトレイに用紙を 
セットずる」巧4ペー 
ジ）参照 


4 2 
〇1 
2 2 


〇 1 
2 2 
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メ、ソセージー覧 


表示 メッセー シ 
《X ※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

1207 サイス'、フイ、ソチ 

ホ东*东东 ーカセット 

【原因】自動給おで印刷したとき 
に、給お巧象の給おカセッ 
卜にセットされている用 
おやガイドクリップの位 
置と、印刷データの用紙サ 
イズが異なっている場合 
じ表示されまず。（メ 
ニューモードで給紙トレ 
イの自動給お設走を「お 
巧」じ設走しているとき） 
【対処】自動給お対象の給お力 
セット （ 1〜 4) のガイド 
クリップを正しく設をし、 
表示されたサイズの用紙 
をセットずると印刷を開 
始しまず。 

に参'照 

「給紙カセツトに用紙を 
セツトずる」 （52 ペー 
ジ）参照 

1300 サイス A カクニン 

ホ东*ホホ ー キユ ウシ トレイ 

【原因】指走した用紙サイブと実 
際に給おされた用紙サイ 
ブが異なっていると表示 
されまず。 

【対処】給紙トレイの用紙を表示 
されたサイズの用紙に交 
換ずると、 EP 刷を開始しま 
ず。 

用紙サイズに「フテイケ 
イ」と表示されているとき 
は、プリンクドライバで指 
をした「ユーザを義サイ 
ブ」じあわせてください。 
なお、印刷を中止しても本 
エラーは表示されたまま 
となりまずので、必ず給お 
トレイの用紙サイズが正 
しいか確認し、再度セット 
してください。 

に参照 

「給紙トレイに用紙を 
セツトずる」 （54 ペー 
ジ）参照 
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第 7 章こんなときじは 


表示 メッセージ 
《X ※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と巧化方ま 

参照先 

《《《《サイス4カクニン 
东ホ味** -► カセット X 

《《《《：13 01〜13 0 4 

【原因】指定した用紙サイズと実際 
に給おされた用紙サイズ 
が異なっていると表示さ 
れまず。 

【対処】カセット X で表示された 
給紙カセット （ 1〜4 ) の 
用紙を表示されたサイズ 
の用紙に交換して<ださ 
い。 

用紙サイズに「フテイケ 
イ」と表示されているとき 
は、プリンクドライバで指 
をした「ユーザを義サイ 
ブ」じあわせて< ださい。 
(カセット1または2の 
み） 

なお、印刷を中止しても本 
エラーは表示されたまま 
となりまずので、必ず給紙 
カセットの用紙サイズが 
正しいかお認し、再度セッ 
卜してください。 

に参'頃 

「給紙カセツトじ用紙を 
セツトずる」 （52 ペー 
ジ）参照 

14 00 サイス"フソク 

A 4 ー キュウシトレイ 

【原因】設走の印刷時に A 5 よりか 
さい用紙がセットされて 
いると表示されまず。 

【対処】給紙トレイの用紙を A 4 サ 
イブに交換ずるか、リセ、ソ 
トスイ、ソチで印刷を中止 
し、 A 5 W 上の大きさで再 
度印刷してください。 

に参'喝 

「給紙トレイに用紙を 
セツトずる」 （54 ペー 
ジ）参照 

《《《《サイス4フソク 

A 4 ー カセット X 

《《《《：14 01、14 0 2 

【原因】設定の印刷時に A 5 よりか 
さい用紙がセットされて 
いると表示されまず。（給 
紙カセット1または2の 
み） 

【対処】給紙カセットの用紙を A 4 
サイズに交換ずるか、リ 
セットスイ、ソチで EP 刷を 
中止し、 A 5 W 上の大きさ 
で再度印刷してください。 

に参照 

「給紙カセツトに用紙を 
セツトずる」 （52 ペー 
ジ）参照 
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メ、ソセージー覧 


表示 メッセー シ 
《X ※※：ェラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

《《《《サイス'、エラー 
ホ**ホホ ー カセット X 

《《《《： 1 己 01 、 15 0 2 

【原因】オペレーションパネルの 
給お□指をが給おカセッ 
卜 1. 2で ESC / P 印刷を 
行ったときに、給おカセッ 
卜にセットされている用 
おやガイドクリップの位 
置がサポートしていない 
用紙サイズになっている 
と表示されまず。 

【対処】カセット X で表示された給 
紙カセット （1 または 2) 
のガイドクリ 、ソプ を正し 
く設をし、表示されたサイ 
ブの用紙をセットずると 
印刷を開始しまず。 

今,照 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」巧2ぺ一 
ジ）参照 

《《《《サイス'、エラー 
乐东 * 东东 ー カセット X 

《《《《： 1 己 0 3、15 0 4 

【原因】給紙カセット （3 または 
4) を指走して印刷したと 
きじ、指走した給おカセッ 
卜にセットされている用 
おやガイドクリップの位 
置がサポートしていない 
用紙サイズになっている 
と表示されまず。 

【対処】カセット X で表示された 
給紙カセット （3 または 
4) のガイドクリップを正 
しく設定し、表示されたサ 
イブの用紙をセットずる 
と印刷を開始しまず。 

に参照 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」 （52 ペー 
ジ）参照 

1己07 サイス A エラー 

东东*东ホ ー カセット 

【原因】自動給おで印刷したとき 
に、給お巧象の給おカセッ 
卜にセットされている用 
おやガイドクリップの位 
置がサポートしていない 
用紙サイズになっている 
と表示されまず。（メ 
ニューモードで給紙トレ 
イ、カセット 1 、 カセット 

2の自動給お設走を「お 
巧」じ設走しているとき） 
【対処】自動給お対象の給お力 
セット （3 または 4) のガ 
イドクリップを正しく設 
をし、表示されたサイズの 
用紙をセットずると印刷 
を開始しまず。 

今照 

「給紙カセットに用紙を 
セットずる」巧2 ぺ一 
ジ）参照 
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《《《《トレイフル 
XXXXXXXXXXX カクニン 


【原因】排化用紙がトレイにたま 
り過ぎている場合に表示 
されまず。 

【対処】表示されているトレイの 
ずべての用紙を取り除く 
と印刷を開始/再開しま 
ず。 _ 

XXXXXXXXXXX ： エラー箇所 


6101 スタツカトレイカクニン 
力ちラ トリノソ’イテクタ*サイ 


【原因】スクツカトレイが次のい 
ずれかの状態の場合に表 
w されまず。 

-前のジョブの用紙サイ 
ズより次のジョブの用 
紙サイズが大きい 
-前のジョブの用紙幅が 
279.4 mm 未満で、ス 
テープルの指をが変更 
になっている 
-前のジョブの用紙サイズ 
が不日月 

積まれている用紙のサイ 
ズが混在している場合は、 
300枚を超えてか6下に 
積まれている用紙よりも 
大きい用紙を排化した と 
きに エラーと なりまず。 
それ W 外の場合は、積まれ 
ている用紙が1500枚を超 
える とエラーと なりまず。 

【対処】スクツカトレイのずべて 
の用紙を取り除くと印刷 
を開始/再開しまず。 


6102 スタツカトレイカクニン 
力ちヲ トリノソ‘ イ子ウダ サイ 


【原因】スクツカトレイに異常負 
荷が掛かったり、スクツカ 
トレイの下に障害物等が 
あって自動位置調整が正 
しく行えなかった場合に 
表 w されまず。 

【対処】スクツカトレイが上下に 
動<スペースが巧保され 
ていることをお認し、ス 
クツカトレイのずべての 
用紙を取り除<と印刷を 
開始/再開しまず。 


表示メ ツセー ジ 

《《※※：エラーコード 原因と対処方法 参照先 

*****: 用紙サイズ 


5 5 


〇1 

〇 〇 

5 5 




204 









メ、ソセージー覧 


表示 メッセー シ 
《X ※※： エラーコード 

***** : 用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

6 10 3 スタ、ソカトレイカクニン 
力ちヲトリノソ A イテクダ サイ 

【原因】スクツカトレイにステー 
プルされた用紙が積まれ 
ているときの規定積載量 
(200 セット）を超えた場 
合しま"、されまず 。 

【対処】スタッカトレイのずべて 
の用紙を取り除<と印刷 
を開始/再開しまず。 


6201 ステーフ D ルカクニン 
ハソラ イレテクタ‘サイ 

【原因】ステープルを指定して印 
刷したときに、ステープル 
針が不足している、または 
ステープル針がホ装着の 
場合し表4)、されまず。 

【対処】ステープル針をセットし 
て < ださい。 

ステ ー プルなしで EP 刷を 
続行ずる場合は、「設走」ス 
イッチを押ずと印刷を続 
行しまず。 

「ステープル針を巧給ず 
る」 （11 6ページ）参照 

6202 ハリツ、、マリ 
ハソラ カクニンシテク女 A サイ 

【原因】ステープルを指定して印 
刷したときじ、針がつまっ 
て化なくなったためス 
テープルに失敗した場合 
に表示されまず。 

【対処】ステープル針をいったん 
外して確認し、必要に応じ 
て交換してください。 

に参照 

「ステープル針を補給ず 
る」〔116ページ）参照 

6203 ハリツ' マリ 

カノ V — H /ヨウシシ • ヨキヨ 

【原因】ステープルを指をして印 
刷したときに、ステープル 
に失敗して針がつまった 
場合しま4)、されまず。 

【対処】カバ ー H を開け、中の用 
紙を取り除いてください。 

今照 

「フイニ、ソシヤー内部で 
つまった用紙を取り除 
<」のカバー H の場合 
(188 ページ）参照 

6204 ステーフ°ルフカ 
インサツソ- 、ソ コウ ー セツテイ 

【原因】ステープルを指をして EP 
刷したときに、異なる用紙 
サイズが混在しているた 
めステープルができない 
場合し表/」、されまず。 

【対処】ステープルなしで巧刷を 
続行ずる場合は、「設定」ス 
イ、ソチを押ずと EP 刷を続 
行しまず。 Printianavi 1 更 
用時は、 2 秒後【こ自動でス 
テープルなしで続行しま 
ず。 
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第 7 章こんなときじは 


表示メッセージ 
《《 ※※： ェラーコード 

***** ;用紙サイズ 

原因と巧化方ま 

参照先 

6205 ステーフ D ルフカ 
インサツソ A 、ソ コウ ー セッテイ 

【原因】ステープルを指走して印 
刷したときに、ステープル 
可能な枚数巧0枚）を超 
えたためステープルがで 
きなし''場合し表 7 K されま 
ず。 

【対処】ステ ー プルなしで EP 刷を 
続行ずる場合は、「設を」ス 
イッチを押ずと印刷を続 
行しまず。 Printianavi 使 
用時は、2秒後に自動でス 
テープルなしで続行しま 
ず。 


6301ノ V ンチ デ キマセン 
夕'' ストホ'' 、ソ クスヲセット 

【原因】パンチ巧指走で EP 刷した 
ときに、ダストボックス 
(パンチ穴クブ入）が装着 
されていない場合に表示 
されまず。 

【対処】ダストボックスを正しく 
セットしてくだちい。 


63 0 2 ノ V ンチテ'' キマセン 
ダ スト ホ、、 、ソ クスフル 

【原因】パンチ巧指走で EP 刷した 
ときに、ダストボックス 
(パンチ穴クブ入）がいっ 
ぱいになっている場合に 
表さされます 。 

【対処】ダストボックス内のゴミ 
(パンチ巧クズ）を捨てて 
ください。 

「パンチ巧のクズを捨て 
る」 （121 ページ）参照 

7002 メモリオーノ V — 

1フ‘インサツ^セッテイ 

【原因】部単位印刷を設をして 
行った EP 刷のデーク量が、 

部単位印刷用のメモリ残 
量より大きい場合に表示 
されまず。 

树姻 Printianavi 使用時は、「設 
を」スイ、ソチを押ず、また 
は2秒経過ずると1部の 
み印刷しまず。 

Printianavi ホ使用時は、 
「設定」スイッチを押ずと 

1部のみ印刷しまず。 
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メ、ソセージー覧 


表示メ ッセー シ 
《X ※※：ェラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

7003 メモリフソク 
カクメンインサツ-►セッテイ 

【原因】メモリを増設していない 
状態で A 3、 B 4、 Legal の 
用紙を1200か i で両面巧 
刷したときに、 W 下の状態 
の場合、ま"、されまず〇 
-プリンクドライバで「プ 
□テクトモードで印刷 
ずる」を1一 にしている 
とぎ。 

-プリンクドライバの「プ 
□テクトモードで印刷 
ずる」が r のとき、お 
よび印刷デークの処理 
にを要なメモリがお保 
できないとき。 

树姻 Printianavi 使用時は、「設 
を」スイ、ソチを押ず、また 
は2秒経過ずると片面で 
印刷しまず 。 Printianavi 
ホ使用時は、「設を」スイ、ソ 
チを押ずと片面で印刷し 
まず。 

再度両面で印刷ずる場合 
は、メモリを増設ずる、用 
紙のサイズをかさくずる、 
またはドライバの解像度 
を下げてください。 


7004 キユ ウシシテイ エラー 
シ ’ 卜 A ウキユ ウシムコウ 

【原因】ずべての給紙□に巧し、メ 
ニューモードの自動給お 
設をを「おタカ」にしている 
ときに、自動給おで EP 刷を 
行うと表示されまず。 

【対処】リセットスイ、ソチを押し 
て、印刷を中止してくださ 
し、 ( Printianavi 使用時は 
自動で巧ち切られまず） 
再度印刷ずる場合は、給お 
□を指定して印刷してく 
ださい。 
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第 7 章こんなときには 


《《《《ユニットカクニン 


【原因】表示されたユニットが外 
れてし'!るか、正しく認識さ 
れていない場合に表示ち 
れまず。 

【対処】いったん電源を切断して 
から、ユニットが正しく装 
着されているかお認し、再 
び電源を投入して<ださ 
い。 

それでわエラーメ、ソセー 
ジが表示される場合は、装 
置の修理が必、要でず。その 
内容を「八ードウェア修理 
相談センター」 (236 ペー 
ジ）へご連絡ください。 

X X X X X X X X X X X X X X XX :エラー箇所 


今照 

「化張給おユニットの取 
り付けかた」 （76 ペー 
ジ）参照 
参照 

Cpm 

「フイニ、ソシャーの取り 
付けかた」 （82 ページ) 
参照 


表示メ ツセー ジ 
《《※※：エラーコード 

***** :用紙サイズ 


原因と巧化方ま 


参照先 


7005 アンク‘ーランエラー 
インサツセツテイカクニン 


【原因】 EP 刷中にアンダーランエ 
ラーが発生した場合に表 
7 K されまず。 

【対処】リセットスイ、ソチを押し 
て、印刷を中止してくださ 
し、 ( Printianavi 使用時は 
自動で巧ち切られまず） 
再度印刷ずる場合は、メモ 
リを増設ずる、用紙のサイ 
ズをかさくずる、またはド 
ライバの解像度を下げて 
ください。 

* アンダーランエラーは、 
印刷内容が複雑でプリン 
クの処理が追いつかない 
場合に発生しまず。 


メモリを増設ずる場合 
は 

「第3章オプションの 
装着」 （65 ページ）参照 


7006 ミサホ°ートョウシ 
チヨウシ'' ヤクシシテイムコウ 


【原因 】 EP 刷データでホサポート 
の用紙（長尺紙）を指をし 
た場合し表 w されまず。 

【対処】リセットスイ、ソチを押し 
て、印刷を中止してくださ 
し、 ( Printianavi 使用時は 
自動で巧ち切られまず） 
再度印刷ずる場合は、指を 
した用紙のサイズを巧認 
してください。本プリンタ 
では「長尺お」は印刷でき 
ません。 


X 

X 8 
X 2 〇 
X 〇 7. 
X 2 i 


X 1 7 

X 〇 〇 

X 2 2 
X 8 H 


X 《 
X 《 
X 《 
X 《 
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メ、ソセージー覧 


表示 メッセー シ 
《X ※※： ェラーコード 

***** : 用紙サイズ 

原因と対処方法 

参照先 

8101 エンシ A ンイシ> ョウ 

ツウシンエラー X X y y 

【原因】ハードウェアの異常を検 
止!ずると表示されまず。 

树処】いったん電源を切断し、巧 
び投入して<ださい。それ 
でもエラーメ 、ソ セージが 
表 7 K される場合は、装置の 
修理があ要でず。その内容 
を「八ードウェア修理相談 
センク ー 」 (236 ぺージ） 
へご連絡 < ださい。 


8204 ユニットカクニン 

HCF 八ミサホ° -卜 

【原因】ホサポートのユニ、ソトが 
装着されている場合に表 
w されまず。 

【対処】電源を切断してからホサ 
ポートのユニ、ソトを取り 
タトし、再び電源を投入して 
ください。 


9001 コント□ーラエラー 
RAM ェラー 

【原因】 ROM および RAM の異 
常を検化ずると表示され 
まず。 

树処】いったん電源を切断し、再 
び投入してください。 

ぞれでちエラーメッセー 
ジが表示される場合は、装 
置の修理が必要です。 

その内容を「八ードウェア 
修理相談センクー」 (236 
ページ）へご連給くださ 
い。 


9002 コント□ーラエラー 
フオント ROM エラー 


9003 コント□ーラエラー 
MAC アト' レスエラー 


9004 コント□ーラエラー 
Flash - ROM ェラー 


9006 コント□ーラエラー 
EEPR 0 M ェラー 


9007 コント□ーラエラー 
つ 。□ク D ラム ROM エラー 


9008 コント□ーラエラー 
USB デ }\イスエラー 


9101 カクチョウメモリエラー 
メモリ ヲ コウカン 

【原因】増設したプリンタ RAM モ 
ジュールの異常を検化ず 
ると表示されまず。 

【対処】電源を切断し、プリンク 
RAM モジュールをを換し 
て < ださい。 

係昭 

「プリンク RAM モ 
ジュールの取り付けか 
た」 （71 ページ）参照 























第 7 章こんなときじは 


表示 メッセージ 
《X ※※： ェラーコード 

***** :用紙サイズ 

原因と巧化方ま 

参照先 

9 102 メモリ八'、スエラー 
カクチョウメモリトリ八ス A シ 

【原因】増設したプリンタ RAM モ 
ジュールの異常を検化ず 
ると表示されまず。 

【対処】電源を切断し、プリンタ 
RAM モジュールを取りタト 
してから再び電源を投入 
してください。正常に起動 
した場合は、プリンク 
RAM モジュールを交換し 
て < ださい。 

正常に起動せず、エラー 
メ 、ソ セージが表示される 
場合は、装置の修理がを要 
でず。 

その内容を「八ードウェア 
修理柜談センター」 (236 
ページ）へご連絡くださ 
い。 

C»m 

「プリンク RAM モ 
ジュールの取り付けか 
た」の1ページ）参照 

9103 セツテイメモリエラー 
トウ□クショキカシマス 

【原因】プリンタの設走内容を保 
存ずるメモリ部分の異常 
をお化ずると表示されま 
ず。 

【対処】いったん電源を切断し、再 
び投入してください。プリ 
ンタの設を内容は工場化 
荷時の巧期設をに戻りま 
ず。 

それでちエラーメ、ソセー 
ジが表示ちれる場合は、装 
置の修理がを要でず。 

その内容を「八ードウェア 
修理柜談センクー」 (236 
ページ）へご連絡くださ 
い。 


9 104 □ク‘ メモリエラー 

テ' ータショキカシマス 

【原因】プリンクでな取ずる□グ 
を保存ずるメモリ部分の 
異常をお化ずると表示さ 
れまず。 

【対処】いったん電源を切断し、再 
び投入してください。プリ 
ンクの消耗品警告情報履 
歴は消去されまず。 
それでちエラーメ、ソセー 
ジが表示ちれる場合は、装 
置の修理がを要でず。 

その内容を「八ードウェア 
修理柜談センクー」 (236 
ページ）へご連絡くださ 
い。 
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メ、ソセージー覧 


題 ※※： E 

C 

F 


匪 ※※： H 

H 


題※※カミツ'、マリ 
XXXXXXXXXXXXXXXX 


《《《《カセットイシ°ョウ 
カセット X シヨウフカ 


【原因】おづまりが発生ずると表 
W されまず。 

【対処】表示されているカバー （A 
〜 H ) や給紙カセット X 
(1 〜 4) を開け、プリン 
夕内や排紙□じつまった 
紙を取り除いてください。 
卜 [X X ]」 は、 カバーを 
開けて中につまった用紙 
を取り除<ためじ操作が 
必要なつまみやレバーを 
巧しまず。 

「キュウシトレイ」と表示 
されている場合は、給お卜 
レイにセツトされている 
用紙をいったん取り除い 
て < ださい。 


XXXXXXXXXXXXXXXX 
操作-お認が必要な箇所 


Cpm 

「紙づまりじなったと 
き」 （166 ページ）参照 


【原因】給紙カセット （1 〜 4) を 
指走して印刷したときに、 
指をした給おカセットが 
故障している場合に表示 
されまず。 

【対処】リセットスイッチを押し 
て、印刷を中止してくださ 
し、 ( Printianavi 使用時は 
自動で巧ち切られまず） 
再度印刷ずる場合は、別の 
給お□を指定して EP 刷し 
て < ださい。 

故障した給おカセットに 
ついては、給紙カセットを 
一度引き化してから挿入 
し直してください。それで 
も エラー メ 、ソ セージが表 
示される場合は「八ード 
ウェア修理相談センター」 
(236 ぺージ）へご連絡く 
ださい。 


J 10 2 トナーエンフ°テイ 
トナーカートリツシ‘コウカン 


【原因】トナーカートリッジの卜 
ナーがな < なった場合に 
表示されまず。本 エラーが 
発生した場合、トナーカー 
トリッジが交換されるま 
で印刷はできません。 

【対処】巧しいトナーカートリツ 
ジじ交換してください。 


Cpm 

「トナーカートリツジの 
交換」 (104 ページ ）参 
照 

今照 

「トナーエンプティおよ 
びドラム寿命じついて」 
(115 ページ）参照 


表ホメ ツセー ジ 

《《※※：エラーコード 原因と対処方法 参照ホ 

*****: 用紙サイズ 


2 3 8 

0 0 8 

8 9 4 

E C F 

一二 

12 2 

〇 〇1 

114 


4 4 
〇 〇 
18 
H H 


〇 〇 
18 









第 7 章こんなときじは 


表示メ ッ セージ 
※※： ェラーコード 

***** ;用紙サイズ 

原因と巧化方ま 

参照先 

J 301 卜4ラムナシ 
卜 A ラムカートリ、ソシ A カクニン 

【原因】ドラムカートリッジが 
セットされていない場合 
に表示されまず。 

【対処】 ドラムカートリッジを 
セットしてくだちい。 

「トナーカートリッジと 
ドラムカートリッジの 
取り付け」 （44 ページ） 
参照 

」目01 卜"ラムシ' ユミヨウ 

卜 A ラムカートリ、ソシ A コウカン 

【原因】ドラムカートリッジが交 
換時期になった場合に表 
示されまず。本エラーが発 
生した場合、ドラムカート 
リッジが交換されるまで 
印刷はできません。 

【対処】 ま斤しいドラムカートリ、ソ 
ジじ交換してください。 

C»m 

「ドラムカートリッジの 
交換」 (108 ページ）参 
照 

「トナーエンプテイおよ 
びドラム寿命について」 
(115 ページ） 

《《《《卜' ラムイシ‘ヨウ 
卜—ラムカートリ、ソシ' コウカン 

《《《※：」4 01、 

」701〜」703 

【原因】ドラムカートリッジが正 
し<認識できない場合に 
表さされます。 

【対処】 ドラムカートリッジを交 
換してください。 

参'喝 

「ドラムカートリッジの 
交撫」(108ページ）参 
照 

《《《《トナーイシ"ヨウ 
トナーカートリ、ソシ A コウカン 

《《《《：」801〜」803 

【原因】トナーカートリッジが 
セットされていない場合、 
または正しく認識できな 
し''場合し表 w されまず。 

【対処】 トナーカートリッジを正 
しくセットしてください。 
セットしても本エラーが 
表示される場合は、トナー 
カートリッジを交換して 
ください。 

Cp 照 

「トナーカートリッジと 
ドラムカートリッジの 
取り付け」 （44 ページ） 
参照 

今照 

「トナーカートリッジの 
交換」 (104 ページ）参 
照 

《《《《エンシ•ンイシ*ヨウ 
XXXXXXXXXXXXXXX 

《《《《： U 001 〜 U 607 

【原因】ハードウェアの異常を横 
化ずると表示されまず。 
【対処】 いったん電源を切断し、再 
び投入してください。 
それでもエラーメ、ソセー 
ジが表示ちれる場合は、装 
置の修理がを要でず。 

その内容を「八ードウェア 
修理柜談センクー」(236 
ページ）へご連絡くださ 
い。 

XXXXXXXXXXXXXXX ： エラー箇所 
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メ、ソセージー覧 


オペレータパネルの警告メツセージ 


メンテナンス情報や給紙□のセット状態に関ずる警告を下段の1〜9巧目に表示しまず。 
警告メッセージが表示されても、印刷は続けることができまず。 

-警告表示の例 


オンライン 
カ セツ トカクニン1 


广巧 1 瑜 1片1 -^ 

警告が複数発生している場合は、次の表示じなりまず。 

•「テ'' -クアリ」が発生しているとき 
同時に発生している化の警告は表示されません。 

■「テ'' ークアリ」が発生していないとき 
印刷中は、発生している警告の中で下記の表の一番上じある警告を 
表71^しまず。 

それ W 外の場合は、下記の表の上から順番に該当ずるエラーが 
表示されまず。 

\_ J 


表示メ ツセー ジ 

表示内容と処置 

テ"ータアリ 

プリンタ巧にホ®理のデータび残っていると表示され 
ます。[設定]スイッチを巧すと、ホ赃理データを印刷 
します。 

卜 '' ラ厶コウカン 

ドラ厶カートリッジの交換時期びおづ<と表示されま 
す。ドラ厶力ートリッジの寿命になると印刷びできなく 
なりますので、事前に新しいドラ厶カート1」ッジを準備 
してくださし、。 

トブー□- 

トナーの残量びみな<なると表示されます。トナー残量 
びな<なると印刷びできな<なりますので、事前に新し 
いトブーカート1」ッジを準備してください。 

ノ VJ コウカン 

ステープル針びなくなると表示されます。新しいステー 
プル針に交換して < ださし、。 

ソウチシ"ユミヨウ 

本装置の寿命として規をしている印刷ページ数を超過 
した揚合に表示されます。この警告び表示されてち、た 
だちじ印刷びでさなくなるわけではありませんび、故障 
頻度び上昇することび予想されます。 

また、この警告び表示されな< てち、装置導入後曰年を 
経過した揚合は装置寿命とな0ます。 

Cm . 「プリンタの基本仕様」（216ページ）参照 

テイチャクコウカン 

を着器の交換時期になると表示されます。*1 

「定期交換部品一覧」（225ページ）参照 
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第 7 章こんなときじは 


表示メッセージ 

表示内容と化置 

キット A コウカン 

を期交換キット A の交換時期になると表示されます。* 

「を期交換部品一覧」 （225 ページ）参照 

キット B コウカン 

を期交換キット B の交換時期になると表示されます。* 

「定期交換部品一覧」 （22 曰ページ）参照 

キット C コウカン 

を期交換キット C の交換時期になると表示されます。* 

「定期交換部品一覧」 （22 曰ページ）参照 

テイチャク 

を着器の交換時期びおづ< と表示されます。*1 

心^ 「を期交換部品一覧」 （225 ページ）参照 

キット A 

定期交換キット A の交換時期が近づ < と表示されます。 
*1 

「を期交換部品一覧」（225ページ）参照 

キット巨 

定期交換キット B の交換時期が近づ < と表示されます。 
*1 

「定期交換部品一覧」（225ページ）参照 

キットに 

を期交換キット C の交換時期びおづ< と表示されます。 
*1 

心^ 「を期交換部品一覧」 （225 ページ）参照 

カセットカクニン n 

セットされていない給紙カセットびあると表示されま 
す。給紙カセットをセットしてください 。 （n :カセット 
番号） 

サイス'' カクニン n 

セットされている用紙ゆ方イドク I 」ップの位置がサ 
ポートしていない用紙サイスになっている給紙カセッ 
卜びあると表示されます。ガイドクリップを正しく設を 
し、用紙をセットし直してください。 （ n : カセット番号） 

八イシトレイフル 

フェイスダウントレイに積まれている用紙びいっぱい 
じなっていると表示されます。用紙を取り除し 、て<ださ 
い。 

トッフ D トレイフル 

トップトレイに積まれている用紙びいっぱいじなって 
いると表示されます。用紙を取り除いて<ださし、。 

スタッカトレイフル 

スタッカトレイに積まれている用紙びいっぱい I こなっ 
ていると表示されます。用紙を取0除いて<ださい。 

なお、ステープルされた用紙び積まれているとさの規を 
積載量 （200 セット）を超えた揚合ゆ、ルさいサイズ 
の用紙の上に大きいサイブの用紙び積まれている揚合 
は、いっぱいじなっていなくてち表示されます。 


*1 :走着器、走期交換キット A 、 B 、 C の交換じついては、「八ードウエア修理柜談センター」 
(236 ページ）へご連絡ください。 
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ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必 
要となることがらについて説明します。 


プリンタの基本仕様 . 216 

フィニ、ソシャーの基本仕様 . 219 

インターフ王ース仕様 . 220 

オプション品一覧 . 222 

有寿命部品/消耗品/を期を換部品について .223 

サプライ品一覧 . 224 

定期交換部品一覧 . 225 

用弟丘関係 . 226 

印刷ち向 . 226 

印刷可能領域 . 234 

アフターサービス について . 236 

本製品の廃棄について . 238 
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プリンタの基本仕様 


W 下に、 XL - 9500のを仕様を示しまず。なお、プリンクの基本仕様は、本書発行時点のもので 
ず。最新情報は富±通製品情報ページ （ http :// www . fmwo り d . net / biz /) でご確認ください。 


印刷ちま 

印刷速度 *1*2 
(コピー動作による連続 
印刷瞄 

単位：ぺージ/分 


電子写真ちま 


^-^— 

片面巧刷 

両面巧刷 

普通紙 

A 3 

28 

18 

A 4 

50 

50 

A 日 

50 

50 

巨4 

33 

20 

巨5 

50 

50 

0 HP フイルム 

A 4 

18 

- 

ラベル紙 

A 4 

50 

- 


ウォームアップ時聞 
解像度*3 
スムー ジング処理 


用紙種類 


お45砂 （22 で、電源電圧100 V ) 

1200 X 1200 dpi 、 600 X 600 dpi 、 300 x 300 dpi 

Super FEITCI 200 dpi W 外） 

《 FEIT=Fujitsu Enhanced Image Technology 

-給紙トレイ 


普通お （60 g / m 2 〜105 g / m 2 )、 

厚紙1り 06 g / m 2 〜 169 g / m 2)、 厚お 2(170 g / m 2 〜 215 g / m 2)、 
はがき、 0 HP フイルム、ラベル紙 
-給おカセット1 

普通お （ 60 呂 /m? 〜 105 g/m?) 

-給おカセット2 

普通紙 （60 g / m 2 〜105呂 / m ?)、 

厚紙1り 06 g/m と〜169呂 / m ?)、 厚お 2(170 g / m 2 〜 215 g / m 2)、 
0 HP フイルム、ラペル紙 
-化張給紙ユニット - A 、 B (オプション） 


用紙サイブ 


普端が 60 g / m 2 〜105呂 / m 2 ) 

給おトレイ 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レター、リーガル、はがき、 
ユーザを義サイブ（幅89〜 297 mm 、 長さ 98 mm 〜 
給紙カセツト1、2 

A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レター、リーガル、 

ユーザを義サイズ（幅140〜 297 mm 、 長さ 182 mm 
化張給おユニット - A (オプション） 


A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レクー、リーガル 


432 mm ) *1 1 


〜 432 mm ) 


-化張給おユニット- B ( オプション） 
A 4、 B 5、 レ クー 
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プリンクの基本仕様 


給紙容量 

-給おトレイ 

お100枚 （64 g / m 2 用紙の場合） 

-給紙カセット1、2 

お巳50枚 （64 g / m 2 用紙の場合） 

-あお給紙ユニット -A (オプション） 

が]1.100枚 （64 g / m 2 用紙の場合、550枚+ 550枚） 

-あお給紙ユニット -B (オプション） 

お2,300枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合1,000枚+1,300枚） 

-最大給お容量： 3.500枚な広張給おユニット - B 使用時） 

排紙容量 

-プリンタ本体 

フェイスダウントレイ：が] 500枚*4 (推おおの場合） 

-フイニ、ソシャ ー* 己（オプション） 

トップトレイ： 約500枚（推奨おの場合） 

スクッカトレイ：が] 3.000枚*6 (推奨紙の場合） 

両面巧刷 

用紙種類： 普通紙 (60 〜 105 g / m 2 ) 

用紙サイズ： A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レター、リーガル 

使用環境を件 

温度10で〜32で、湿度1目％〜 85 %RH 

〔ただし、温度が28で W 上のときは湿度 80% RHW 下、湿度 80 %RHW 
上のときは温度28で W 下、結露しないこと） 

電源*7 

AC 100 V +10%> 12 A 、50/60 HZ (巧をした正弦波であること） 

を意：本製品は、突入電流がありまずので、無停電電源装置 （ UPS ) など 
に接続しないでください。故障ずるおそれがありまず。 

消費電力 

最大： 1300 W W 下 

巧刷時： 平均900 W W 下 

節電時*8 : 24 W W 下 
電源オフ時： IWW 下*9 

突入電流 

最大突入電流 100 AW 下（電源オン時、突入時聞： 10 m 秒 W 下） 

，歸音 

稼動時： 54.0服 ( A ) W 下 
待機時： 29.0 服 ( A ) W 下 

外お寸法 

プリンタ本体： 幅640 mm 、 奥行き己 20 mm 、 高さ 577 mm 

フルオプション：幅1,380 mm 、 奥行き目 50 mm 、 高さ1,050 mm 

質量 

プリンク本体： お 48.3 kg (消耗品含む） 

フルオプション：が] 160 k 呂（用紙含む） 

インターフェース 

IEEE 1284準拠双ち向パラレルインターフェース 

USB 2.0 準拠 USB インターフェース 

100 Base - TX /1 OBase-T LAN インターフエース 

対応ネットワーク 

TCP/IP ( IPP . HTTP ， BPP . LPR ， DHCP . SNMP . SMTP . DNS . 

RAW ( Port 9100 )) 

プリンタシーケンス 

XL プリンクドライバ、 ESC/P 

文字-書体 

ESC / P 用： ANK 、 明朝体、ゴシック体 

耐用期聞*10 

5年 (8 時間/日）または200万ぺージ印刷 ( A 4 サイブ横送り）のいずれか早い方 



*1 :フィニ、ソシャーを取り付けた状態で、フェイスダウントレイへの排化指をで両面 EP 刷を行う 
と、印刷违度がほ下しまず。 

A 4、 A 己、 B 己サイズの場合、36ぺーシン分じなりまず。 

はがき、 OHP フィルム等、用紙種類、用紙サイブや印刷を件によっては印刷违度が低下しま 
ず。また画質調整のため、 EP 刷を度が低下ずる場合がありまず。 
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*2 :ユーザを義サイズの EP 刷を度は、用紙の幅や長さのおみ合わせによりを度が異なりまず。各サ 
イブにおける EP 刷を度は下表のとおりでず。 



L < 141 

141 ^ L < 217 

217 ^ L 

287 く W 

50 

50 

28 

274 < W ^ 287 

50 

50 

28 

253 < W ^ 274 

50 

50 

28 

222 < W ^ 253 

50 

50 

28 

204 < W ^ 222 

33 

33 

14 

175 < W 含204 

33 

33 

28 

1の< W 含175 

50 

50 

28 

136 く W ^ 147 

50 

50 

28 

W ^ 136 

28 

14 

14 


W =用紙幅 [ mm]、L =用紙長さ [ mm ]、 単位：ページ/分 
*3: ESC/P 時は、180 dpi 

*4: フィニ、ソシャーを装着した場合は、お300枚 （64 g / m 2 用紙の場合）となりまず。 

* 己：フィニ、ソシャーへ排化できる用紙種類は普通紙、用紙サイブは A 3、 A 4、 B 4、 B 5、 レクー、 
リーガルでず。（リーガルはトツプトレイのみ） 

*6: 用紙サイズが A 4、 B 5、 レクーであり、かつ同ーサイブのみの場合 

A 3、 B 4 サイズの場合は、が]1.500枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合）となりまず。また、用紙サイ 
ズが混在した場合じは、排化容量は減少しまず。 

*7: 本プリン々じ標準添付されている電源コードのプラグお状は『平行2極接地用□化綜がプラ 
グ』でず。コンセントは『平行2極接地用□化線付プラグ』用コンセントをご使用ください。 



*8 : 30分じ(降は 6.5 W じなりまず。 

*9 :電源オフの状態でのエネルギー消費は、製品の電源プラグをコンセントか6抜くことじより避 
けることができまず。 

*10: 耐用期聞のページ数は、連続印刷時の数値でず。用紙サイズや用紙種類、印刷を件、オプシヨ 
ン構成、およびプリンク本体の電源 ON • OFF による初期化動作などじより異なりまず。給 
おカセツト1か61回の印刷が6ページの片面 EP 刷を行った場合や、1回の印刷が10ページ 
の両面印刷を巧った場合は、お140万ページとなりまず。 

*11: 用紙幅が1 40 mm 未満の用紙をご使用される場合は、 80 g / m 2 ( 連量 70 kg ) W 上の用紙のご使 
用をお勧めしまず。80呂 / m 2 未満の用紙を使用した場合には、排化不良となる場合がありまず。 
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フイニ、ソ シャーの基本仕様 


フイニッシャーの基本仕様 


じ(下1こフイニ、ソシャー（オプション）の主な仕様を示しまず。 


用紙種類 A 1 


項目 


仕様 


-トップトレイ 

普通紙 （60 〜 105 g / m 2 ) 

-スタツカ h レイ 


用紙サイズ 


排紙容量 

(64 g / m 2 用紙の場合) 


普通紙〔60〜 105 g / m 2 ) 

-トップトレイ 

A 3、 A 4、 B 4、 B 5、 レター、リーガル 

-スタツカ h レイ 

A 3、 A 4、 B 4、 目5、レター 

-トップトレイ 
約500枚 

-スタツカ h レイ 


A 4、 B 5、 レターの場合 

約3000枚 

A 3、 B 4 の場合 

m 1500枚 

用紙サイブが混在した場合*2 

約300枚 

ステープルありの場合 

約200部*3 


オフセツト排紙*6 トップトレイ不可 


スタ、ソカトレイ巧 

ス了ーゾル]最大可能枚数 50枚の Os / m 2 W 下の用紙の場合) 


ホ^ホ5 


ステー プル位置 


八ンチ*4 *5 
外お寸法 


質量_ 

占有スペース（プリンク接続時) 


コーナー（手前または奥)、中央 （2 か所止め） 

2穴 

延長トレイモ使用時：幅680 X 奥行639 X 高さ 995 mrn 
延長トレイ使用時：幅750 X 奥行639 X 局さ 1 050 mm 

己 Ok 呂 

幅1320 X 奥行防 9 mm 

ご購入時の設置はサービスエンジニアが行いまず。 


*1 :用紙種類じよっては正しく排化されない場合がありまずので、ご注意ください。特に用紙 
裁断部にバリや引っ掛かりのある用紙では正しく排出されません。 

*2 :印刷を件が異なる場合も含まれまず。（例：パンチあり/なし） 

*3: カウンクによる検巧。スタッカに排化されたずベての用紙を取り除くまでカウンタはリ 
セットされせん。途中で数部取り除いてもカウンクがリセ、ソトされないため、スクッカト 
レイ上に200部なくても、「トレイフル」となることがありまず。 

*4: オフセット排紙、ステープルおよびパンチは組み合わせ可能 
*5 :排化ち法をスタ、ソカトレイに指走した場合のみ使用可能 

巧：中央 （2 か所止め）でステープルを行いオフセツト排化した場合、オフセツト量がかさく 
なりまず。 
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:ース仕様 


パソコンとのインクーフェースは、パラレルインターフェースおよび USB インクーフェースを 
探用していまず。 

•パラレルインターフてース仕様とコネクタピン配列 

-基本仕様 

IEEE 1284に準拠した双ち向パラレルインターフェース 
. インクーフェースコネクク 

プリンク側： 36極コネクタ（メス）アンフェノール已 7-40360 相当品 
ケーブル側： 36極コネクタ（オス）アンフェノー ル 57-30360 相当品 
•ケーブル 

1.5 m W 下のケーブルを使用してください。 

(雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。） 

-信号レベル 

LOW : 0.0 V 〜+ 0.4 V H に H : + 2.4 V 〜+ 5.0 V 
-データ転送ち式 
8ビットパラレル 
-コネクタピン配列 


18 1 



インターフェースコネクタ （36 ピン） 


ピン番号 

信号名称 

発信元 

1 

* Strobe 

パソコン 

2 

Data 1 

パソコン 

3 

Data 2 

パソコン 

4 

Data 3 

パソコン 

5 

Data 4 

パソコン 

6 

Data 5 

パソコン 

7 

Data 6 

パソコン 

8 

Data 7 

パソコン 

9 

Data 8 

パソコン 

10 

ホ Ack 

プリンク 

11 

Busy 

プリンク 

12 

Perror 

プリンタ 

13 

Select 

プリンタ 

14 

ホ AutoFd 

パソコン 

15 

— 

- 

16 

SG 

- 

17 

FG 

— 

18 

+ 目 Vsi 夏 nal 

プリンタ 

19 

-RET 

— 
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インターフェース仕様 


ピン香号 

信号名称 

発信元 

20 

-RET 

- 

21 

-RET 

— 

22 

-RET 

- 

23 

-RET 

- 

24 

-RET 

- 

25 

-RET 

- 

26 

-RET 

- 

27 

-RET 

— 

28 

-RET 

— 

29 

-RET 

- 

30 

-RET 

- 

31 

ホ Init 

パソコン 

32 

ホ Fault 

プリンク 

33 

-RET 

- 

34 

— 

— 

35 

— 

- 

36 

ホ Selectin 

パソコン 


を）"*"は、負論理信号であることを示しまず。 
- RET 信号は、ずべて SG に接続されていまず。 



• USB インターフてース仕様とコネクタピン配列 

-基本仕様 

USB 仕様の Revision 2.0 準拠 
. インクーフェースコネクク 
プリンク側： B レセプタクル（メス） 

■ヶーブル 

XL - CBLU 2 G または、 5 m W 下の USB 仕様 Revision 2.0 じ適合したヶーブル 
-伝なモート 

High SpeedC 最大 480 Mbps ), Full SpeedC 最大 12 Mbps ) 

-電力制御 

セルフパワーデバイス 
- USB ピン配列 
2 1 



ピン香号 

信号名称 

機能 

1 

vbus 

電源 (+5 v ) 

2 

D - 

データ転送用 

3 

D 十 

データ転を用 

4 

GND 

信号グランド 
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付録 



本製品は、次のオプションを用意していまず。'必要に応じてご購入ください。 

なお、オプション品の情報は、本書発行時点のものでず。 

最新情報は富±适製品情報ぺージ （ http :// www . fmwoi 1 d . net / biz /) でご確認ください。 

•拡張給紙ユニット 


品名 

型名 

内容 

お張給おユニット -A 

XL - EF 110 MA 

3、4段目の給紙ユニ、ソトでず。約目目0枚 
(64 g / m 2 用紙の場合）積載可能な給紙カセッ 
卜2段で構成されています。 

化張給おユニット -B 

XL - EF 230 MA 

3、4段目の給おユニットでず。が]1.000枚 
(64 g / m 2 用紙の場合）積載可能な給おカセッ 
卜と、が]1.300枚 （64 呂 / m 2 用紙の場合）積 
載可能な給おカセットで構成されていまず。 


•フイニツシヤ ー 


品名 

型名 

内容 

フイニ、ソシ ヤー 

XL-FINMA 

已〇〇枚（トップトレイ）と3.000枚（スタ、ソ 
カトレイ）の排化が可能なユニットでず。ス 
タッカトレイ排化時には、パンチ （2 穴）処 
理、ステープル処理が可能でず。 

ご購入時の設置はサービスエンジニアが行い 
まず。 


•プリンタ拡張 RAM モジュール 


品名 

型名 

内容 

プリンタ拡張 RAM 
モジユール- 256 M 巨 

XL - EM 256 MA 

RAM を2目目 M 巨搭載したメモリモジュール 
でず。 


•プリンタケーブル 

-パラレルケーブル 


品名 

型名 

備考 

プリンタケーブル 

FMV - CBL 716 

FM V シリ -ズ、 各社 AT 互換機に接続できま 
す。 


- USB ケーブル 


品名 

型名 

備考 

プリンタ USB ケーブル 

XL - CBLU 2 G 

Windows 98/ Me / 2000 / XP / Vis ね / Windows 
Server 2003/2008が動作ずるパソコンじ接続 
できます。本ケープルは USB 2.0 1こ対応してい 
まず。 


222 

























有寿命部品/消耗品/を期交換部品について 


有寿命部品/消耗品/定期交換部品について 


•有寿命部品について 

-本製品じは、有寿命部品が含まれていまず。有寿命部品は、使用時圍の経過に伴って摩耗、劣 
化等が進行し、動作が不安をになる場合がありまずので、本製品をより長<安をしてお使いい 
ただ<ためには、一走の期聞で交換があ要となりまず。 

-有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境等じより異なりまずが、適切な使用環境 
(22 で/ 55% RH ) じおいて1日約8時聞のご使用でが]己年、または200万ぺージ印刷 ( A 4 
サイブ横送り）のいずれか早いちでず。なお、この期聞はあくまでも目安であり、この期围内 
に故障しないことをお約束ずるものではありません。また、長時聞連続使用等、ご使用状態に 
よっては、この目安の期聞よりも早期に部品交換が'必要となる場合がありまず。 

-本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命が尽きた状態で使用し続けると、電解液 
の漏れや枯渴ぜ生じ、異臭の発生や発煙の原因となる場合がありまずので、早期の交換をお勧 
めしまず。 

-摩耗や劣化等じより有寿命部品を交換ずる場合は、保証期聞内であっても有料となりまず。 
なお、有寿命部品の交換は、当社のをめるネ甫修用性能部品単位での修理じよる交換となりまず。 
交換の際は「八ードウエア修理ち談センクー」 （236 ページ）じご連絡ください。 

-補修用性能部品の保有期圍は、プリンク本体の製造終了後5年聞でず。 

-本製品をより長く安走してご利用いただくためじ、省電力機能の使用をお勧めしまず。また、 
一を時聞お使いじならない場合は電源をお切りください。 

<主な有寿命部品一覧> 



化学ユニット、制御基板、電源基板、高圧電源基板、用紙搬をガイド、用紙搬を□ーラ 


•消お品について 

トナーカートリッジやドラムカートリッジ等の消耗品（サプライ品）は、その性能/機能を維持 

ずるために適時交換が必要となりまず。なお、交換ずる場合は、保証期圍の内外を問わずお客様 

ご自身での巧品購入ならびじ交換となりまず。 

厂：参照 「サプライ品一覧」 （224 ページ）参照 

•定期交換部品について 

-本製品じは、その性能/機能を維持ずるために適時交換がを要なを期交換部品が含まれていま 
ず。巧をしてご使用いただ<ためには、走期的な交換がを要となりまず。走期を換部品の種類 
および交換周期は、「を期交換部品一覧」 （225 ページ）をご参照ください。 

ご参照 「定期交換部品一覧」 （225 ページ）参照 

-定期交換部品お金および交換作業費は契約保守サービスの料金に含まれていまず（ご契約に 
よつては有償となりまずので、詳細は弊社担当営業または販売パートナーまでお問い合わせく 
ださい）。なお、保守サービスホ契約のお客様は保証期園の内外を問わず有償となりまず。保守 
サービスに関ずる詳細は富±适公開ホームページ「製品サポート」のコーナーをご覧ください。 
( http://se 呂 roup ' fujitsu ' com / fs / products /) 

-定期交換部品の保有期聞は、プリンク本体の製造終了後5年聞でず。 

• 24 時間レ: I 上の連続使用について 

-本製品は、24時圍 W 上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。 
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サプライ品 一 



本製品に適用されているサプライ品は々の表のとおりでず。 

なお、サプライ品の情報は、本書発行時点のものでず。最ま斤情報は、富±适製品情報ページ （ http :/ 
/ www . fmworld . net / biz /) でご確認ください。サプライ品のご購入じついては、本製品をお買い 
求めの販売店、または富±适コワーコ *1 へご柜談ください。 PPC 用おおよび普通おを使用ずる 
ことができまずが、よりをい印刷品質が得られるよう、下記の推奨用紙のご使用をお勧めしまず。 


A ミ主意 


故障 トナーカートリッジ/ドラムカートリッジは、本プリ 

ンタ専用品を取り付けて< ださい。専用品 W 外のカー 
トリツジを取り付けると、力ートリツジおよびプリン 
ク本体の故障の原因となる恐れがありまず。 


商品名 

商品番号 

備考 

普通紙お奨用紙 
オフィス用紙 W 

A 3 

0411妨日 

500枚 X 3冊で1ケース 

臣4 

0411620 

500枚 X 己冊で1ケース 

A 4 ( Y ) 

0411612 

B 5 ( Y ) 

0411645 

A 目 

0411630 

再生オフィス用紙 
EC 100 

A 3 

0414355 

500枚 X 3冊で1ケース 

臣4 

0414325 

500枚 X 目冊で1ケース 

A 4 

0414315 

臣5 

0414345 

トナーカートリツジ LB 316 

0808110 

約30.000ぺージの巧刷が可能なトナーカートリッジです。*2、 *4 

ドラムカートリツジ LB 31 目 

0808410 

約60.000ぺージの巧刷が可能なドラムカートリッジです。*3、 *4 

ステープル針 

0808710 

フイニ、ソシ ヤー 用のステープル針でず。 

目，000針 X 3セット 


*1 :「富±通コヮーコお客様総合センター」 

通話おお料0120 -505-279 

月喔〜金喔9:00〜17:30 (祝日-年ホ年始を除く） 

URl _: http :// jp ' fujitsu ' com / 呂 roup / coworco / 

*2 : A 4 サイズ、 EP 字率5%原稿を連続印刷した場合の目安でず。 

*3: A 4 サイズ横送り、片面連続 EP 刷（フェイスダウントレイ排紙）を行った場合の目安でず。 
聞欠印刷や両面印刷の場合は下表のようになりまず。 

また フイ ニ、ソシヤーのスクツカトレイへ排おした場合は、約7己〜90%じほ下しまず。 



印刷ジョブ 

1ページ間欠 

2ページ間欠 

3 ページ間欠 

目ページ間欠 

速続 EP 刷 

片面印刷 

〜 3 万ぺージ 

〜 4.2 巧ページ 

〜已万ページ 

〜目巧ぺージ 

約目万ページ 

両面印刷 

— 

〜 2.7 巧ページ 

〜 3.4 万ページ 

〜 4.7 万ページ 

約6万ページ 


ただし実際の EP 刷可能ページ数は、印刷内容や用紙サイズ、用紙種類、使用環境などや本体の 
電源 ON ■ OFF じ伴う初期化動作などにより異なることがありまず。 


广巧喊ド I - 

-トナーカートリッジやドラムカートリッジは富±适純正品をお使用ください。純正品 W 
クトのカートリッジを使用されまずと、印刷品質の低下やプリンクの故障の原因となるこ 
とがありまず。富±通純正品 W 外のカートリッジを使用したことじよる故障は、保1¢期 
聞内や保守契約時でも有償修理となりまずのでご注意<ださい。 

-再生おに EP 刷した場合、シワやカールが発生ずる場合がありまず。 


*4: 有タカ期限は、製造か5 2年間（開封後は1年間）でず。安定した画質を維持ずるためじ、有タカ 
期限巧でのご使用をお勧めしまず。 


224 










































定期交換部品一覧 


定期交換部品 一 



本製品には、下表のを期交換部品が設定されていまず。安定してご使用いただくためじは、走期 
的な交換がを要でず。交換の際は、ご'購入元または「八ードウエア修理相談センター」 （236 ペー 
ジ）にご連絡<ださい。なお、定期交換部品料金および交換作業費は契約保守サービスの料金に 
含まれていまず（ご契が]によっては有償となりまずので、詳細は弊社担当営業または販売パート 
ナーまでお問い合わせ<ださい）。保守サービスホ契約のお客様は保1¢期聞の内外を問わず有債 
となりまず。保ずサービスに関ずる詳細は富±通公開ホームページ「製品サポート」のコーナー 
をご覧ください。 （ hl : tp :// se 呂 roup . fujitsu . com / fs / products /) 

定期交換部品の保有期聞は、プリンク本体の製造終了後5年圍でず。 


品名 

交換目を* 1 

内容 

表示* 2 

交換時期のを状* 3 

を着器 

300.000ぺージ 

-を着器 

亲示1 
テイチヤク 

亲示？ 

テイチヤクつウカン 

-黒線が印刷される 
-等間隔にミちれる 
-指でこすると巧字がかずれる 
-用紙にシワがつく〔印刷された後のシワ） 

- 太い文字や図形に影がでる〔約 78 mm 周 
期の残像） 

定期交換 
キット A 

60,00日ぺージ 

-給紙□ーラ 
-給紙パッド 
(給紙トレイ巧） 

亲示1 
キット A 

亲示？ 

キット A コウカン 

給紙トレイからの印刷において、 

-用紙が傾く（す)刷が斜めになっている） 

-用紙が二重送りされる 
-給紙トレイ部で用紙がつまる 

を期交換 
キット巨 

ホ/! 

300.000ページ 

-範写□ーラ 
■ 搬送 □ ーラ 
-給紙□ーラ 
(給紙カセット巧） 

亲示1 
キット己 

亲示？ 

キット巨コウカン 

-給紙トレイじ(外からの印刷において、 

-巧紙が傾く（印刷が斜めになっている） 

-巧紙が二重送りされる 
-カバー A 部で用紙がつまる 
-カセット部で用紙がつまる 
-裏面がミちれる 

-黒く塗りつぶされた部分に白点がある 
-用紙にシワがつく〔印刷される前のシワ） 

を期交換 
キット C 

300.000ぺージ 

-範写□ーラ 
■ 搬送 □ ーラ 
-給紙□ーラ 
(給紙カセット巧） 

亲示1 
キット C 

亲示？ 

キット C コウカン 

-給紙トレイ虹外からの印刷において、 

-巧紙が傾く（巧刷が斜めになっている） 

-巧紙が二重送りされる 
-カバー A 部で用紙がつまる 
-カセット部で用紙がつまる 
-裏面がミちれる 

-黒く塗りつぶされた部分に白点がある 
-用紙にシワがつく〔哥 I 刷される前のシワ） 


*1 :推奨お A 4 サイズ横送り、印字率己％原稿じて連続印刷したときの目安（平ちぺージ数）でず。 
用紙の種類や使用を件などじよっては、ミ咸少しまず。 W 下に、走着器およびを期交換キット B 
/ C の各 EP 刷を件による交換目安（ページ数）を示しまず。 



印刷ジョブ 

1ページ間欠 

3ページ間欠 

目ページ間欠 

8ページ間欠 

連続印刷 

A 4 横送り-片面巧刷 

80.000 

157.000 

206,00日 

224,000 

300,000 

巨4縦送り-片面巧刷 

70.000 

124.000 

1己2,00日 

162,000 

198.000 

A 3 縦送り-片面巧刷 

66,00日 

111.000 

134.000 

141.000 

168.000 


オプションのフィニ、ソシャーを装着し、排お先をスクツカトレイじ指走して印刷した場合に 
は、さらにが] 75〜90%じほ下しまず。 
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付録 


*2 :オペレータパネルのあ晶ディスプレイの下段左側に表示されまず。 

表示1:交換時期が近づいてきたときに表示されまず。ただし、用紙の種類や使用を件など 
じよっては、このメ、ソセージが表示された時点で交換があ要な場合がありまず。 
表示2 :交換時期になると表示されまず。 


_ インサツチュウ LAN 

表 W 例 キット A コゥカン 1_ A 4 


*3 :表中に記載されているを状が頻繁に発生ずるようになったときじは、を期交換部品の早期交換 
をお勧めしまず。 

*4 :化張給おユニットをお使いの場合はを期交換キット C 、 化張給おユニットを使われていない場 
合は走期交換キット B じなりまず。 


用紙関係 


本プリンクは、給紙カセットや給紙トレイを使い分けることによって、いろいろな用紙を使うこ 
とができまず。 

W 下に、それぞれの給おち法と用紙サイズとの対応、印刷可能領域を示しまず。 


% 印動向 


印刷の向き、 EP 刷面、とじちなどの設定と、印刷されるイメージのち向との関係は次のとおりでず。 


《)参照 印刷の向き、 EP 刷面、とじちなどの設走じついては、プリンクドライバのヘルプ、また 

は『オンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 
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用紙関係 


給紙カセット (巧) 


給紙方向 



セット時の上面が、片 
面 EP 刷の表側、両面印 
刷の裏側になります。 


Oup/ 
4 U P / 
16 up) 

滿 

口 up / 
加 P ) 


片面 


両面 

(*4) 


•通常の印刷方向 

■ A 4、 B 5、 レター、はがきサイズの用紙の場含 


用紙セット方向 


印刷の 
向さ 
(N U P) 


印刷面 


長辺とじ（左または上） 

州 

短辺とじ（上または左） 
(*2) 

排紙した状態 

1 - \ 

ち側の边（点線 
側）を軸にして 
表に返した状態 

排紙した状態 

ち側の辺（点 
線側）を軸に 
して表に返し 
た状態 

排紙方向） 

排紙ち向> 


■ -/ 

裏 表 

裏 表 


とじしろ位置（太線 （胃） 部分） 


給紙トレイ 


給紙方向 



縱 

(1UP/ 
4 U P / 

16UP) 

Sup/ 

8 up ) 


片面 



両が 

(*4) 


セット時の上面が、片 
面巧刷の裏側、両面印 
刷の表側になりまず。 





1 

1 

1 

1 

1 

1 



1 

1 

•■■の日 V 



EFGH •■- 




•ao 白 V 




Arooo. Arooo 


ms 王 
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付録 


-給おトレイ 


給紙ち向 



セツト時の上面が、 
片面印刷の裏側、両 
面印刷の表側じなり 
まず。 


(1UP/ 
4 U P / 
16 up) 

Sup/ 

8 up ) 


片面 


両面 

(*4) 


-給紙カセット（*3) 


おお方向 



セツト時の上面が、 
片面印刷の表側、両 
面印刷の裏側になり 
まず。 


實 u 。/ 

4 U P / 
16 up ) 

縦 

(2 up / 

8 up ) 


片面 


両が 

(* 4 ) 


EFGH- 


•aoav 


•aoav 


•H0J3 


•aoav i 


•aoa^ 


*1 :ちまたは下とじの場合は、巧刷イメージが180度回転ずるのでとじしろ位置は同じじな 
U まず。 

*2 :ちまたは下とじの場合は、巧刷イメージの向きは同じでとじしろ位置が対辺側になりま 
ず。 

*3 :はがきは給紙カセットじはセットできません。また、ユーザ定義サイズは給紙カセット 
3,4にはセットできません。 

*4: はがき、ユーザ定義サイズは、両面巧刷できません。 


• A 3、 B 4、 A 5、 リーガル、ユーザ定義サイズ（*5)の用紙の場合 


用紙セツト方向 


印刷の 
向さ 
(N U 
P) 


印刷 

面 


長辺とじ（左または上）（*2) 

短巧とじ（上または左）（*1) 

排紙した状態 

N 

ち側の辺（点線 
側）を軸にして 
表に返した状態 

排紙した状態 

ち側の辺（点線 
側）を軸にして 
表に返した状態 

排紙ち向> 

排祇方向> 

V 

- V 


とじしろ位置（太線 （《»»«) 部分） 


裏 


表 


裏 


表 



> 

ご 








mFGH … 


Arooo: 


>rooo: 
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用紙関係 


中央上 


左下（*2) 


X (指定不可) 

(中 1) 


短辺左 


長辺上 


短辺上 



X (指定不可） 

(ホ 1) 



ち上（*2) 


* 日：ユーザ定義サイズは、横長の用紙の場合も幅で指定した方が短辺、長さで指定したちが長 
辺となりまず。 



いくンチ. ステー プルの位置 

フィ ニ、ソ シャーによるパンチ- ステー プルは、「参通常の印刷ち向」で「表におした状態」のち辺 
側のみ可能でず。を用紙サイズととじ位置によるパンチ- ステ ープルとの位置関係は次の通りで 
ず。 

《はがき、 A 5、 リーガル、ユーザ走義サイブの用紙にはパンチ.ステープルできません。 

-左または上とじの場合 


用紙 

サイズ 



ステープル 
(左上） 



ステープル 
(左下またはち上） 


A 4 
巨5 

レター 


長辺左 




左中央 



左下 


— 0 0 

Arooo. 


と omv 


>rooo- 


も 


ArooD. 


岳 8. 
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イ寸録 


短辺上 


X 〔指定不可) 

(ホ 1) 


A 3 長辺左 

B 4 


短辺左 


■QOBV , 


•aoavr ミ 


左中央 


■aoav 


3左下 


*1 :とじ位置とパンチ-ステープル（左中央または中央上）可能な位置があわないため指走で 
きません。 

*2 :印刷イメージを180度回転してステープル指定位置にあわせまず。 


長辺上 




X (指定:不可） 

. 、■ 



の） 

A 巨 CD . 

. の日 V , 





ち上 
(巧) 


用紙 

サイズ 


とじ 

位置 


ステープル 

(左上） 


パンチ- 
ステープル 
(左中央または中央上） 


ステープル 
(左下またはち上) 




soa: 



ご roo?: 
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用紙関係 


短辺下 


短辺ち 


A 3 

B 4 


長辺ち 


長辺ち 



ち上 



ち中央 



長辺下 



短辺ち 



ち上 



ち中央 



*1 :とじ位置とパンチ-ステープル（ち中央または中央下）可能な位置があわないため指定で 
きません。 

*2 :印刷イメージを180度回転してステープル指定位置じあわせます。 


長辺下 



左下 


乂 (指疋■不可） 

CM ) 



(巧) 


短辺下 



左下 


乂 け日疋■小巧） 

CM ) 



(巧) 


ちまたは下とじの場合 


用紙 

サイズ 


とじ 

位置 


ステープル 
(ち上または左下） 


パンチ- 
ステープル 
(右中央または中央下） 


ステープル 
(ち下） 



£ 


•Qom< 



2 


と omv 



勾 

小 

足 

指 

X の 


勾 

小 

-お 

指 

-/tv 

X の 


ち 


ち 


Arooo. 


Arooo-: 


Qom< 


下 

央 

中 


Qom< 


巧 



Qom< 


誤 
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付録 


口 up / 
8 up ) 


両面 

(*3) 


-給紙カセット（*2) 
ぐ 給紙方向 


長辺とじ時のとじ巧 



短辺とじ時のとじ巧 
セツト時の上面が、片面 
EP 刷の表側、両面印刷の 
裏側じなりまず。 


>用紙のセットち向を基準にするときの印刷ち向 

とじ巧のある用紙など、用紙のセットち向を常に同じ向きにして使いたい場合は、プリンクドラ 
イバの[印刷オプション]ダイア□グの「用紙のセット方向を基準にずる」のチェックを P じし 
まず。（フイニ、ソシヤーでパンチ.ステープルを行う場合はチェック厂で固をとなりまず。） 


ク参照 「用紙のセツト方向を基準にずる」じついては、プリンタドライバのヘルプ、または『才 
ーンラインマニュアル』「ソフトウェア編」参照 


このときの、用紙のセツト方向と印刷方向は次のとおりでず。 

■ A 4、 B 5、 レクー、はがきサイブの用紙の場合（用紙のセツト方向基準） 


用紙セツト方向 


印刷の 
向さ 
(Nu P) 


巧刷面 


長辺とじ（左または上）（*1) 

短辺とじ（上または左）（*1) 

排紙した状態 

1 - \ 

ち側の辺（点線 
側）を軸にして 
表に返した状態 

排紙した状態 

ち側の辺（点 
線側）を軸に 
して表に返し 
た状態 

排紙方向〉 

排祇方向> 


■ - / 


とじしろ位置 


裏 


表 


裏 


表 


. 絕 S ； トレイ 


給紙方向 


長辺とじ時のとじ穴 



m 

(1 up / 
4 u p / 
16 up ) 

廷 up/ 

Sup ) 


片面 



両面 

(巧） 


短辺とじ時のとじ巧 

セツト時の上面が、片面 
印刷の裏側、両面印刷の 
表側じなりまず。 









面 

片 

/ / 

P P が 
し U 邮 
横 U 4 W 



• 

参 





• 

参 

m 

了 






〇 

〇 



〇 

〇 

• m 

: S 

.ェ 
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用紙関係 


排紙した状態 


排紙方向 


ち側の辺（点線 
側）を軸にして 
表に返した状態 


排紙した状態 


排紙方向 



長辺とじ（左または上）*1 短辺とじ（上または左）*1 


とじしろ位置 


- m 


- m 


. > 

• で 
- 〇 


• : S 


:别 


〇 . 

の . 

• 


：• 

〇 〇 

4*0 〇 









• aoav 




• aoav 


•H0d3 


• aoav 


、ユーザ定義サイズ（*4)の用紙の場合（用紙のセットち向基準) 


A 3、 B 4、 A 5、 リーガル 


用紙セット方向 


印刷の 
向さ 
(N U P) 


印刷 

面 


• 給紙トレイ 


給紙方向 


短辺とじ時のとじ穴 




縱 

( lup / 
4 U P / 
16 up ) 

Hup/ 

8 up ) 


片面 


両面 

(-3) 


長辺とじあのとじ巧 


セツト時の上面が、 
片面印刷の裏側、両 
面印刷の表側になり 
まず。 

-給紙カセット（*2) 


il 合紙方向 


Oup / 
4 U P / 
1 6 up ) 

m 

(2 up / 

8 up ) 


片面 


短辺とじ時のとじ巧 


両面 

(巧） 



長辺とじ時のとじ巧 

セツト時の上面が、 
片面印刷の表側、両 
面印刷の裏側になり 
まず。 


線て態 
点し状 
{にた 
边軸し 
のを返 
則}に 
ち側表 


.•8 •田 < 


.. 8 田 V 
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イ寸録 


_ b 2 目寸法 

り 1 B 寸法 （単位： mm) 

- Printia XL ドライバ使用時 
a 1= a 2=5 mm 、 b 1= b 2=5 mm 


用が方向 

用紙 サイズ 

A3 

B4 

A4 

B 己 

A 已 

リーガル 

レター 

はがき 

雜ち向 

A 寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 

B 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横ち向 

A 寸法 

287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

B 寸法 

410 

354 

287 

247 

200 

346 

270 

138 


*1 :ちまたは下とじの場合は、巧刷イメージが180度回転ずるのでとじしろ位置は同じにな 
りまず。 

*2 :はがきは給紙カセットにはセットできません。また、ユーザ定義サイズは給紙カセット 
3,4にはセットできません。 

*3: はがき、ユーザ定義サイズは、両面巧刷できません。 

*4: ユーザ定義サイズは、横長の用紙の場合も幅で指をしたちが短辺、長さで指定した方が長 
辺となりまず。 



印刷可能領域 


本プリンクで印刷できる、各用紙サイズの EP 刷可能領域は次のとおりでず。 


[ EP 刷ち向：縦] 


[印刷ち向：横] 


巧 I A 寸法 


叫一<寸法 
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用紙関係 


广乃 1ィ1网 - 

. パンチやステープルを行う場合は、綴じ側の余白を 20 mm W 上に設を 
ずることをお勧めしまず。 



ステープル パンチ パンチ8■ステープル 

b3 兰 20 mm 

-パンチ-ステープルの位置精度はおおよそ W 下のようになりまず。 

-パンチ 1.5 mm 程度 

-ステープル 2.0 mm 程度 

\ _ 


- ESC / P モード使用時 

a 1= a 2=8' 已 mm または 22 mm ( はがき ：10 mm )、 b 1= b 2=5 mm 


用紙ち向 

用組サイズ 

A 3 

B 4 

A 4 

B 5 

A 5 

リーガル 

レター 

はがき 

縦方向 

A 寸法 

8.日 mm 時 

399.5 

343.5 

276.5 

236.5 

189.5 

335 

259 

128 

22 mm 時 

386 

330 

263 

223 

176 

321.5 

245.5 

128 

目寸法 


287 

247 

200 

172 

138 

206 

206 

90 

横ち向 

A 寸法 

8.5 mm 時 

276.5 

236.5 

189.5 

161.5 

127.5 

19己 

195 

78.5 

22 mm 時 

263 

223 

176 

148 

114 

182 

182 

78.5 

B 寸法 


410 

345 

287 

247 

200 

345 

2朗 

138 
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付録 


アフターサービスについて 


-お買い求めの際に販売店でおミ度しずる保証書は、大切に保管して<ださい。 

-保証書は日本国内のみで有タカでず。 

-お償保証期聞は、お買い上げ日より6ケ月でず。詳細は保証書をご覧ください。 

-本製品のを期交換部品、補修用性能部品の最低保有期聞は製造終了後5年でず。ご了承<ださ 
い。 

-分解、改造などを行わないで<ださい。お債保話の期圍内でもお債修理が受けられないことが 
あります。 

-本製品は、純正のトナーカートリツジやドラムカートリツジ使用時に最高の性能が得られるよ 
うじ設計されていまず。純正品 W 外のものをご使用になりまずと、プリンク本体の故障の原因 
になったり EP 刷品質が低下ずるなど、本来の性能が発揮できない場合がありまず。純正品(外 
のカートリツジご使用に起因ずる装置故障への対応につきましては、保ず契おまたは保1¢期圍 
内であっても有償となりまずので、ご留意ください。 

-故障の際は下記にご連絡<ださい。 

「八ードウエア修理柜談センクー」 

通話おお料0120 -422-297 

受付時聞：平日9:00〜17:00 

(±匿-日喔-祝日および当社指走の休日を除 <) 

-プリンクのご使用に関ずる巧術的なご巧談は、下記じご連給ください。 

『富±通パーソナル製品に関ずるお問い合わせ窓□』 

通話料お料0120 -950-222 

受付時圍：平日9:00〜17:00 

(±匿•日喔-祝日およびメンテナンス日を除く） 

•使用済み力ートリツジの回収サービス 

富±通株式会社では、地球環境への函慮から使用;'まみカートリツジをお債で回収しておりまず。 
下記の『エコ受付センクー』じご連給をいただければ、回収便にて引き取りにうかがいまず。お 
客様のご理解とご協力をお願いいたしまず。 

『エコ受付センクー』 

通話料おお0120 -300 -閒3 
月匿〜金喔汪40〜12:00、13:00〜17:30 
(祝日-年末年始を除く） 
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アフクーサービスじついて 


•修理装置の返却準備〜お客様へ〜 

「八ードウエア修理巧談センター」に連絡した結果、修理装置のおがが必要と判断された場合は、 
輸送時のトラブル防止のため、 W 下の手順で準備いただきまずようお願い申し上げまず。 

〇 設をの-覧を賴する 

オペレークパネルで次の操作を行い、設走を復元ずるためにあ要な情報を EP 刷しまず。 

① 印刷可能状態 

i 「メニュー」スイッチ押下 


メニュー 


►システムインサツ 

▼ 


i 「▼」スイ、ソチ押下 
システムインサツ I 

►セツテイノインサツ ^ 


i 「設定」スイッチ押下 

i 

③_ 印刷終了 _ 

システムインサツ 
►セッテイノインサツ ^ 


© 


拡張給紙ュニットを取りかす 



け広張給おユニットを取り外ず」 （80 ページ）参照 


A 主意 


けが -をず3人で行って<ださい。 

-プリンクの電源スイッチを切り、ケーブル類（電源 
コード、パラレルケーブル、 USB ケーブル 、 LAN 
ケーブル）をクトしてから行ってください。 
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付録 


% 本製品の廃棄について 


本製品（付属品を含む）を廃棄ずる場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関ずる法律」の規制を受け 
まず。 


•法人、企業のお客様へ 

本製品の廃棄じついては、弊社ホームページ 「 IT 製品の処分' リサイクル」 （ http :// jp . fujitsu . com / 
abo 山/ csr / eco / products / recycle / recycleindex . html ) をご覧ください。 
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オプション . 

取り付け上のごを意... 

オフセット排紙 . 

オペレータパネル . 

一からの設走: . 

一のエラーメッセージ 

オンラインスイ、ソチ . 

オンラインヘルプ . 

オンラインマニュアル 

一の使いかた . 

一の見かた . 

オンラインランプ . 


回収 サービス 

使用済みカートリッジ . 107. 113 

拡張給おユニット .66. 222 

紙づまリ 

カバー A の奥でつまった用紙を 

取り除 < . 167 

カバー B の奥でつまった用紙を 

取り除 < . 170 

カバーにの奥でつまった用紙を 

取り除 < . 171 

給紙カセ、ソト付近でつまった用紙を 

取り除 < . 175 

給おトレイで詰まった用紙を 

取り除 < 場合 . 174 

トップトレイが近でつまった用紙を 

取り除 < . 179 

フイ ニ、ソシャー 接続部でつまった用紙を 

取り除 < . 178 

フイ ニ、ソシャー 内部でつまった用紙を 

取り除 < . 180 

両面 ユニッ トのカバー D の奥で用紙が 

詰まった場合 . 172 

両面 ユニッ ト反転部の カバー E の奥で 

詰まった用紙を取り除く場合...173 
一に W つたとさ . 166 


一のおちな原因 . 167 


カフー紙 . 


引 

エラーランプ . 130 



3030680 - 
4 7 4 3 3 9 3 


0 2 6 8 
3 3 3 9 

112 1 
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索引 


さ 

基本仕様 . 216 

給おカセット 

一で使用できない用紙 . 163 

給紙方法と用紙のサイズ . 1已8 

け 

警告メッセージ . 213 


た 


耐用期聞 . 217 

ダストボックス . 121 


中止 

EP 刷の中止 


ち 


101 


構成 

オンラインマニュアルの構成 . 2 

取扱説明書の構成 . 2 

故障かなとおったとき . 190 

コネククピン函列 . 220, 221 


さ 

サイズ 

給紙ち法と用紙のサイズ . 1已8 

サプライ品一覧 . 224 

し 

仕様 

インターフエース仕様 . 220 

使用ミまみカートリッジ 

一の回収サービス . 107 . 113 


す 

スイ、ソチ 

オンラインスイ、ソチ . 130 

設をスイ、ソチ . 130 

節電スイッチ . 131 

メニュースイ、ソチ . 130 

U セットスイ'ソチ . 130 

ステープル . 116 

寸法 

プリンタの寸法 . 37 

せ 

清掃 

プリンタの清掃 . 119 

接続 

電源コードの接続 . 48 

設置上のお願い . 36 

設定スイッチ . 130 

設定の一覧を印刷ずる . 237 

節電スイ、ソチ . 131 

節電中ランプ . 131 


て 


を期交換部品一覧 . 22己 

電源 

一の切断 . 56 

一の投入 . 48 

電源コード 

-コネクク . 30 

一を接続ずる . 48 

電源スイッチ . 29 

一をオンにずる . 50 


と 

トナーカートリッジ 

使用済みカートリッジの回収サービス...107 

一交換時のお願い . 105 

一の交換 . 104 

一の交換ち法 . 105 

一の取り扱いと保管 . 107 

-の取り付け . 44 

ドラムカートリッジ 

使用済みカートリッジの回収サービス...113 

一巧換時のお願い . 109 

一の交換 . 108 

一の交換ち法 . 110 

一の取り扱いと保管 . 114 

-の取 U 付け . 44 

取扱説明書 

—の構成 . と 


は 

廃棄 . 238 

はがき 

郵便はがき . 160 

パラレルインターフェース 

—仕様 . とと0 

パンチ . 121 


ふ 

フイニ、ソシヤー . 67, 222 

一で使用できない用紙 . 163 

一の基本仕様 . 219 

普通お . 159 

プリンク RAM モジュール . の’ 222 

プリンタケーブル .69. 222 
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索引 


メ 、ソセー ジー覧 . 

メニュースイ、ソチ . 

メニューモード . 

メニューモードの項目一覧 


ぶ 


用紙 


給おカセツトじ用紙をセツトずる 
給紙トレイに用紙をセツトずる... 

使用できない用紙 . 

使用できる用紙 . 


ゆ 

有寿命部品/ミ肖耗品/定期交換部品について.... 223 
郵便はがき . 160 


プレプリント紙. 


.160 


ら 

ラベル紙 . 161 

ランプ 

エラーランプ . 130 

オンラインランプ . 130 

節電中ランプ . 131 

y 

リア カバー . 30 

リセ、ソトスイ、ソチ . 130 

両面印刷で使用できない用紙 . 163 

両面 ュニッ ト反転部 .29. 40 

ろ 

漏電ブレーカー . 51 


8 0 6 9 

9 3 3 3 


2 4 2 8 
5 5 6 5 
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ページプリンタ XL - 9500 
取扱説明書 

B5WY-0901-04-00 
発行日2008年4月 
発行責任富±通株式会社 

Printed in China 

♦本書の一部または全部を無断で転載しないよう、お願いいたします。 
♦本書は、改善のため予告なしに変更することがあります。 

♦本書に記載されたデータの使用に起因する第王者の特許権、その他の権利、 
損害に ついては、 当社はその責を負いません。 

♦落下、乱下本は、お取り替えいたします。 




